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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　特別の見つけ方







「……そうしてお姫ひめ様さまは、王子様と末永く幸せに暮らしました。おしまい」

　耳に心ここ地ちよい低い声が、物語の終わりを告げた。幼いケイトはベッドの中でむくむくと動き、シーツから顔を出す。

「お姫様と王子様、よかったね！」

「おや。眠ねむったんじゃなかったのかい？」

　ケイトのベッドの横に腰こし掛かけているのは父親だった。絵本を膝ひざに載のせながら、困ったように笑っている。

「だって、お姫様が最後にどうなるのか、心配になっちゃったんだもん」

「そうか。それじゃあ仕方ない」

　そこでケイトは、じっと父親を見上げる。穏おだやかで優やさし気な、ケイトの大好きな笑えみを浮うかべている。そこに混じる小さな違い和わ感かんを、子供特有の敏びん感かんさで拾い上げた。

「どうしたの、お父さん。元気ない」

　驚おどろいたように目を見開いた父親は、それからすぐにその緑色の瞳ひとみを細めた。

「いや。いつかお前にも、王子様を見つける時が来るのかと思ったら寂さびしくてね」

　ケイトはびっくりする。

「私にも、王子様っているの？」

「きっとね。お前が父さんや母さんより好きになる人が、お前の王子様だ」

「そんなのいないよ！　ケイトはずーっと、お父さんとお母さんが一番好きだよ！」

　父親は微笑ほほえみながら、大きな手のひらでケイトの赤毛を撫なでる。

「嬉うれしいな。でもね、父さんや母さんの『好き』とはもっと別の、ケイトの特別な人がいつか現れるんだ。寂しいけど、とても幸せなことでもあるんだよ」

「……お父さんの特別は、お母さんだったの？」

「そうだよ」

「どうして特別って分かったの？」

　父親は腕うでを組んで、首を傾かしげる。

「うーん。それを説明するのはちょっと難しいな。いつの間にか、そう思っていたんだ」

「よくわかんない」

　ケイトが眉まゆを寄せてそう答えると、父親は宥なだめるように、ベッドの縁ふちを優しく叩たたく。

「じゃあ、お母さんの特別はお父さんなんだよね？」

「そうだといいなあ」

「お母さんは、どうしてお父さんが特別って分かったんだろう？」

「それは母さんに聞いてみなさい。……おっと。どこに行くんだい。今日はもう眠る時間だ」

　疑問があるとすぐに答えを知りたくて仕方なくなる。好こう奇き心しんの塊かたまりのようなケイトは、すぐさま、まだ居間にいるであろう母親の所へ向かおうとした。が、父親に捕つかまってしまう。

「えー！　今知りたいのに！」

「ダメだ。今日は寝ねること。聞くのは明日」

　頰ほおを膨ふくらませるケイトに、父親がそっと耳打ちした。

「なあ、ケイト。明日母さんに聞いたら、後でこっそり、父さんに教えてくれ」

　ケイトは目を真ん丸にして、いたずらっ子のような父親の笑顔を見上げる。

「父さんも、ずっーと知りたかったんだ」

　ケイトも父親を真似まねて、声を小さくして言う。

「……お母さんに内ない緒しよで？」

「内緒で」

　ケイトはくすりと笑って、父親の小指に、そっと自分の小指を絡からめて揺ゆらした。







　一章　美しき街の凶きよう事じ







「ああ、ようやく終わったあ。もう数字もバルト語も何も見たくないっ」

　ウェスハバート王立大学内にある中庭で、解放感に溢あふれた、だがどこかやけっぱちにも感じられる声が響ひびいた。

　中庭には大きな樹木や花が植えられ、講義の合間の休み時間や、昼食をとる学生達のために椅い子すとテーブルが置かれている。

　昼下がり、昨日からの雨がようやく乾かわいて、中庭で昼食をとる学生も多い。ケイトもテーブルに飲み物を置きながら、向かい側に座っている男子学生に声をかけた。

「ノーマン。試験が終わっても課題やレポートはあるんだし、数字もバルト語も見ないなんて、どう考えたって無理よ」

　ケイトの言葉に、向かいの席からうんざりしたような唸うなり声が上がった。

　バルト語は、医師になるための共通言語とされ、医術書の多くがバルト語で書かれている。この言語を習得することは、医師になるには必要不可欠とされる。

　ノーマンと呼ばれた青年は、がばっと勢いよく顔を上げた。栗くり色いろの巻き毛に、赤みが差した頰にはそばかすが散っている。

「そんなことは分かってる！　ああもう、真ま面じ目めに返すなよな。俺は今、あまりにも厳しすぎる現実から逃とう避ひしてるんだから！」

「え、そ、そうなの？　ごめん……」

　ケイトは慌あわてて謝った。どうにも、冗じよう談だんと本気の区別が付かない。

「謝る必要はないぞ、ケイト。あれくらいで弱音を吐はくほうが悪い」

　ケイトの背後から、そう声をかけてきたのはリオだった。額にかかった黒くろ髪かみの間から覗のぞく緑色の瞳が、じっとノーマンを睨にらんでいる。

「あれくらいだって？　とんでもない試験範はん囲いだっただろ！」

　ノーマンが頭を搔かきむしった。その姿を見て、ケイトは「確かにね」とノーマンの肩かたを叩く。

　ケイト達は現在、ウェスハバート王立大学医術科に在ざい籍せきして二年目になる。

　ウェスハバート王立大学は、この国唯ゆい一いつの王立大学であり、貴族や富ふ裕ゆう層しか入れない私設大学と違ちがって、一いつ般ぱん市民にも門戸を開いている。ケイトはその中でも、優ゆう秀しゆうな人材を得るために作られた奨しよう学がく制度によって、学生生活を送っていた。

　ケイトの通う医術科では、基き礎そ医学や解かい剖ぼう実習を行う一年を経て、医師を目指すためのより実じつ践せん的な科目である臨りん床しよう医学へと進んでいた。

　二年間をかけて学ぶ臨床医学のまずは基礎を習得するため、進級したばかりのケイト達に課せられたのは座学の日々だった。ひたすら講義室で座って学び、覚えて、試験を繰くり返す。

　実習などもなく、とにかく医術書を読み、教授の話に耳を傾かたむける毎日を過ごしていた。家に帰ってからも、予習と復習、更さらには習った知識や用語を確かく認にんする小テストが毎日行われるため、それを覚えるまでは寝られない。

「医師になるには、それこそ膨ぼう大だいな知識が必要になるんだ。こんな定期試験の範囲くらいで音をあげている場合か」

　リオの言葉に、ノーマンが不満げに唇くちびるを尖とがらせる。

　ケイト達が二年生になって初めての定期試験が行われ、今日がその最終日だった。すべての試験を終え、中庭にいる学生達の顔も、安あん堵どしたような表情になっている。

「秀しゆう才さいに俺の気持ちは分からないんだ」

「悔くやしかったら、次の試験では一番をとれ。俺はいつでも受けてたってやる」

　ぴしゃりとノーマンの愚ぐ痴ちを封ふうじたリオは、自信に輝かがやいていた。常に成績トップのリオは、今回も涼すずしげな顔で答案用紙に向き合っていた。だが、自分に厳しいリオが、陰かげでどれほど努力し、その地位を維い持じしているのかケイトは知っている。

　リオは、男性だらけの医術科の中で、初めてできた友人だった。今まで女性が医術科に入ったことはなく、ケイトは学生達からその存在を認めてもらえなかった。リオもその一人だったが、互たがいを知り、今では同じ医師を目指す大切な仲間だ。

　リオの頑がん張ばりに、ケイトは何度も助けられ、元気づけられている。やる気溢れるリオの言葉に、ケイトの心も弾はずんだ。

「私も！　リオにも、もちろんノーマンにも負けないわよ」

　リオがフン、と鼻を鳴らす。

「本当に負けず嫌ぎらいだな、お前」

「俺からすれば、どっちもどっちだよ……」

　ぶつぶつと呟つぶやくノーマンもまた、入学当時はケイトの存在を認めてはくれなかった。

　しかし、一年生の冬に行われた解剖実習を経て、ケイトに手を差し伸のべてくれた。それを機に、ノーマンはケイトとリオと行動を共にするようになり、最近は三人で過ごすことも多い。

　他ほかの学生についても、解剖実習を通して、少しずつだがケイトへの態度は変わってきている。まだまだ認めてくれない学生もいるが、嫌いや味みや陰かげ口ぐちを言われることも少なくなり、普ふ通つうに同じ学生として接してくれる人間が増えていた。

「……って、お前ら。さっきから何やってんの？」

　頭を抱かかえていたノーマンが、怪け訝げんな表情でケイトとリオを見つめる。

　テーブルに医術書を広げていたケイトとリオは、きょとんと瞳を瞬まばたかせた。

「さっきの試験の答え合わせよ。忘れないうちに確認して、復習しておかないと……」

「信じられない……！　あんなに苦しめられたっていうのに、更に勉強するなんて。……って、待て。三問目ってそれが答えなの？　ああー、俺間ま違ちがえた！」

　ノーマンはケイトとリオのノートを見て、頭を搔きむしった。そして、キッと医術書を睨みつける。

「やめやめ！　せっかく忌いまわしい試験から解放されたんだぜ？」

　ノーマンはそう言って、リオの持っていた医術書を取り上げてしまう。

「あのな……」

「試験のことは一いつ旦たん忘れる！　過去のことより今が大事だろ？　待ちに待った長期休きゆう暇か！　どっか遊びに行こうぜ！」

　ケイトとリオは、互いに顔を見合わせた。

　定期試験を終え、学生達にはようやく夏季休暇が与あたえられる。三週間ほどもある長期休暇で、ノーマンだけでなく、周りの学生達もどこか浮うき立っているように感じられた。

　ノーマンから医術書を取り上げるのを諦あきらめて、リオは溜ため息いきを吐ついた。

「行くって、どこに？」

「どこでもいいって！　とにかく大学から離はなれた所がいいね。日常を離れないと、休暇とは言えない」

　ノーマンは、身を乗り出してケイトとリオに訴うつたえかけた。

「俺達はまだ学生だぜ！　勉強もいいけど、休める時には休んで、その間に色々な体験をすべきじゃないか？　学生の間にしかできないことをやらないと！」

「学生の本分は勉強だ」

　キラキラと瞳ひとみを輝かせるノーマンの言葉を一いつ蹴しゆうするも、リオはふと腕うでを組んで考え込む。

「……本当に、どこかに行きたいのか？」

「行きたい！」とノーマンが即そく答とうする。

「だったら、東部に行くか？」

「東部？」

　ケイトとノーマンが声を揃そろえた。

「東部のソールヒルに、祖父の屋や敷しきがあるんだ。祖父は三年前に亡なくなって、今は祖母が一人で暮らしている。屋敷自体は静かで邪じや魔まも入らないし、この休暇中に行こうと思っていたんだ」

　リオの提案に、ノーマンが表情を輝かせた。

「いいじゃん！　ソールヒル！　自然がいっぱいで、景色の綺き麗れいな場所も多いって聞くし。俺の酷こく使しした頭脳を休めるにはうってつけだ」

　酷使するほど使ってたか？　と疑わしい目でノーマンを見た後、リオは言った。

「まあ、いい環かん境きようなのは間ま違ちがいない。人も穏おだやかだし治安もいいから、夏の間だけ過ごそうと、ソールヒルに別べつ荘そうを建てる人間も多いし。宿しゆく泊はく施し設せつも充じゆう実じつしてるらしい。……うちの屋敷は空き部屋も多くあるから、滞たい在ざいしても大だい丈じよう夫ぶだ。どうする？」

「行く行く！　なっ、ケイト」

　同意を求められたが、ケイトはすぐに返事が出来なかった。

「あ、う、うん……。すごく素す敵てきだと思うけど……」

「思うけど、何だよ？」

　怪訝そうに聞かれて、ケイトは申し訳ない気持ちになりながら言う。

「ごめんね。私は行けないわ」

「えーっ？　なんで」

　ノーマンが不満げな声を出す。

「どうしてだ？」

　唇を尖らせるノーマンを押しのけて、リオが静かに聞いてくる。

「用事があって」

「休暇中ずっとか？」

「……それはよく分からないの」

　ケイトには休暇を取れたら必ずやろうと決めていたことがあった。

　ウェスハバート王国には、首都にある総司令部をトップに、東西南北に基地が配置されている。

　ケイトの住む街ウィングヒルには、南部基地が置かれていた。出世の足あし掛がかりと言われ、南部基地に配属された軍人は数年を経て総司令部に異動することが多い。有能な人間が多い中で、とりわけ将来を有望視されている人物がいる。

　イーノット・レイズ。ケイトは彼に会いに、南部基地を訪おとずれようと考えていた。

　イーノットは、ウェスハバート王国国軍にて少しよう佐さの地位を戴いただく軍人だ。先の大戦で国を守った英えい雄ゆうとして、軍からも国民からも大きな支持を得ていた。普ふ段だんなら知り合うこともない、国の英雄とケイトは、軍の不正が書かれた『棺ひつぎの手帳』をきっかけに知り合った。

　十年前の大戦により軍が大きな権力を持ち、軍人の横暴さが目立つ中で、イーノットはケイトが知る高圧的で威い張ばり散らすような軍人とは違ちがっていた。腐ふ敗はいした軍を内部から変えるため、軍の汚お点てんともいえる『棺の手帳』の情報をもとに、様々な事件を調査し、解決している。

　昨年の冬、ケイトは西部の街エセルヒルでイーノットと再会していた。西部で起こった、不正に採さい掘くつされた宝石を調査するためにやって来たイーノットと、ケイトは行動を共にすることになる。

　そうして事件解決までを見届けて、ウィングヒルに帰ってきたケイトを待っていたのは、思いがけないイーノットからの贈おくり物だった。

　贈られたのはルビーの原石だ。茶色い石の間に挟まるようにして、赤いルビーの原石が入っている。研けん磨まする前の赤い宝石が今のケイトのようだと、イーノットは手紙に書いてくれた。今はまだ石ころでも、これから磨みがかれて宝石として輝かがやくようになる、ケイトの将来もきっとそうなるという励はげましが込められている。

　ケイトの夢を応おう援えんし、必ず医師になれると信じてくれているイーノットに、ケイトは大きな力を貰もらった。イーノットが願ってくれたとおり、輝けるよう頑張ろうと思ったのだった。

　原石は現在勉強机に飾かざられている。未いまだに、『女のくせに』という陰口を叩たたかれることも少なくない。そんな中で、周囲の言葉や態度に落ち込んでしまった時、勉強で疲つかれた時、ケイトは原石を眺ながめるようになっていた。ルビーの部分を撫なでていると、不思議と元気が湧わいてくる。背筋がしゃんと伸びるような、前向きな気持ちになれるのだ。

　ケイトはどうしても、この贈り物のお礼を言いたいと考えていた。

　──すごくすごく嬉うれしかった。手紙も書いてみたけど、やっぱり直接会って言いたいわ。

　しかし、イーノットに会うと考えたのはいいが、その機会はなかなか訪れなかった。進級して、座学と試験に追われる日々に突とつ入にゆうしたからである。

　早く行かなくちゃ、と思いながら日々を過ごし、いつの間にか、定期試験を終えたら会いに行こうと考えるようになっていた。

　そして今日、ようやく試験を終えたケイトは、その足で南部基地にむかうつもりだった。突とつ然ぜん行くのは迷めい惑わくだろうと、事前に連れん絡らくを入れるため基地に電話をかけたが、電話口に出た軍人の声は硬かたく冷ややかで、「一いつ般ぱん市民と直接取り次ぎはできない」とにべもなく断られてしまった。

　直接基地に行くしかないが、イーノットの仕事の邪魔はしたくない。今日会えなくても、休暇中の間のどこかで会えればいいと思い、ケイトは休暇中の予定をずっと空けたままにしていたのだった。

「ごめんね。二人は楽しんできて」

「つまんないなあ」

　ノーマンが溜息を吐く。リオは黙だまったままだったが、帰り際ぎわにケイトに声をかけた。

「気が変わったら言えよ。俺達が出発するのは明後日あさつてだから」

　ケイトは小さく笑って頷うなずき、リオ達と別れて南部基地へと向かった。







　ウィングヒルの大通りに面する南部基地に着いた時には、すでに夕刻を過ぎていた。

　ケイトは真正面から基地全体を見上げる。古いレンガ造りの建物で、門には軍の紋もん章しようである漆しつ黒こくの鷲わしが羽を広げている。

　堅けん牢ろうで威い圧あつ的な雰ふん囲い気きを感じ、ケイトは心細くなった。基地に何度か訪れたことはあったが、いつもイーノットの部下達と一いつ緒しよだったので、このようにたった一人というのは初めての体験だった。

　門に立つ軍人に視線を走らせる。ケイトが以前訪れた時とは、違う人間に変わっていた。背が高く、髪かみは短く刈かり上げられている。口をきゅっと引き締しめて直立不動の姿勢で立っていた。

　ケイトは深呼吸をひとつして、声をかけた。

「あの、すみません。イーノット・レイズ少佐にお会いしたいんですが」

　まだ幼さの残る顔が、怪け訝げんそうにケイトに向けられた。とりあえずといった感じで笑えみを浮うかべ、言葉少なに聞いてきた。

「お約束は？」

「あ、いいえ。していないんですけど」

　途と端たんに、「なんだ」という顔になり、態度がぞんざいなものに変わる。

「では、お引き取りを。お約束されていない方は、お通しできません」

　ケイトは引き下がらなかった。これでは、電話での対応と結果が同じになってしまう。

「でしたら、ローワン・テイ大たい尉いに取り次いでもらえませんか？　サニー・ウィルソン中ちゆう尉いでもいいんです……」

「約束していないんですよね？　だったら誰だれでも同じです、取り次げませんから」

「伝えるだけ、伝えてみていただけませんか？」

「お引き取りを」

「でも、私──」

　軍人はうるさそうに手を振ふって、ケイトの話を遮さえぎった。

「いい加減にしてくれ。少佐とか大尉とか……。あんたみたいな一般市民と会えるような人達じゃないんだよ、彼らは！　さっさと帰れ」

　ケイトは言葉を失ってしまう。軍人の荒あらい声に気け圧おされたわけではなく、自分とイーノット達の立場を、はっきり突つきつけられたような気持ちになったからだ。

『棺の手帳』をめぐる事件では、イーノット達の方からケイトに接せつ触しよくしてきた。自分の利益だけを考え、市民を顧かえりみない軍人というものが嫌きらいだったケイトは、最初は親友のために嫌いや々いや行動を共にしていた。

　しかし、自分の権けん威いを振りかざすような素そ振ぶりも見せず、気さくに話しかけてくれるイーノットやその部下達に、ケイトの心は少しずつ動いていった。任務に対する真しん摯しな姿勢を見て、こんな軍人もいるのだと気付いたのだ。その後実習先の病院で、潜せん入にゆう捜そう査さしていたイーノット達と再会した。更さらに、解かい剖ぼう実習で献けん体たいとなった人物の遺品を遺族に渡わたそうとエセルヒルに向かい、そこで宝石の不正事件を調査しに来た彼らと再び行動を共にした。様々な事件を経て、少しずつイーノット達のことを知っていったのだった。

　身近にいて、気軽に接してくれるイーノット達を、いつの間にか当たり前に受け入れていた自分に気付く。

　──少佐達が、すごく近い存在だって、勘かん違ちがいしてた。

　だが、実際は違うのだ。こうして基地の前で門もん前ぜん払ばらいされたことが、その証しよう拠こだった。ケイトの方からイーノット達と会うのは、こんなにも難しい。

　しかし、話をよく聞くことなく追い払おうとする対応に、憤いきどおりも感じていた。だが、ここで何を言っても通してはもらえないだろう。イーノットにも迷惑がかかるかもしれないと、唇くちびるを嚙かみしめた。

　ケイトは頭を下げて基地を後にし、イーノットの隠かくれ家がへと向かった。隠れ家は、身を潜ひそめたり内密な話し合いを行うためにイーノットが用意している場所で、ケイトも少しの間だが、生活していたことがあった。

　隠れ家はしんと静まり返り、呼び鈴りんを鳴らしてみたが誰もいないようだった。鍵かぎの閉まった扉とびらに寄りかかり、ケイトは息を吐はいた。

「……どうやったら会えるんだろう？」
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　イーノットからケイトに会うのは簡単でも、その逆は成り立たない。イーノットとの距きよ離りを感じながら、ケイトは昨年の冬の出来事を思い出す。

　女性という理由で解剖実習に参加させてもらえなかったケイトは、女性であることに疎うとましさを感じていた。その苦く悩のうを、イーノットに吐と露ろしたのだった。

『着き飾かざることなんて、お医者様になるのに何の関係もないことです。そんな、女性が楽しむようなこと、私はしてる場合じゃないんです。「女だから」なんて言わせない、……お医者様になりたいのに』

　そんな風に考えながら、もう一つの、イーノットを前にした時だけ湧き上がる思いも伝えてしまった。

『少しよう佐さの前だと……、もっと着飾りたいって思うんです。もっと綺き麗れいになりたいって』

　それは心の中に留とどめておくべきことだったのに、ケイトは本人を目の前にして言ってしまった。あの時、イーノットは何も言わずにケイトを抱だき寄せた。

　イーノットの心臓の音が聞こえるほど、二人の距離は近かった。思い出すだけで顔が赤くなり、なぜか胸が甘く疼うずく。

　だが今、ケイトはイーノットに会うことすらできない。

　抱き寄せられた記き憶おくすら、幻まぼろしだったのではないかと感じた。







　ケイトが隠れ家にいたその頃ころ、南部基地では三人の軍人が自分の机で書類に目を通していた。

「これは、……想像以上だな」

　跳はねた髪の毛をがしがしと搔かきながら、サニー・ウィルソン中尉が唸うなった。軍服には所々に皺しわがあり、身なりに無む頓とん着ちやくなのが分かる。

「ひどすぎます」

　サニーの隣となりで声を詰つまらせたのは、ロジャー・キーネスト准じゆん尉いだ。眉まゆを寄せると鋭するどい目元が強調される。迫はく力りよくある強面こわもてに恐おそれをなす人間も多いが、ロジャーは人一倍繊せん細さいで心優やさしい人間だった。目の前の書類に載のせられた写真を前に、沈ちん痛つうな面おも持もちで目を伏ふせる。

「だから僕達が行くんでしょ」

　サニーの向かいの席から、幼い声が飛んでくる。ティム・ウォーレストン少しよう尉いが、にっこりと笑みを作った。カラコロと飴あめを口の中で転がす姿は幼く、軍服姿には違い和わ感かんを覚えるほどだ。

「……そうだな」

　サニーが神しん妙みような顔で頷く。ロジャーも同意するように、きゅっと口元を引き結んだ。

「あーあ。それにしても、最近忙いそがしすぎるよ。東部に行くのに仕事は片づけないといけないし。何ていうか、癒いやしが欲しい。……お姉さん、何してるかなあ？　からかうとすっごく面おも白しろいのに」

「お前……、ケイトからかって遊ぶなよ」

　呆あきれたようなサニーの顔に、ティムは唇を尖とがらせる。

「僕なりの愛情表現なの」

「でも確かに、全然会っていませんよね」

　ロジャーの言葉に、ティムが大きく頷うなずく。

「そうなんだよねえ。確かに、冬に少佐のお供でケイトの贈おくり物を買った時には、『いつ会えるか分からない』って言ってたけどさ。やっぱり寂さびしいよね」

　頰ほお杖づえをつくティムが、そう言って溜ため息いきを吐ついた。

「早く事件を解決して、会いに行こうぜ」

　サニーはそう言うと、また書類に目を通し始めた。

　目を背そむけたくなるような写真と向き合い、これから自分達が行うべき調査の準備を行う。

　写真や調書から感じ取れる凄せい惨さんさに、サニーの心は曇くもった。

　これから待ち受けている事件が決して簡単なものでないことを、ひしひしとその身に感じていた。










　翌日、朝に南部基地にもう一度行ってみたが、やはり結果は昨日と同じだった。ケイトは落ち込んだ気分のまま、休きゆう暇か中も開いている大学の図書館へとやって来た。

　学生の姿はまばらで、ケイトは中庭の見える机に座り、医術書を開く。勉強に集中しようとするが、なかなか捗はかどらなかった。

　すると、見ていた医術書に影かげができて、頭上から声がおりてきた。

「用事っていうのは、ここで勉強することなのか？」

　顔を上げると、眉を寄せたリオの姿があった。

「リオ！　どうしてここに……。出発は明日でしょう？」

　リオは乱暴な仕草で、どかりとケイトの隣に腰こし掛かけた。

「試験でどうしても納なつ得とくできないところがあったから、教授に話を聞きにきたんだよ。休暇中でも、教授達は大学に来ているしな。東部に行く前に済ませたかったんだ」

「そうなの。さすがリオね。妥だ協きようがないんだから」

　ケイトが笑うと、リオがじっと、その理知的な緑の瞳ひとみを合わせてきた。

「俺のことより、お前だ。用事とやらはどうしたんだ？　まさか俺達と出かけるのが嫌いやで、噓うそついてたわけじゃないよな」

　ケイトは慌あわてて声を上げる。

「まさか！　そんなわけないじゃない。友達と旅行なんて、すごく憧あこがれてたことのひとつよ。噓をついて断る理由なんてないわ」

「じゃあ用事は？　もう済んだのか？」

「……済んでは、ないんだけど……」

　ケイトは俯うつむいてしまう。語ご尾びも段々と小さくなって、言葉が途と切ぎれてしまった。そんなケイトの様子に、リオが心配そうな表情で問いかける。

「なんだか落ち込んでるみたいだが……。何かあったのか？」

　ケイトはイーノットから原石を貰もらったこと、南部基地でのことをリオに話した。なぜか段々不ふ機き嫌げんになっていくリオだったが、とりあえず最後まで口を挟はさまずに聞いてくれた。

「なるほどな……。それにしても、宝石贈るなんてどういうつもりだよ……」

「え？」

　ぶつぶつ呟つぶやいているリオを見つめると、「何でもない」と咳せき払ばらいされる。

「だがまあ、その門番の態度は普ふ通つうだと思うぞ。お前みたいな若い女性が、まさか雲の上の存在みたいな少佐と繫つながりがあるなんて思わないだろう。俺だって未いまだに信じられない」

　ツキリ、と心臓が痛む。誰だれが見ても、やはり不自然なのだ。

「……うん。そうよね」

「忘れろよ、少佐のことなんて」

　ふいに真しん剣けんな声を出されて、ケイトは瞳を瞬まばたかせた。

　声を出した本人も驚おどろいたのか、一いつ瞬しゆん不自然な間があく。が、すぐにリオが明るく声を上げて続けた。

「やっぱり俺達と東部に行かないか？　休暇中、毎日基地に日参するわけにもいかないだろう？　少佐達にも迷めい惑わくがかかるだろうし」

　そのことは、ケイトも考えていた。しゅんとするケイトに、リオが言葉を続ける。

「東部で気分転てん換かんして、その間に何か方法を考えればいい。祖父の屋や敷しきには、祖父が集めた蔵書がたくさんあるんだ。まるでここの図書館みたいに感じるぞ。医術関係の書しよ籍せきもあったし、お前も気に入ると思う」

　リオの申し出は魅み力りよく的だった。

「屋敷に図書館があるの？　素す敵てきね」

「祖父は大の読書家だったんだ。軍人として戦場に出ていたから、応急処置の仕方や、現地で手に入れられる薬草とかを知りたがって、書籍を集めてた。医術の大切さを身に染しみて分かっている人だった。大学の受験勉強の場所を提供してくれたりして、俺の夢を、唯ゆい一いつ応おう援えんしてくれた身内だよ」

　リオの言葉や瞳には、祖父への尊敬が感じ取れた。穏おだやかな表情で語るリオを見ていると、ケイトも嬉うれしくなる。

　リオの家は軍人一家として名門中の名門であり、当然のごとく長男のリオも軍人になることが決まっていた。しかし、リオは軍人に必要な最低限の視力を持たず、軍人の道を諦あきらめることになってしまった。期待をかけていた父親の怒いかりは激しく、リオは家族から「いない者」として扱あつかわれることになる。

　だが、リオはそこから奮起した。家族に自分の存在を認めさせてやる、と軍医になる道を歩み出したのだ。その強さや、ひたすら努力を続ける姿勢を、ケイトはとても尊敬していた。

「お前に会わせたかったよ。祖父はきっと、お前の味方にもなってくれたと思う」

「私もお会いしたかったわ。それで、リオの夢を応おう援えんしてくれてありがとうございます、って言うの。おかげで、大学でリオと出会えましたって」

　冗じよう談だんめかしてそう言うと、リオは小さく笑えみを浮うかべた。冷たい印象を与あたえがちなリオの端たん整せいな顔立ちが、笑みを乗せることで途と端たんに柔やわらかくなる。

　どことなく大人びた笑みを見せられて、ケイトはドキリとした。

「おかげで俺は、こんな変な女と組まされることになったがな」

「ちょっと！　変な女って私のこと？」

「──なあ、ケイト」

　リオがケイトを見つめながら言う。

「一いつ緒しよに東部に行こう」

　ケイトの頭の中に、金の瞳が過よぎりそうになる。だが、リオの言葉の方が早かった。

「友人と旅行することが、お前だけの憧れだと思うなよ？」

　にやりと笑った顔で、内ない緒しよ話ばなしのように告げられる。それが嬉しくて、ケイトは降参した。笑みを浮かべて、「行く」と頷いていた。
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「いやあ、良かった良かった！　男二人旅なんて、悲ひ惨さんな結果にならなくて安心したよ！」

　寝しん台だいに寝ねそべりながら、ノーマンが陽気な声を上げる。

「悪かったな、悲惨で」

　リオがフンと鼻を鳴らす。狭せまい部屋に二段ベッドが置かれ、上にはノーマン、下にはリオが座っている。

　ケイト達は現在、東部ソールヒルへ向かう汽車に乗っていた。

　ウィングヒルからソールヒルまでは汽車で一日半かかる。そのため、ソールヒル行きの汽車には寝台が取り付けられているのだった。

　ケイトも自分の部屋に荷物を置いて、ノーマンとリオの寝台へとやって来た。

「ここに三人もいたら狭すぎる。話すなら談話室に行こう」

　リオの言葉に頷いて、ケイト達は列車のほぼ中央に設けられた談話室に向かった。

　談話室には、普通の汽車のように席が置かれ、好きな場所に座って景色や会話を楽しめる。ケイト達以外にも、数人の客が思い思いに過ごしていた。

「いやー、旅行ってワクワクするよな！　俺、昨日は眠ねむれなかった」

「お前は子供か」

　ノーマンの言葉にリオが突つっ込むと、ケイトは首を傾かしげた。

「え、私も眠れなかったよ？　楽しみで、目が冴さえちゃって」

「……お前らな」

　はあ、と深い溜ため息いきを吐ついて、リオが座席に体を預ける。

「ふん、大人ぶっちゃって。きっとあいつも眠れなかったんだぜ。それで、あいつの持ってる小さなカバンには、きっと俺達と食べるためのおやつが用意されてるに決まってる」

　ノーマンがこそこそとケイトに耳打ちする。

「聞こえてるぞ。それに、おやつなど持ってくるわけないだろう」

「何だリオ。そこは用意しとけよなあ！」

　ケイトはノーマンと顔を見合わせて笑った。確かに旅というのは、人の心を浮き立たせる。

　南部基地での出来事が、少しずつ癒いやされていくのを感じながら、ケイトは友人達との会話と、車窓からの景色を楽しんだ。

「切り裂さき魔まだって？」

　ふいに物ぶつ騒そうな単語が聞こえてきて、ケイトはぎょっと後ろを振ふり返った。ケイト達の斜ななめ後ろに座っている男性二人が、新聞を片手に話し込んでいる。

「何ですそれは？　いつからソールヒルには、そんなものが現れるようになったんです」

　立派な口くち髭ひげをたくわえた男性が、怪け訝げんそうに問いかける。問われた方の男性は、新聞を振り回しながら言った。

「ここ最近のようですよ。若い女性ばかりを選んで、心臓を一ひと突つきだとか。もう何人も被ひ害がい者しやが出ているそうです」

　その言葉に、ケイト達は互たがいに顔を見合わせた。

「おいおい、切り裂き魔だって？　リオ。知ってたか？」

「いや、知らない。ソールヒルなんて長閑のどかな街で、何でそんなことが……」

　リオが困こん惑わくげに呟く。そうして、気き遣づかわしげにケイトに視線を合わせた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　若い女性が狙ねらわれるというし、不安なら、中止にしてもいいぞ」

　さすがにノーマンも反論せず、ケイトをじっと窺うかがっている。

　確かに少し怖こわいとは思ったが、旅を中止させるほどには感じなかった。

「大丈夫よ。一人にならないように気をつけるから。それに私は、リオのおじい様の蔵書が見たいし、屋敷からあまり出ないと思うわ」

　ノーマンがほっとした様子で笑った。

「俺達と一緒にいれば大丈夫だよ。な！　リオ」

「お前は戦力に入らないぞ。……分かった、ケイトがそう言うならこのまま行く。だが、用心はするべきだと思う。一人で出歩かないこと、特に夜はな」

　リオが釘くぎを刺さし、ケイトも神しん妙みように頷うなずいた。










　翌日の昼近くに、ケイト達はソールヒル駅へと降り立った。

　あいにく雨が降っていたが、新緑が雨に濡ぬれる様も美しく、全体的に空気が澄すんでいる。思い切り息を吸い込んで、汽車に長時間乗って固まった、体の節々を伸のばした。

「屋敷へは駅から少し歩くんだが、いいか？」

「平気平気。色々見ながら行こうぜ。でもその前に、傘かさを買わないとな」

　雨足は強いわけではなかったが、傘を差さなければ濡れてしまうだろう。

　ケイト達は駅の近くの店に入り、傘を購こう入にゆうした。ケイトは自分の瞳ひとみと同じ青色の傘を選んだ。

　三つの傘が、ソールヒルの大通りを歩いていく。

　道に沿うように木が植えられ、所々には花も咲さいている。ソールヒルは丘きゆう陵りよう地ちや牧草地が広がり、羊毛の生産と農業が盛んな街だ。さらに自然の美しさから、郊こう外がいには別べつ荘そうなどが立ち並ぶ街でもあった。

「……なんか、静かだなあ」

　ノーマンの言葉に、ケイトも同意する。今の時期、ケイト達と同じく休きゆう暇かを利用して、多くの人々がソールヒルを訪おとずれているはずだった。しかし、人通りもまばらで、何より街に住む人々の活気が感じられない。

　切り裂き魔、という言葉が頭を過りながら、ケイト達はひたすら歩き続け、二十分ほどで屋や敷しきへと辿たどり着いた。

「おお。なんか可愛かわいらしいなあ」

　ノーマンが屋敷を見上げ、そんな感想を漏もらす。

　温かな木目が美しい壁かべに、屋根は赤く塗ぬられていた。全体的に丸みをおびた設計がされている。広い敷しき地ちに建って、それなりに広いのだが、どこか親しみやすさを感じさせる外観だった。

「素す敵てきなお屋敷ね……。ねえリオ、あれは庭園？」

「ああ。祖母の宝物だよ」

　ケイトが指差したのは、広い敷地のほとんどを占しめているのだろう、背の高い柵さくで覆おおわれた庭だった。柵が中を見せないようそびえ立っており、庭園に入るための門には、厳重にも鍵かぎがかかっている。誰だれにも見せたくない、という強い意思のようなものが感じられた。

　その門を見ていると、すっと人ひと影かげが現れて、内側から扉とびらが開く。

　庭園の中から出てきたのは、美しい銀ぎん髪ぱつの老婦人だった。リオと同じ緑色の瞳を、じっとケイト達に向けている。背筋が綺き麗れいに伸びていて、見る者を威圧するような雰ふん囲い気きがあった。

「おばあ様。お久しぶりです」

　リオが微笑ほほえんで、親しげに婦人を抱だき締しめる。切れ長の目元が一いつ瞬しゆんだけ緩ゆるんで、リオの背中を撫なでた。

「久しぶりね」

「おばあ様。紹しよう介かいします。こちらはケイト・エドモンドとノーマン・トッドです。二人とも、俺と同じ医師を目指す仲間なんです」

　ケイトとノーマンは揃そろって頭を下げた。

「初めまして。今日からお世話になります！」

　リオの祖母は、少しだけ驚おどろいたように呟つぶやいた。

「本当に、女性の学生がいるのね……」

　しかし婦人の表情はすぐに消え、ケイトが声をかける前にきびきびと話し出した。

「私はマイリー・アーノルドよ。この屋敷への滞たい在ざいを心から歓かん迎げいします。お部屋は好きに使ってかまわないわ。朝食は七時、夕食は八時よ。食べない時には事前に知らせてちょうだい」

　そこで言葉を切り、マイリーはケイト達を見回した。

「屋敷は自由に使ってかまわないけど、この庭園だけは私の許可なく入ることは許しません。もしも勝手に侵しん入にゆうした場合は、ここから出て行ってもらうので」

　厳しい口調に、ケイトとノーマンは頷くしかない。横にいるリオは慣れているのか、その顔には苦い笑えみと、寂さびしさのようなものが映っていた。

「では、夕食で会いましょう」

　マイリーはそう言うと、くるりと背を向けてまた庭園の中へと入ってしまった。もちろん、内側から鍵をかけるのを忘れない。

　ノーマンが、困ったように頰ほおを搔かきながら言う。

「えっと……。俺達、歓迎されてるのか？　されてないのか？」

「祖母のことは気にしないでくれ。祖父が亡なくなってからは、一日の大半を一人で庭園で過ごしている。植物の世話をするのが、彼女の生きがいなんだ」

「そうなの……」

　さきほど見せた、小さな背中が甦よみがえる。

「というわけで、庭園には入らないように。俺も昔覗のぞこうとして、ものすごく怒おこられた記き憶おくがあるんだ。庭園に入れる者はいない。家族だって例外はないんだよ」

　家族までも入れない庭園というのは、どんなものなのだろうか。

「まあ、気にならないと言ったら噓うそになるが、人の嫌いやがることを無理やりする趣しゆ味みはないよ。それより、昼食がまだだろ？　荷物を置いて街に出ようぜ！」

　どことなく張りつめた空気を変えるように、ノーマンが声をかけた。ケイトとリオは頷いて、屋敷へと足を踏ふみ入れた。







「おっ、この店は？　雰囲気もよさそうだし」

　昼時だというのに、やはり人が少ない大通りを歩きながら、ケイト達は昼食を食べる店を探していた。

　屋敷から出る前、マイリーに一言声をかけてから行こうと思ったのだが、庭園から姿を現さない。そのため、結局何も言わずに出かけてしまった。

　ノーマンが指差した店は、蔦つたが絡からまった壁が印象的な、喫きつ茶さ店てんのようだった。

「うん。素敵ね。じゃあここにしましょうか」

　木の扉を開くと、呼び鈴りんがチリンと鳴った。すぐさま、給きゆう仕じ係であろう女性が駆かけ寄ってくる。

「いらっしゃいませ！」

　白いエプロン姿の女性が、にっこりと微笑んだ。肩かたまでの金きん髪ぱつが揺ゆれ、真ん丸の焦こげ茶の瞳がつぶらで可愛らしい。

　瞬しゆん間かん、ケイトの横にいたノーマンが、雷かみなりに打たれたように体を硬こう直ちよくさせた。

　食い入るように給仕係の女性を見つめている。女性はそれには気付かずに、「こちらの席にどうぞ」と案内してくれた。

　注文をとる際も、ノーマンの瞳はじっと給仕係に注がれている。彼女がいなくなると、ケイトはノーマンの肩を突つついた。

「ちょっと。何をそんなにじっと見つめてるのよ？　失礼でしょう」

「そんなこと言ったって、目が離はなせないんだ」

「はあ？」

「一ひと目め惚ぼれだ」

　熱っぽく呟いたノーマンの言葉に、ケイトとリオは顔を見合わせる。

「……熱でもあるのか？」

　代表してリオが問いかけると、ノーマンはブンブンと頭を横に振ふった。

「熱なんかない！　いや、胸の内から溢あふれるこの気持ちは熱いほどだが……、そうじゃなく！　一目惚れしたって言ったんだ！　彼女に！」

　一応声を潜ひそめて、ノーマンは訴うつたえた。

「ソールヒルで、あんな可愛い女の子と出会えるなんて！　俺の運命の相手は東部にいたんだな。どうりで今まで出会えなかったわけだ」

　一人納なつ得とくしているノーマンに、リオがこれみよがしに溜ため息いきを吐つく。

「何言ってるんだ？　単純にもほどがある……」

「恋こいとは単純なものなんだよ！」

「ちょっと待って、ノーマン。あの人を好きになっちゃったってこと？」

　ケイトの言葉に、ノーマンが満足げに頷うなずいた。

「そのとおり」

　ケイトは眉まゆを寄せた。

　──じゃあ今私は、人が恋に落ちる瞬間を見たってこと？

　ケイトの今までの人生に、全く登場してこなかったのが『恋れん愛あい』という単語だ。とにかく大学に入学するため、なりふり構わず勉強してきた。男性しかいない中で、自分が女性であるということも頭から締め出して頑がん張ばってきた。

　異性を好きになるということがどういうことなのか、ケイトにはまだよく分からない。友人から借りた恋愛小説には、楽しくて幸せな気分になると書いてあった。でもケイトは、家族や友人といても、楽しくて幸せな気分を感じる。それとどう違ちがうのだろうか。

「どうして好きだって分かったの？」

　好こう奇き心しんが湧わき上がって、ケイトはノーマンに聞いてみた。その時ふと、既き視し感かんにとらわれる。

　──そういえば昔、両親にも聞いてみたことがあったな。お母さんとお父さんは、何て答えてくれたんだっけ？

「あの笑顔を見ただろう？　可愛らしい健康的な笑み！　絶対優やさしい人に違いない！」

　ノーマンの言葉に、はっと物思いから目覚める。彼の答えを吟ぎん味みし、首を傾かしげた。

「よく分からないんだけど。可愛らしい健康的な笑みなら、好きになるってこと？」

「いや、彼女だからこそいいんだよ！」

「だから、そう感じたのはどうしてなのって聞いてるんだけど……」

「聞いても何の参考にもならないと思うぞ。恋なんて、一種の病気みたいなもんだ。冷静な判断力もなくなって、相手が一番可愛かわいい、と錯さつ覚かくする病気だ」

　リオが鼻を鳴らす。その態度に、ノーマンが嘆なげいた。

「いやだね、そんな風にしか感じられないなんて。お前も、恋こい人びととか欲しいと思わないのか？」

「思わない」

　リオは即そく答とうだった。

「もったいないよなあ。知ってるか？　お前が大学に向かう道の端はしで、女子達がきゃあきゃあ騒さわいでるのを。道で毎日見かけるお前に一目惚れしたらしいぞ」

「興味ない」

「そこは、やったー！　って喜ぶとこだろ！」

「俺のことを何も知らないのに、顔だけ好きと言われても別に嬉うれしくもなんともない」

　数分前に一目惚れしたばかりのノーマンは、ひくりと口元を引きつらせた。

「それは俺に対する嫌いや味みか？」

　ケイトは、ぶすりと仏ぶつ頂ちよう面づらになったリオを盗ぬすみ見た。

　整った顔立ちに夢中になる女性達がいるのは不思議ではなかった。一年生の時に行った早期病院実習で、看護師達がリオを見て頰を染めていたのを思い出す。

「リオはモテるのね」

「そういうこと。それなのに、興味ないだの一刀両断しやがって……、バチが当たるぞ」

　リオを睨にらみつけた後、ノーマンはケイトに視線を移した。

「で？　ケイトはどうなんだよ？」

「わ、私？」

　ワクワクと瞳ひとみを輝かがやかせるノーマンに、リオまでもがケイトを見つめている。

「よ、よく分かんない」

「あーもう、お子ちゃまだなあ」

　残念ながらその通りだと自分でも思ったので、「子供じゃない！」という反論はできなかった。

「お子ちゃまの二人は置いといて、俺は彼女と付き合えるよう頑張る。協力してくれよな！」

　リオが器用に片眉を上げた。

「協力？　今すぐ彼女の前に行って、好きですって言えば済むだろ。ほら行って来い」

「それじゃあ情じよう緒ちよがないだろ！　恋には手順というものがあるんだよ！」

「面めん倒どう臭くさい……」

　リオが心の底から呟つぶやいたが、恋に浮うかれたノーマンに黙もく殺さつされた。










　喫茶店から屋や敷しきに着いた時には、すでに夕刻だった。

　マイリーは庭園に籠こもっているのか、姿を見せない。

「夕食まではまだ時間があるな」

　居間に置かれた大きな柱時計を見て、リオが呟く。そして、くるりと後ろにいたケイトに向き直った。

「うちの自じ慢まんの図書館に案内しよう」

　ケイトは表情を輝かせた。

「本当？　嬉しいわ！」

「そういえば、おじいさんの蔵書がどうとか言ってたな」

　ノーマンがケイトの肩かた越ごしから顔を出した。祖父が集めた、様々な種類の蔵書があるのだと説明するリオに、ノーマンは好奇心を刺し激げきされたようだった。

「へえ。いいじゃん。行ってみようぜ」

　リオを先頭に、ケイト達は屋敷の奥へと入っていく。他ほかの部屋より大きな扉とびらを前にして、リオが鍵かぎ穴あなに鍵を差し込み、取っ手に手をかけた。

　扉を開けて部屋に足を踏ふみ入れた途と端たん、ケイトは言葉を失った。

　天てん井じようが高いその部屋には、一面に棚たなが取り付けられ、数えきれないほどの本が収められている。

「すっげえな。これ、全部リオのおじいさんが集めたのか？」

　ノーマンも、呆ぼう然ぜんとしながら部屋を見回す。

「ああ。植物の本の中には、祖母が実家から持ってきたものもあるらしいが、ほとんどが祖父の蔵書だ」

「すごい。素す敵てき……」

　本は知識の宝庫だ。その分、値の張る本もあり、欲しくても手に入れられない本がケイトにはたくさんあった。ケイトの知ち識しき欲よくが、うずうずと頭をもたげてくる。

　それを見計らったかのように、ふいにリオがケイトの手をとった。

　手のひらに、小さな鍵が落とされる。

「この部屋の鍵だ。好きな時に入って、好きなだけ読めばいい」

「え……、い、いいの？」

「おばあ様にも許可はもらっている。せっかくの休きゆう暇かだろう？　好きなことをして過ごせばいいんだ」

　東部に行く前、落ち込んでいたケイトを元気づけようとリオはこの図書館の話をしてくれた。そして今、話した通りにリオは図書館を自由に使っていいと言う。

　ケイトは、鍵をぎゅっと握にぎりしめた。

「ありがとう。大事に読むわ。この図書館のおかげで、素敵な休暇になりそう」

　にっこり笑ってそう言うと、少しだけ照れたようなリオの笑えみが見られた。







　マイリーが最初に宣言した時間通り、夕食は八時から行われた。

　テーブルに並べられたのは、心づくしの料理の数々だ。農業が盛んなソールヒルだけあって、新しん鮮せんな野菜がふんだんに使われている。食用の羊も放牧されているため、柔やわらかな羊肉が振ふる舞まわれて、ノーマンは嬉しそうにおかわりしていた。

「いやあ！　すっごく美味おいしいです！」

　口いっぱいに肉を頰ほお張ばるノーマンが、少々不ふ鮮せん明めい気味に言う。

「食べながら喋しやべるな」

　リオが窘たしなめる。

「いや、この感動を早く伝えないと！　と思ってさ」

「喜んでくれたのなら良かったわ」

　マイリーが優ゆう雅がにナイフとフォークを操あやつりながら言う。

「はい！　それはもう……」

「でもリオの言う通り、話しながら食べるのはやめなさい。行ぎよう儀ぎが悪いわ」

　ノーマンが、笑いながら表情を固める。

「は、はい。すみません……」

　マイリーは静かに食事を続けている。

　ケイトは、羊肉に添そえられていた香こう草そうを食べて、呟いた。

「あ、これ美味しい」

「どれどれ？」

　注意されたことなどすぐ忘れたようで、ノーマンはケイトの皿を見つめる。

「この香草。食べるとなんだか酸味があって、爽さわやかな香かおりがするの。羊肉の油の後に食べると口がすっきりしてすごくいいわ。それでまた、お肉が食べたくなるし」

「……薬草の一種よ。冷え性しように効く薬にもなるの」

　マイリーの言葉に、ケイトは表情を輝かせた。

「へえ。薬草ですか！　これも、この土地の特産品なんでしょうか？」

「いえ、これはうちの庭で……」

「うちの庭？」

　そこで、マイリーははっと口を噤つぐむ。

「いいえ、何でもないわ。さあ、食事に集中しましょう」

　それっきり、マイリーが会話に加わることはなかった。

　ケイトは色々と話したいと思うのだが、マイリーは望んでいないようだった。食事を終えると、すぐに自室に籠ってしまう。

　こうしてケイト達の、ソールヒル第一日目が終わった。










　ノーマンの恋こいの協力ということで、翌日もケイト達は午後に喫きつ茶さ店てんに足を運んだ。

「私達がここに来る意味ってあるの？　ノーマン一人で行けばいいじゃない。私、屋敷で本が読みたいわ」

「そう言うなってケイト！　女性が一いつ緒しよにいた方が、相手も警けい戒かいしないだろう？」

「じゃあなんで俺まで連れてくる？」

　うんざりと声を上げたのはリオだ。

「俺とケイトと二人で店に行ったら、恋人同士だと誤解されるだろ！」

　ノーマンはそう言って、ケイトとリオの背中をぐいぐいと押す。

　──喫茶店じゃなくて、屋敷にいたいんだけどな。リオのおばあ様と、もっと話をしてみたい。

　ケイトは背中を押されながら、昨夜すぐに自室へと入ってしまった、マイリーの後ろ姿を思い浮かべる。

　喫茶店に入るなり、リオはさっさと医術書を読み始めてしまった。

　給きゆう仕じ係の女性がてきぱきと仕事をこなしている。名前はアンナというらしい。

　アンナを見つめるノーマンを放ほうっておいて、ケイトは喫茶店を見回す。

　その時、呼び鈴りんが鳴って、客が二人入ってきた。その姿に、ケイトはドキリと心臓を鳴らす。黒いコートに、胸むな元もとをきっちりと締しめるネクタイ。腕うでには赤い腕わん章しようがあり、勇ましい鷲わしが描えがかれている。

「うわ、軍人だよ」

　ノーマンがぼそりと呟く。リオも医術書から顔を上げた。

「東部基地が近いからだろう。昼休みか何かじゃないか？」

　ソールヒルは東部最大の街として、東部基地が置かれていた。確かにこの喫茶店は、基地から真っ直すぐ来たところに建っている。

　ケイトは、ぎゅっと心臓が痛むのを感じた。以前は軍服を見るたび、嫌けん悪お感かんしか湧わかなかった。しかし、今はもっと複雑で説明できない思いを抱かかえている。

　喫茶店にやって来た軍人は、もちろんイーノットではない。当たり前のことなのに、とても寂さびしい。軍服姿のイーノットを思い出して、切ないような気持ちになった。

　──会いたいなあ。

　東部に来てずっと封ふうじていた気持ちが、軍服を見たことで溢あふれ出しそうになる。

　軍服の二人組は、常連なのか給仕係のアンナとも親しげに会話し、奥の席へと座った。

　アンナが軍人達に注文を取っている。声が漏もれ聞こえてきた。

「お二人は警務部でしたよね？　切り裂さき魔ま、まだ捕つかまらないんですか？」

　警務部とは、軍の部署のひとつで、主に犯罪捜そう査さ、さらには犯罪の予防などをとり行う。街の巡じゆん回かいも仕事であり、二人組は午前の見回りを終えて、昼食をとりに来たのだとアンナに話していた。

「全力で捜査中だよ。ただ、最近とても有能な人物が東部基地に来て指揮をとってくれているから、きっともうすぐ解決するんじゃないかな」

　そう答える若い軍人の声には、尊敬や憧あこがれといったものが滲にじんでいる。

「へえ。そんなに有能な方なんですか」

　興味をそそられたようにアンナが言うと、もう一人の軍人の声が上がった。

「ああ。事件を一番身近に感じて知っているのは俺達だから、って、俺達みたいな下したっ端ぱの話も聞いてくれてさ。うちの上官みたいに、無む駄だに偉えらぶったりしないし、ちゃんと仕事ぶりを認めてくれるんだ。こっちのやる気も出るってもんさ」

「じゃあ、きっと切り裂き魔もすぐ捕まりますね！」

　嬉うれしそうなアンナの声が聞こえて、軍人達が「そうだな」と同意している。だが、一言付け加えることも忘れなかった。

「だが捕まるまでは君も、夜には一人で出歩かない方がいい」

「はあい」

　切り裂き魔の話題は、このソールヒルでひそやかに囁ささやかれていた。

　喫茶店で聞いた話によると、夜に一人で歩く女性を襲おそって、心臓を一ひと突つきするらしい。そうしてなぜか切り裂き魔は、毎回女性の遺体にすずらんの花を置いていくという。一体何を意味するのかは分からないが、血を流す女性の横に置かれた真っ白なすずらんの花というのは、視覚的に鮮せん烈れつな印象を残す。

　この街では、誰だれもが不安そうな顔をしていた。この街に殺さつ人じん鬼きがいるかもしれないと、考えただけで恐おそろしいのだろう。

「おい、ノーマン。さっさと次の手順とやらに進んでほしいんだが」

　リオの抗こう議ぎに、ケイトははっと顔を上げた。

「今日は食事の約束を取り付けるんだろう？　早くやってくれ」

「や、やろうとは思っている」

　途と端たんにノーマンはぎくしゃくと顔を逸そらしてしまう。

「お前な……、さっきの勢いはどうした？　もうすぐ店が閉まるんだぞ？」

　昼過ぎに訪おとずれて、かれこれ数時間は経たっている。切り裂き魔の影えい響きようなのか、店の閉店時間は夕方と早い。

「分かってる！　だけど、緊きん張ちようするんだよっ」

　そう言いながら、声をかける機会をいくつも逃のがして、結局閉店だと店から締め出されてしまった。

　いつの間にか雨が降り出している。店の前で、リオは手を腰こしに当てて言った。

「お前……。俺はもう明日は来ないからな」

「ええっ！　そんなこと言うなよ、リオ！」

「じゃあ何としても今日、彼女に話しかけろ」

「そ、それは」

　その時、チリンと音がして、アンナが店から出て来た。給仕服から、私服へと着き替がえている。仕事を終えて、自宅に帰るところなのだろう。

　咄とつ嗟さにノーマンに引っ張られ、姿を隠かくすように路地へと押し込まれる。

　リオが不満げな表情で言う。

「何で隠れるんだよ。ほら、行って来い」

「い、いや、ちょっと待ってくれ。まだ心の準備が……」

　赤くなるノーマンの横を、気付かずにアンナは傘かさをさして歩いていく。自然、ケイト達も煮にえ切らないノーマンと共に後ろをついていくことになった。

　日が落ちて、辺りが暗くなってくる。自分達の今の姿を客観的に思い浮うかべて、ケイトは眉まゆを寄せた。

「ちょっとノーマン。これじゃあ私達、彼女を尾び行こうしてるみたいじゃない。よくないわよ、こういうの」

　その言葉に、ようやくノーマンは意思を固めたようだった。

「……分かった。お前達はここにいてくれ。行ってくる」

　そう言って、ノーマンが一歩足を踏ふみ出しかけた時だった。

　アンナの横に、ふいに黒ずくめの男が飛び出してきた。雨が降っているにもかかわらず傘をさしておらず、黒い服はずぶ濡ぬれである。驚おどろいたようにアンナが足を止めた。

「？　なんだあの男」

　ノーマンが眉を寄せて呟つぶやく。

　男はアンナの真正面に入り込んで、突とつ然ぜん腕うでを振ふり上げた。

　雨と傘が邪じや魔ましてよく見えなかったが、男の手元がきらりと光ったのは分かった。

　──あれは……。

「ナイフだわ！」

　ケイトが声を上げると同時に、男の腕がアンナに向かって振り下ろされる。

　アンナは咄嗟に、自分の傘を盾たてのように前にかざした。力任せに布の繊せん維いを切る、耳みみ障ざわりな音が聞こえる。

　ノーマンとリオが傘を放り出して走り出す。ケイトも、衝しよう撃げきで尻しり餅もちをついたアンナに向かって駆かけ出した。

　無防備に座り込んでしまったアンナに、もう一度ナイフが襲いかかる。

「やめろっ」

　ノーマンとリオが男に体当たりして防いだ。

　ケイトがアンナを抱だき締めて守る。男はよろめき、そのまま路地裏へと走り出した。

「待て！」

　リオが鋭するどく声を上げて、ノーマンと共に男を追う。ケイトはガタガタと震ふるえるアンナの肩かたを何度も撫なでて、落ち着かせようと声をかけた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだからね」

「こ、怖こわかった……」

「ええ。でももう平気よ。大丈夫……。さあ、大きく深呼吸して」

　背中をさすり、呼吸を整えさせる。しばらくすると、リオとノーマンが息を切らして戻もどってきた。

「だめだ。逃にげられた」

　リオが額の汗あせを拭ぬぐいながら言う。ノーマンは大きく肩で息をしながら、苦しそうに顔を歪ゆがませた。

「あの男、迷めい路ろみたいな路地裏をひょいひょい走り回るんだ。この街の人間じゃない俺達が追いかけるのは無理だよ」

　ノーマンはそう言うと、ケイトの腕うでで震えるアンナを気き遣づかわしげに見やる。

「大丈夫か？」

「とにかく、どこか店にでも入りましょう。このままじゃ風邪かぜを引いちゃうわ」

　ケイトは空を見上げる。絶え間なく雨が降り続いていて、雨足は強まるばかりだった。服に雨が染しみて、体温を奪うばっていく。

　リオの姿が見えなくて辺りを見回すと、切り裂かれたアンナの傘の下を、じっと見つめてるのに気付いた。

「リオ？　どうしたの？」

　ケイトが駆け寄ると、リオが指を差した。

「見ろよ、これ」

　ケイトは目を見開く。

　雨に濡れた石いし畳だたみの上に落ちていたのは、真っ白なすずらんの花だった。
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　ウェスハバート王国東部基地。その一室で、ケイト達は毛布に包くるまりながら代わる代わる軍人達の質問に答えていた。

　切り裂さき魔まの事件だからか、部屋には多くの軍人が入ったり出たりを繰くり返している。

　ケイトは必死に記き憶おくを手た繰ぐり寄せ、聞かれた質問に慎しん重ちように答えていった。東部に来た理由、あの道を歩いていた理由、何より切り裂き魔の外見に関する質問は細かく聞かれた。

「顔は見たのか？」

「いえ。帽ぼう子しみたいなのを深く被かぶっていたので、全く見ていないんです」

「声は？」

「一言も発してないと思います」

「体型は？」

「ひょろっとした細身の体型で、そんなに背の高い感じはありませんでした。リオ……、この彼と同じくらいの身長じゃないかな……」

　横にいるリオを指差すと、リオも頷うなずいた。

「俺もそう思います。ノーマンよりは低かったし」

　調書を取る軍人は頷き、リオとノーマンに視線を走らせた。

「ノーマン君とリオ君、だったよね。君達は男を追いかけたわけだ」

「ええ。でも、すぐに見失いました」

　ノーマンが悔くやしそうに答える。

「本当に顔を見ていないのか？　真正面から向き合ったんだろう？」

　その時、後ろで苛いら立だった声が上がった。

　襲おそわれたアンナはケイト達とは別に、この部屋で一番高官であろう大たい尉いから聞き取りをされていた。この部屋にいる軍人すべてが、彼に対して敬礼を見せていたからだ。

　リチャード・ウィースト大尉と名乗ったこの男性は、がっしりとした体たい軀くをしており、厚ぼったい唇くちびるが不満げに歪んでいる。

「そんな、突とつ然ぜんで、よ、よく覚えていません」

　リチャードは腕を組んで、上から見下ろすようにしてアンナを問い質ただす。

「しかし、突然真横から男が現れたとしたら、顔を見るだろう」

　疑わしさを隠しもしないリチャードの言葉に、アンナは激しく首を横に振った。

「知りません……！　私、怖くて」

「怖いのは分かったから。私達が知りたいのはそういうことじゃないんだよ。怖い怖いと言っていないで、もっと有意義な答えを聞きたいね」

　うんざりと天てん井じようを仰あおぐリチャードに、ますますアンナは萎い縮しゆくする。

　ケイトは縮こまるアンナの姿を見ていられなくて、声をかけた。

「あの。彼女はまだ衝撃を引きずっているんです。彼女に何か温かい飲み物をいただけませんか？　それだけでもほっとできると思うんです……」

　ケイト達は基地に来るなり部屋に連れてこられて、毛布一枚を渡わたされた。それからずっと、休む間もなく調書を取られている。

　アンナが目に見えて怯おびえ、疲つかれていくのが分かって、ケイトは聴ちよう取しゆを受けながら心配で仕方なかった。

　しかし、リチャードはうるさそうにケイトを手で払はらった。

「君は向こうに行っていろ。口を挟はさむな」

　あからさまにアンナの顔が曇くもった。基地を訪おとずれてからずっと、彼女の震えはとまっていない。

「きちんと話せば飲み物でも何でも飲ませてやる。さあ、思い出せないというなら、今思い出すんだ。それまではこの部屋から出さんぞ」

　あまりな言い様に、ケイトは我が慢まんできなくなった。

　震えるアンナの前に立って、リチャードに向き合う。

「そんな風に尋じん問もん口調で責め立てて、何が分かるっていうんですか。襲われた人の気持ちになって考えてください」

「何だと」

　口元を引きつらせるリチャードを、ケイトは真正面から見つめる。

「やめろ、ケイト」

　リオがケイトの腕を引っ張る。

「だって……！」

「彼女を休ませてください。でなければ、俺達はもう何も話しません」

　リオが続けて言い放った言葉に、ケイトは目を見開く。ノーマンも同意するように、ぎゅっと口を引き結んだ。

「な、我々に逆らう気か！」

「逆らう気などありません。ですが、彼女はもう限界でしょう？　疲れ切っている。だから休ませてあげてほしいと、そう言っているんです」

　リチャードの激げつ昂こうした声とは対照的に、リオの声は冷静で穏おだやかにも聞こえる。しかし、一歩も引かない意思の強さが感じられた。

　アンナは、泣きそうな顔でリオを見ている。ケイトとノーマンもリオに倣ならって、自分の意思を表すように口を噤つぐみ、リチャードを見つめた。

　三人の視線を受けて、リチャードは怒いかりで顔を赤くする。

「我々を愚ぐ弄ろうするのもいい加減に……」




「何を騒さわいでいる」




　張りつめた空気に投じられたのは、低いがよく通る声だった。

　──あ……。

　ケイトの心臓がざわめく。この声の持ち主を、間ま違ちがえるわけがなかった。

　振ふり向いた先。部屋の扉とびらの前にいたのは、すらりとした体軀に軍服を身にまとった男性だ。

　通った鼻筋に、引き結ばれた口元。すっと室内に視線を向けただけで、その場の空気が変わる。

　部屋にいた軍人全員が、直立不動で敬礼の姿勢を取った。

　一いつ斉せいに視線を向けられても、男性は全く動じない。そのままゆっくりと、部屋に足を踏ふみ入れた。

　流れるように、音も立てずに歩いてくる。軍服の裾すそが翻ひるがえった。

　金色の瞳ひとみが部屋の中を見回し、それから真っ直すぐにケイトを射い貫ぬく。ケイトは呆ぼう然ぜんとその瞳を見上げて呟つぶやいた。

「……少しよう佐さ」







　二章　牢ろう獄ごくの天使







「目もく撃げき者しやが現れたと聞いて戻もどって来てみれば、この騒ぎは何だ？　答えろ、リチャード・ウィースト大尉」

　イーノットの声は冴さえ冴ざえと張りつめている。リチャードが、イーノットに向かって「は！」と敬礼する。

「被ひ害がい者しやと目撃者に話を聞いていたところ、……その、彼らが我々の協力を拒こばんだのです」

「そんなつもりはありません。彼女を休ませてほしいと言ったんです。そうすれば、私達は知っていることはすべてお話しするつもりでした」

　ケイトがイーノットにそう訴うつたえる。イーノットは、毛布にくるまって所在無げにしているアンナに視線を向けた。アンナが怯えたように、ビクリと肩かたを揺ゆらす。

「……彼らの聞き取りは私自ら行う。外で待っている私の部下を部屋に呼べ。他ほかの者はここから出て行くように」

「……っ、ですが少佐！」

「聞こえなかったのか？」

　金の瞳が、鋭するどくリチャードを射貫く。

　リチャードはグッと奥歯を嚙かみしめて悔しそうな顔をしたものの、他の軍人を伴ともなって部屋から出て行った。

　軍は階級が物を言う。大尉より二まわりも年若いイーノットでも、彼が戴いただいているのは少佐の地位だ。この部屋で、彼の命令に背そむける人間は一人もいなかった。

　入れ違ちがいで、ティム・ウォーレストン少しよう尉い、サニー・ウィルソン中ちゆう尉い、そしてロジャー・キーネスト准じゆん尉いが入ってくる。三人はケイトを見た途と端たん、ぎょっと瞳を見開いた。

「ケイト！　何でお前がここにいるんだ！」

　サニーが、跳はねた髪を乱暴に搔かきながら言った。東部基地の軍人達が、皆みんな襟えり元もとまできっちりボタンを留めている中、彼だけは首元を開けて、ネクタイも緩ゆるく結ばれている。お堅かたい恰かつ好こうなどごめんだ、とばかりに着き崩くずしているのだ。それなのに不快感を与あたえないのは、はっとするほど人好きな笑えみを浮うかべるからだろう。まじまじとよく見れば、黒い瞳がとても誠実に輝かがやいていることに気付く。

　その黒い瞳は今、ケイトを困ったように見つめている。

　サニーの言葉に、ケイトは戸と惑まどう。その台詞せりふは、こちらの方が投げかけたい気分だった。

　──なぜ、少佐達が東部にいるの？

　真っ先に聞きたかったが、今のイーノットには、それをさせない雰ふん囲い気きがあった。「久しぶり」とも、「元気だったか」とも、何も聞いてくれない。ひたすら険しい表情で、何かを考えている様子だった。

「ティム」

「はあい」

　イーノットが呼ぶと、相変わらず何を考えているのか分からない、無む邪じや気きな笑みが顔を出した。灰色の髪かみが涼すずしげにさらさらと揺れる。

「彼女を別室で休ませてやれ。落ち着いたら、お前が話を聞くんだ」

「了りよう解かい。……さ、立って。名前は何て言うの？　温かいお茶でも飲もうよ」

　ティムは、アンナに向かって微笑ほほえむ。大きな焦こげ茶色の瞳が人ひと懐なつこく、どこか小動物を思わせる。

　年若い軍人の登場にアンナは戸惑ったような顔をしたが、素す直なおに従って部屋から出ていった。

　良くも悪くも、男臭くささがなく威い圧あつ感かんのないティムを話し相手にさせたのは、イーノットの配はい慮りよだろう。ケイトはほっと息を吐はいた。

「──さて」

　イーノットが、ケイト達に視線を向けた。

「君達の相手は私だ」

　重々しく宣言する。

「君達は、切り裂さき魔まを見た初めての目撃者だ。どんな些さ細さいなことでもいいから漏もらさず、最初から話すんだ」

　ケイト達は、この街に来た経けい緯いから、切り裂き魔と出会ったまでを順番に話していった。イーノットはその間ずっと黙だまり込み、険しい表情を崩くずさない。

　すべてを語り終えると、イーノットが言った。

「つまり、君達は切り裂き魔の顔を見ていないんだな」

「ええ。周りは暗いし、雨が降っていて視界も悪かったですから」

　イーノットは頷うなずき、感情のこもらない声で一言命じた。

「君達は、すぐに南部に帰れ」

「え？」

「ここには切り裂き魔が現れるんだ。君達も今日身をもって知っただろう。幸い、今のところ切り裂き魔が出しゆつ没ぼつするのは、ここソールヒルだけだ。わざわざ危険性の高い街にいることはない。南部に帰るんだ。汽車なら我々が手配してやる」

「ちょ、ちょっと待ってください。そんな急に……」

　ケイトが戸惑ったような声を上げる。だが、イーノットは有う無むを言わせない。

「荷物をまとめてきなさい。今なら最終の汽車に間に合う」

「少佐！」

　ケイトは助けを求めるように、サニーとロジャーに視線を向けた。

　強面こわもてのロジャーの顔が、困ったように歪ゆがんでいる。厳いかつい外見とは違い、ロジャーはとても心の優やさしい男性だった。おろおろと、その屈くつ強きような体を動かして、イーノットに対して物言いたげな顔をした。ケイトの言葉を無視したくはないが、上官の言葉には逆らえない。その板いた挟ばさみに困っているようだった。

　そんなロジャーと、ケイトの様子を見て、サニーが溜ため息いきを吐つく。頭を搔くと、イーノットに声をかけようとした。が、それを遮さえぎったのはリオだった。

「少佐の考えは分かりました。ですが、俺達の休きゆう暇かはまだ残っているんです。どう使おうと俺達の勝手でしょう？　あなたに指図されることじゃない」

　イーノットは、鋭い視線でリオを見つめた。

「ここにいたら危険だと言っているんだ」

「でしたら、このソールヒルの人々全員を移動させてください。それができるなら、俺達だって大人しく帰りますよ」

　イーノットの頑がん強きような態度も気になったが、リオも必要以上に反発している。

「ちょ、おい……」

　イーノットに嚙みつくリオの腕うでを、ノーマンがハラハラとした表情で摑つかむ。しかし、リオはイーノットから視線を離はなさない。

「君達は、切り裂き魔を目撃した唯ゆい一いつの人間だ。君達は顔を見ていないが、切り裂き魔もそう思うとは限らないだろう。自分を目撃した人間を消そうとするかもしれない。わざわざ危険な目に遭あいたいのか。更さらに、彼女は目撃者でありながら若い女性でもある。切り裂き魔に狙ねらわれる条件は揃そろっているんだ」

　イーノットの視線がケイトに移った。話を向けられて、ケイトは慌あわてて言う。

「私は別に大だい丈じよう夫ぶ──」

「お前は黙ってろ」

「君には聞いていない」

　同時に声を上げたリオとイーノットに睨にらまれて、ケイトは首を竦すくめた。

　リオは挑いどむようにイーノットに言った。

「ケイトは俺達が守りますから、ご心配なく」

　イーノットとリオは互たがいに見つめ合う。

　ケイトはふと、イーノットがぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめたのを目にした。イーノットは苛いら立だちと、何か言いたいことを飲み込んだような表情をしている。それらを封ふうじ込めるように、手がきつく握りしめられていた。時々、イーノットはこの仕草をする。彼の癖くせなのだろうかと、頭の片かた隅すみで考えた。

　二人の睨み合いは、先に目を逸そらしたリオによって終わる。

「とにかく！　この件について、ソールヒルへの行き来を禁じるような、公式な命令が出ているわけではないんでしょう？　だったらあなたに、俺達の行動をとやかく言う権利はないんですよ。で？　聴ちよう取しゆはこれで終わりですか？」

「……ああ。聞くべきことは聞いた」

「でしたら帰っていいですね。ケイト、ノーマン、行こう。おばあ様が心配してる」

　リオはケイトの腕を摑んだ。

「あ！　あのっ、少しよう佐さ……」

　ケイトが声をかけるが、イーノットはこちらを見ない。

　もどかしい思いに駆かられた。こうして物理的に距きよ離りは近くなっても、目を合わせて話せるほど近くても、今のイーノットはとても遠く感じる。

　ケイトはそのままリオに引っ張られ、部屋を後にした。










「ロジャー」

　部屋のソファに腰こし掛かけて、イーノットは声をかける。

「はい」

「追いかけて行って、リオの祖父の屋や敷しきまで車で送ってきてくれ。いいか、断られても、無理やりにでも車に乗せるんだ。決して彼らだけで帰させるな。屋敷の扉とびらを閉めるところまで見届けてこい」

「了解しました！」

　ロジャーは敬礼し、すぐさま部屋を出て行った。

　それを見送ると、イーノットは頭をソファに載のせ、深い息を吐いた。

　残されたサニーが苦く笑しようする。

「よりによってケイトがここにいるなんて……。困りましたね」

「……中尉、いたのか」

「あっ、傷つきましたからね、今の言葉」

　サニーはわざとらしく悲しげに声を曇くもらせ、壁かべに寄りかかって腕を組んだ。

「ケイトに会えるのは嬉うれしいですけど、ちょーっとその場所がいただけませんね」

「ちょっとどころじゃない。最悪だ」

　イーノットは目を閉じて、瞼まぶたに手をかざした。連日、書類を見続けて目が痛い。じくじくと目の奥が疼うずいて、気分も最低だった。

　イーノット達は一ヶ月前から、東部と南部を行き来して、調査を進めてきた。そして現在、東部基地を拠点に捜査に乗り出している。

　東部に出没する切り裂き魔を捕つかまえること。

　それが、総司令部から直々に、イーノットに対して命じられた任務だった。総司令部が、東部の街の殺人事件に首を突つっ込むなど、普ふ通つうなら考えられない。しかし、これには理由があった。

　五年前に首都で起こった、連続殺人事件。若い女性が次々に殺され、その遺体のそばには常にすずらんの花が置かれている。この見えない殺人犯に、当時の首都は震しん撼かんした。

　軍がどんなに調査しても、街の巡じゆん回かいの回数を増やしても、犯人は見つからず、被ひ害がい者しやの数は膨ふくれ上がった。夜まで賑にぎわっている街の中心地も、夕方には一いつ切さい人が歩かなくなる。そんな現象が起こるほど、戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。

　犯人の身元は二人目が殺害された時点ですでに割れていた。犯人は顔を隠かくそうともしなかったし、わざわざ軍宛あてに、軍の批判をしたためた手紙を送っていたからだ。

　犯人の名はライナス・ベントリー。大戦では功績をいくつも残した、優ゆう秀しゆうな軍人だった。美しく優しげな容よう貌ぼうは、「神の遣つかい」「天使」とも称たたえられるほどで、一いつ般ぱん市民からの支持も厚あつかった。だからこそ、天使と謳うたわれる人間が人の命を非情に奪うばっているという事実が、ますます人々を煽あおり、恐きよう怖ふに陥おとしいれていた。

　人々の不安感は、次し第だいに犯人を捕まえられない軍への不満にとってかわる。業ごうを煮にやした軍は、国の英えい雄ゆうであり、ライナスとはオールリッジの戦いで共に戦った戦友、イーノット・レイズに犯人逮たい捕ほを命じた。

　イーノットは、ライナスを逮捕することに成功した。彼は北部にある刑けい務む所しよへと送られ、今も服ふく役えきしている。

　だが、総司令部はライナスを刑務所に入れてなお、彼を恐おそれている。今回起こった東部の切り裂さき魔まは、首都で起こった殺人事件とすべてが似通っている。ゆえに総司令部は、東部の事件に異常な関心を示しているのだ。

　ただの模も倣ほう犯はんなのか？　それともライナスが何か関係しているのか？

　そうして五年前と同じ、イーノットにまた、白羽の矢が立った。

　イーノットは、自分の部下を連れていくことを総司令部に了りよう承しようさせた。そうして、イーノットを中心にサニー、ロジャー、ティムが東部基地に派は遣けんされた。

　総司令部は切り裂き魔の捜そう索さくにおける指揮権をイーノットに一任し、東部基地の面々には、イーノットの指示に従うよう指令を出している。

　しかし、南部基地所属のイーノットが、東部で指揮権を握るということに不満を感じる軍人も少なくない。東部はその穏おだやかな土と地ち柄がら、治安もいい。東部基地は比ひ較かく的てき平和に基地を運営し、様々な事件に対処してきた。変化や新しいものを嫌きらう風潮があり、縄なわ張ばり意識が人一倍強い。

「リチャード大たい尉い、怒おこってましたねえ。さっき部屋から出る時、思い切り睨まれましたよ」

　サニーが苦笑しながら言う。イーノットは溜ため息いきを吐ついた。

「睨まれるくらい可愛かわいいものだろう。放ほうっておけ」

「少佐、部下には人気なんですけどねえ」

　特にイーノットを気に入らないと感じているのは、東部基地でも高官や、リチャードのような年ねん齢れいの高い軍人だ。反対に、若い部下からは支持されている。

「あの少佐が、俺達の仕事をきちんと見て評価してくれてる！　って、喜んでるみたいですよ」

「別に当たり前のことだろう」

「その当たり前のことが出来ない上官が多いんですって」

　にっ、と白い歯を見せて笑ったサニーが、「で、事件のことですけど」と話を変えた。

「ケイト達の話では、犯人の手がかりはなさそうですが、被ひ害がいに遭った女性に怪け我ががなくて良かったです」

　サニーの言葉に、イーノットは頷うなずく。心の傷は残るかもしれないが、彼女の人生はまだまだ続くのだ。

　イーノット達は東部に来てからずっと、若い女性の遺体を見続けている。写真や、時に現場で実際目にしてきた。将来を、こんな形で断たち切られてしまった女性達。やりきれない思いが、イーノットの心を巣食う。

　基地に戻もどってきて、ケイトの姿を見た瞬しゆん間かん、胸がざわめいた。怪我がなさそうなことに安あん堵どしながらも、焦あせりと不安が渦うず巻まく。亡なくなっていった女性達。あれが彼女だったなら──。

　そう思うと、いてもたってもいられなくなった。すぐさまケイト達に、東部から出て行けと口にしていた。

　イーノットはもう一度、深く息を吐はく。

　鮮あざやかな赤毛。湖面を思わせる青い瞳ひとみ。会いたいと思っていた。でも、会いたい時には会えず、こうして来て欲しくない時に現れる。

「何なんだ、一体……」

　心をかき乱されて、イーノットの苛いら立だちは募つのった。

　もっと冷静にならなければならない。上に立つ者として、物事を俯ふ瞰かんして見ることができるような、何事にも動じない思考が必要だった。

　そういう冷静さを、あの赤毛の少女はイーノットの根底から揺ゆらがしてくる。時に無む邪じや気きに、時に真しん剣けんな面おも持もちで、心ごとぶつかって来るのだ。落ち着かせようと思っても、それは少しもイーノットの思い通りにいかなかった。

「どうしたんです？」

　気付くと、サニーが心配そうにイーノットを見下ろしていた。

「少しよう佐さ」

「何だ」

「ちゃんと寝ねてます？」

　イーノットは苦笑する。

「ロジャーにも同じことを言われたよ」

「そりゃ、俺の部下ですもん。俺の指導がいいもんで、ものすごく気の回る男に成長したんですよ。で？　寝てませんよね。すごい隈くまだ」

　聞いておいて、半ば確信的に言い切られてしまう。「寝ている」と言ったところで、信じてはもらえないだろう。実際、あまり寝ていないのだから。

　ライナス。イーノットにとって、彼は大事な友人だった。この人間になら背中を預けられる、命を預けられると、そう思った友人の一人だ。

　だからこそ、彼が大戦後に次々と女性を手にかけていると知った時の衝しよう撃げきはすさまじかった。

　──なぜこんなことを？　何か予兆があったのか？　だとしたら、俺は見過ごしていたのか？

　怒いかりと後こう悔かいと、そして大事な友人を失った喪そう失しつ感かん。イーノットはずっと、この思いを胸にしまって過ごしてきた。しかし東部で事件が起こり、閉とざしていた心の扉とびらが緩ゆるんで開きそうになる。

　イーノットは、サニーに笑えみを向けた。

「心配するな。この事件が終わったらゆっくり休むよ」

「そんなこと言ってると、犯人逮捕！　って時に力ちから尽つきますよ。ったく、寝てくださいって何度も言ってるのに……。俺は今回、大尉から少佐の健康面、精神面の面めん倒どうを見るよう仰おおせつかってるんですから。少しは協力してくださいよ」

　サニーが腰こしに手を当てて訴うつたえる。イーノットは脱だつ力りよくしそうになった。

「命じる大尉も大尉だが、受けるお前もどうかしてるぞ。私は大人だ。自分の面倒くらい自分で見られる」

「他人に心配されてる時点で、少佐はすでに自分の面倒を見きれてませんよ」

　言葉に詰まったイーノットを見て、サニーは、人好きのする豪ごう快かいな笑みを見せた。

「だからこそ、俺達部下がいるんでしょう？　少しは頼たよってくださいって」

「十じゆう分ぶん頼ってる」

「だったら、まだまだですね」

　サニーの言葉は、するりと心に入り込む不思議な力がある。

「部下に頼ることも、上官に必要な度量のひとつですよ」

「度量が狭せまくて悪かったな」

「度量が狭いのは、ケイトのことだけでいいんで」

　イーノットはじろりとサニーを睨にらんだ。だが、サニーの笑みに毒気を抜ぬかれてしまう。そのまま、背もたれに体を預ける。

「……お前と話していたら、疲つかれた」

　サニーはにっこりと笑った。

「そりゃあ大変だ。だったら、少し休んでください」

　何だか負けたような気分になったが、彼の言葉に従って、イーノットは少しの間だけ瞳を閉じ、体を休めた。

　明日からまた、切り裂き魔との見えない追つい跡せきが始まる。それはイーノットにとって、大切だった友人の面おも影かげを追うことであり、後悔や喪失感に耐たえる日々がまた始まるということだった。
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「ケイトとリオが、あのイーノット・レイズ少佐と知り合いなんて驚おどろいたぜ」

　朝食の席で、豪快にパンに齧かじりつきながらノーマンが言う。

「ああ、うん……」

　ケイトは何とも曖あい昧まいな笑みを浮うかべた。

　昨日、ロジャーに屋や敷しきまで送ってもらい、すぐにベッドに入ったのだが、全く眠ねむれなかった。どこか雰ふん囲い気きの違ちがうイーノットの姿が目に焼き付いて、気になって仕方がない。険しい表情の中に、疲れや焦り、そしてどこか悲しさが混じっているように感じた。

　──何があったの、少佐。

　考え出すと、とても眠りにつくことはできなかった。

　リオは不ふ機き嫌げんな顔で、小さくパンを千切っては口に入れている。

　リオの横では、マイリーが静かに食事をしていた。昨夜は夕飯の時間もとっくに過ぎて、更さらには軍用車で送られて帰ってきたケイト達に、マイリーは「お帰りなさい」と返しただけだった。

「でもさ。少佐、あれだけ強く帰れって言ってたけど、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　ノーマンの不安そうな声に、リオがすぐさま反応する。

「平気だろう。夜は出歩かないようにするし、ケイトを一人にはしない。それに、この屋敷にいる分には安全なんだ」

　ケイトも、まだここを離はなれたくはなかった。漠ばく然ぜんと、イーノットを残して帰りたくないと思っていた。

　──自分勝手な考えよね。

　ケイトは自じ嘲ちようする。イーノットが、自分の身を案じてくれているのは分かっている。会うたびに励はげまし、守ってくれたのだ。それが分からないほど馬ば鹿かではない。だが、ケイトもイーノットを励ましたかった。辛つらいことがあるなら、聞かせて欲しい。

　物思いに沈しずむケイトだったが、バン、と乱暴に開かれた扉の音で顔を上げた。

　朝食の席に現れたのは、軍人だった。

　鍛きたえ抜かれた体たい軀くに軍服を纏まとった姿は、見る者に威い圧あつ感かんを与あたえる。艶つやのある黒くろ髪かみから覗のぞく切れ長の瞳はどこかで見たような気がした。が、リオが呟つぶやいた言葉ですぐに思い出す。

「父さん」

　──そうだ。リオの目元とそっくりなんだわ。

　リオの父親、ダリク・アーノルドは、席に座るケイト達をひとりひとり睥へい睨げいしていった。

　息むす子この友人を見つめる表情にしては、その瞳は冷たすぎる。ノーマンは、ダリクの迫はく力りよくにすっかり気け圧おされている。

「父さん。なぜここに？」

　リオが立ち上がる。ダリクはちらりとリオに視線を向けた。

「なぜだと？　アーノルド家の者が、東部基地で聴ちよう取しゆを受けたと報告が入ったんだ。確かめねばなるまい」

　二人の視線が交わったのはその一いつ瞬しゆんだけだった。すぐにダリクが視線を外してしまう。

「こんなところでのんびりと休きゆう暇か中か。医師とはいい身分だな。お前の弟達は、今も一人前の軍人になるため訓練しているというのに」

　リオはグッと奥歯を嚙かみしめ、反論を飲み込んだようだった。

　ダリクの言葉の冷たさに、ケイトの胸が痛んだ。今リオは、どんな気持ちで聞いているのかと思うと、悔くやしくなってくる。

「いいか。お前はこれでもアーノルドの姓せいを名乗っているんだ。その人間が取り調べを受けたと言われれば、私にすぐ伝わるのだ。軽けい率そつな行動はするな。軍人になれないのなら、せめて大人しくしていろ」

「そんな言い方はあんまりです！」

　我が慢まんが出来ず、ケイトは口を挟はさんだ。

「何だ君は」

「同じ医術科に通うケイト・エドモンドと申します。リオは医術科で、試験でも実習でも常に優ゆう秀しゆうで一番なんです。それを維い持じするために、リオがどんなに努力しているのか私は知っています。その努力と結果を、ちゃんと見てあげてください！」

「ケイト……」

　リオが驚いたようにケイトを見つめた。だがダリクは、うるさそうに眉まゆを寄せただけだった。

「所しよ詮せん、女でも入れる場所でとった一番だろう。そんなものに何の価値がある」

　絶句したケイトに、リオが声を荒あらげた。

「おい！　俺はいいが、俺の友人を貶おとしめるようなことを言うな！」

　リオを見つめるダリクの瞳ひとみは冷たい。

「事実を言ったまでだ」

「……っ、あんたな……！」




「──静まりなさい！」




　男二人の声を搔かき消すほどの、鋭するどい声が上がった。その場にいた全員が、ぎょっとして口を噤つぐみ、声の主に視線を向ける。

　マイリーが、ゆっくりとティーカップを置いた。

「ここは食事をする場所であって、言い争う場所ではないの。ダリク、もう用は済んだのでしょう？　お茶はいかがかしら」

「……いえ。結構です」

「あらそう。リオ、あなたはまだ食事の途と中ちゆうよ。座りなさい」

　まだ怒いかりが渦うず巻まいている様子だったが、リオはしぶしぶ席に座りなおした。

　マイリーは、何事もなかったかのように紅茶を啜すすっている。

「おばあさん、すげー」

　ノーマンが聞こえないよう、ぼそりと呟く。

　ダリクは溜ため息いきを吐つき、踵きびすを返した。去り際ぎわに呟く。

「……女に庇かばわれて、恥はずかしくないのか？」

　ケイトはカッと顔を赤くした。自分のしたことが、リオの立場を悪くしていると気付いたからだ。

「リオ、ごめんなさい……」

　ケイトが小さく言った言葉に、リオはギュッと唇くちびるを引き結んだ。そして、今まさに扉とびらを開けて去ろうとしているダリクの背中に声をかける。

「同じ夢を追いかけて、俺以上に努力している仲間が言ってくれた言葉です。恥ずかしいなんて、どうして思えるんです？　俺は誇ほこりに思っていますよ」

　凜りんとした声だった。ケイトは、瞬まばたきも忘れてリオを凝ぎよう視しする。

　ダリクは振ふり向き、じっとリオを見つめていたが、すぐに部屋から出て行った。

　食しよく卓たくに、気まずい雰囲気が流れる。

「リオ、……あの。私、ごめ……」

「これ以上謝ってみろ。絶交するぞ」

「えっ。で、でも」

「謝るようなことを、お前は言ってないだろう」

　ケイトは小さく笑うリオの顔を見て、謝るのをやめた。ギュッと膝ひざに手を置いて、俯うつむく。

「……リオ。私、悔しい」

「ああ。俺も悔しいよ。だからこそ、俺は医師になるんだ」

　ダリクが出て行った扉を、リオは睨にらみつけるようにして見つめる。

「リオはきっとお医者様になるわ。もちろん結果は大事よ。でもリオは、今だって頑がん張ばってる。リオの『今』を、認めてはもらえないのかしら」

「あれを見ただろう？　無理なんだよ。俺を視界に入れるのだって嫌いやがるんだ。俺も別に、そこまで期待してない」

　そんなのは悲しい、とケイトは心の中で思う。

「平気だ。それに俺には、こうやって怒おこってくれる仲間もいるしな」

「そうだぞ、リオ！　俺も応おう援えんしてる！」

　ぎこちない雰囲気を払ふつ拭しよくさせるように、今まで黙だまっていたノーマンが明るく言う。

「お前、さっきまですっかり怖おじ気けづいてたくせに、調子良すぎるぞ」

「いや、リオには悪いが、あの迫力には口を挟めないだろう？　まあ、勇ゆう敢かんにもケイトは声を上げたけどさ」

「確かにな。……おい、ケイト。もうそんな顔するな」

　ケイトは眉を下げて、自分の頰ほおに手を当てた。

「そんな顔って……？」

「ブスだぞ」

「なっ」

　ケイトが顔を赤くする。

「ブスって何よっ」

「うん、怒ってるほうがまだマシだな」

　リオがまじまじとケイトの顔を見るので、ケイトの怒りはすぐに消えてしまう。

「笑うと、もっとマシだぞ」

　そう言ってリオが、少しだけ照れたような笑えみを向ける。

「さっきは俺のために声を上げてくれて、ありがとう。……ちょっと感動した」

　そんなことを言われてしまったら、怒ることも、まして何も言うことはできなくなってしまった。










　朝食を終えると、ケイト達は思い思いに過ごすことにした。リオは自室に行くと言い、ノーマンは街を散策すると言って、屋や敷しきを出て行った。

　ケイトは、リオの祖父が集めたという蔵書が眠ねむる図書館へと入る。

　何度見ても、その本の多さに感かん嘆たんの溜息が出てしまう。

　医い療りよう関係の書しよ籍せきも充じゆう実じつしていて、ケイトが講義で使う医術書とは違ちがう、実じつ践せん的ですぐに利用できるような処置や道具の使い方などが載のっていて、とても興味深かった。

　特にリオの祖父が情熱を持って集めていたのは、薬草などを取り扱あつかった本だ。

　写真入りで書かれた本には、様々な草木が載っている。ただの雑草のような、道を歩けば素す通どおりしてしまいそうな葉っぱが、毒消しや下げ痢り止どめ、熱さましなどに効くと書かれてあり、ケイトは飽あくことなくそれを読みふけった。

　一枚の葉の写真を見ていると、その特とく徴ちよう的な丸みを帯びた形に目を惹ひかれた。

「……あれ。確かこれ、屋敷の隅すみっこに生えてなかったかしら」

　ケイトは気になって、本を持ったまま屋敷の外に出た。道の脇わきにしゃがみ込んで、写真と比ひ較かくする。

「やっぱり！　これだわ。こんな所に生えるんだ……」

「何をしているの？」

　背後からかかった声に、ケイトははっとして振り向いた。

　マイリーが、怪け訝げんそうな顔でケイトを見下ろしている。だが、すぐにケイトの持っている本と、生えている草に視線を走らせた。

　ケイトは慌あわてて本を抱かかえて、頭を下げた。

「すみません！　勝手に本を外に持ち出してしまって……！」

「いいのよ」

　恐おそる恐る顔を上げると、穏おだやかな緑の瞳と目が合う。マイリーの顔には、何もかも了りよう解かいしたというように、僅わずかながら笑みが浮うかんでいた。

「よく見つけたわね」

　マイリーがケイトの横に屈かがんで、優やさしく葉っぱを撫なでる。

「さっき、本を見ていて気付いたんです。すごいですね。こんなに身近に生えている草木が、私達を助ける薬に成りえるなんて」

「気付かなければただの雑草よ。でも植物には、驚おどろくほどの力が隠かくされているの」

　ケイトは頷うなずいた。

「薬として効果のあるもの以外にも、綺き麗れいな花を見たり、新緑を見ていると気分が明るくなるし、落ち着いた気分になりますよね」

　今度こそはっきりと、マイリーは笑みを浮かべた。

「そうね。その通りよ」

「毎朝食卓に飾かざられてる花も、一日ごとに変わっていますよね」

「気付いていたの」

「ええ。お花の名前は知らないんですけど、今日は黄色の花で、可愛かわいいなとか、元気に頑張ろうとかそんな風に思うんです。花粉や香かおり、枝に付く虫など問題があって、病院はあまりお花や植物を置けないのが残念です。患かん者じやさん達は、病室から出られない人もいるから、外の空気や季節を感じさせるものを持っていってあげたいんですけど」

　一年生の時に、早期病院実習に行ったことを思い出す。医師の心構えを身につけるためということで、主に看護師の仕事を手伝った。

　患者達の中には、窓の外を見たいという人がいた。子供達は病院の中庭という限られた場所を遊び場にして、自然や風を感じていた。そういう環かん境きよう作りも、ケイトは大切だと考えている。

　直接、医療とは関係ないかもしれないが、患者の心が少しでも晴れるような心配りをしたかった。

　もしもそれが、例えば『女性ゆえの考え方』と陰かげ口ぐちを叩たたかれても、ケイトはもう平気だった。こういう考え方は自分の良さだと、認めることができるようになっていた。ケイトの頭の中には、なりたい医師の姿、作りたい病院の姿が、少しずつ形になり始めていた。

　ケイトの口調は段々熱を帯びてくる。

「室内は難しくても、外ならまだ改善できると思うんです。病院の中庭とか、お花を植えたりして、窓からも綺麗に見えるように配置したり、高い階の病室にも見えるような木があったら素す敵てきですよね」

　そこまで言って、ケイトははっとする。マイリーがじっとケイトを見つめていた。

　慌てて頭を下げる。

「あ、あの、話し込んでしまってすみません」

「いいえ。いいのよ。……ケイトさん」

「はい」

「庭園を見てみる？」

「えっ、で、でも」

　マイリーは庭園に誰だれも入れさせないのだと言っていた。それは家族でさえ例外ではないのだと。

　ケイトの戸と惑まどいに、マイリーが苦く笑しようする。

「もしかして、リオが何か言ったのかしら」

「おばあ様は、庭園をとても大切にしていると聞いたので……」

「そう」

　マイリーは少しだけ寂さみしげに眼まな差ざしを伏ふせた。が、すぐにきびきびと歩き出す。

「見たいのなら、いらっしゃい」

　入ってもいいのだと言われて、ケイトの心は弾はずんだ。すぐに後を追って駆かけ出した。

　薔薇ばらの意い匠しようが刻まれた小さな鍵かぎで門を開けて、マイリーとケイトは庭園へと足を踏ふみ入れた。

「うわあ……」

　むせ返るような、緑の濃のう厚こうな香りが漂ただよう。

「こちらは薬草だけを植えた場所なの。あなたが持っている本にある種類のいくつかも、ここに植えてあるわ。あちらの場所は、今では種類の少なくなった貴重種を育てているわ」

　マイリーは次々と指を差し、庭園を案内してくれた。

　緑色と一言で言っても、様々な色合い、質感、濃のう淡たんの違う緑色がある。ケイトは葉を撫でたり、茎くきに指を滑すべらせたりしながら、庭園を歩いて行った。

　そうしてひときわ奥まったところまで来たとき、良い香りがふわりと立ち上った。

「ここからは、薔薇園になっているの」

　庭園内にあるもう一つの門をくぐると、色とりどりの薔薇がケイトを迎むかえてくれた。

「すごい……！　綺麗……」

　ケイトは辺りを見回す。豪ごう華かで大きな花弁のものだけでなく、素そ朴ぼくだが優しい色合いのものもあり、その種類の多さにも驚く。どこか、別世界に迷い込んだような気分を味わっていた。

　薔薇園の中央に、椅い子すとテーブルが置かれている。ケイトとマイリーはそこに腰こし掛かけた。

「ここが私の気に入りの場所なの。何十年もかけて、ここまでの庭園に育てたのよ」

　誇ほこらしげに胸を張るマイリーに、ケイトも頷いた。

「すごく素敵な庭園だと思います」

「ありがとう」

　マイリーは笑って、それから真しん剣けんな表情でケイトを見返した。

「朝は、リオのために声を上げてくれてありがとう」

　ケイトはブンブンと首を横に振ふった。

「口を挟はさむようなことをして、申し訳ありません」

「いいえ。リオもお礼を言っていたでしょう？　嬉うれしかったのよ」

　ケイトは俯うつむきながら、テーブルの上で組んだ自分の指を見つめる。それから、意を決して言った。

「こんなことを思うのはおこがましいし、言える立場ではないんですが……、リオとお父様は、分かり合えないんでしょうか」

　朝の言い合いが思い出される。予想以上に根の深そうなリオと父親の関係に、ケイトは心を痛めていた。何より、リオの努力を分かってもらえないのが悲しく、もどかしい。

「ダリクがあんなに頑かたくななのは、私のせいなの」

「え？」

　マイリーは手を伸のばし、美しく咲さいた薔薇の花弁を優しく撫でた。

「アーノルド家は代々続く名門の軍人一家よ。婚こん姻いん関係を結ぶのも、どこかの将軍の令れい嬢じようと決まっていたの。そうやって、互たがいの結束を強めて更さらに基き盤ばんを固めてきた。リオの祖父、……私の夫もまた、そうすることが義務だった」

「義務……」

　ふいに金の瞳ひとみが思い浮かんで、ケイトはぎゅっと心臓を摑つかまれたような痛みを感じた。今まで思い当たりもしなかった未来が、鮮あざやかに浮かんだからだ。

　基盤を固めて、更に上に行くための婚姻関係。

　イーノットが腐ふ敗はいした軍の内部を変えて、人々を守りたい、そのために地位を上げたいと考えているのをケイトは知っている。寝ねる間も惜おしんで奔ほん走そうしていることも知っている。

　──少しよう佐さもいつか、将軍の令嬢と結けつ婚こんするのかもしれない。

　その姿を思い浮かべて、ケイトの胸はまるで抗こう議ぎするかのようにドクドクと暴れて痛む。

　だが、考えてみれば当然のことだった。イーノットは彼の立場に見合う、ふさわしい人と結婚するというだけ。何も不思議ではない。今までケイトと親しげに話していることの方が、不自然なことなのだ。

「どうしたの？　顔色が悪いわ」

　ハッとして顔を上げる。マイリーが心配そうにこちらを見ていた。

「何でもないです。お話の続きをお願いします。聞きたいです」

　ケイトが言い募つのると、マイリーが小さく頷うなずいた。

「そういうしがらみの中でね、夫が結婚相手に選んだのはこの私だったの」

　ケイトは、マイリーの若い頃ころを思い浮うかべた。きっと、それは凜りんとした美人だったに違ちがいない。

「私は軍人一家の令嬢でもない。植物学者を父に持つ、ごく一いつ般ぱん的な生まれなの」

「植物学者……、だからこんな見事な庭園ができるんですね」

「植物を育てるのが好きなただの少女だったのよ。でも、夫はそれでもいいと言って私達は結婚したの。アーノルド家の反対を押し切ってね」

　マイリーは、皺しわのできた自分の手を撫なでた。

「それからは、本当に大変だったの。基盤や後ろ盾だてがない夫は、ますます仕事にのめり込むしかなかったし、私も軍人の妻として慣れない行事や社交をしなくちゃいけなかった。とても植物を育てるような余よ裕ゆうはなかったの。……ダリクは子供の頃から私達の苦労を見ていたのね」

　少し見ただけでも分かる。ダリクという人物は、体を鍛きたえ、気を張り、威い厳げんを備えていた。その威厳は、彼自身が長年かけて作り上げてきたものなのだろう。

「ダリクは功績を次々に立てて出世し、将軍家の令嬢と結婚したわ。長男として、アーノルド家の勢力を盛り返した。そして不動のものとするため、自分の子供のリオには期待をかけてきたの。その希望が消えて、悔くやしいんでしょう」

　ダリクはアーノルド家の一家の長として、常に努力し続けている。怠たい慢まんさなどは全く感じられなかった。

　自分に厳しく、他人にも厳しい。そこに思い当たって、ケイトは思わずくすりと笑えみを浮かべた。

「……リオはお父様にそっくりなのね」

　マイリーも頰ほおを緩ゆるめた。

「そう。お互いに努力しているのだけど、目指す方向が違っているの。だから認められない」

「でも、……やっぱり私は、リオが頑がん張ばっている姿を見てほしいです。まずは見てもらわないと、何も始まりません」

「ええ。あなたの言う通りね。──ところで、ケイトさん」

「はい？」

「あなた、リオの恋こい人びとではないの？」

　ケイトは、ぎょっと目を見開いた。

「え、ち、違いますよ！　リオは私の大事な親友です！」

「あら、そうなの」

　残念そうな顔をするマイリーに、ケイトはあたふたしてしまう。

「わ、私、好きな人なんていませんから……！」

　慌あわてるケイトに、マイリーは優やさしく微笑ほほえんだ。

「ふふ。きっといつか、あなたにも現れると思うわ。後学のために教えておくけど、軍人の奥さんになるのは大変よ。やめた方がいいわ」

　ケイトは、寂さみしげに目を伏ふせるマイリーを見つめた。

「軍人は秘密の多い仕事なの。硝しよう煙えんの臭においや、時に血の臭いをさせて帰ってくる時もあるわ。夫がどんなに心を痛めた様子でも、こちらは「どうしたの」と聞いてはいけないの。あちらも答えてくれないし、余計苦しませるだけだから。たった一人で苦痛に耐たえる姿を、ただ見つめることしかできない」

　マイリーは、自分の胸むな元もとをぎゅっと握にぎりしめていた。彼女の当時のもどかしさが伝わってくるようだった。

　同時に、ケイトの脳のう裏りには、夜眠ねむれないのだと言っていたイーノットの姿が思い浮かんだ。そして東部基地で会った時の、張りつめたような雰ふん囲い気き。

　──一体何に、苦しんでいるんだろう？　私には、何もできないのだろうか。

「……それでも私は、聞きたいし、苦しみを分かち合いたいって思います」

「今、誰だれを思い浮かべてるの？」

　微笑むマイリーの言葉に、ケイトは頰を赤くする。ポロリと零こぼれてしまった言葉を防ぎとめるように、口元に手をやった。

「あ、いえ！　私だったらどうするかなって、想像で言っただけです。誰も思い浮かべてなんていません！」

「そういうことにしておくわ」

　おかしそうに笑うマイリーに、ケイトは聞いた。
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「……結婚したこと、後こう悔かいしているんですか？」

　マイリーの笑顔は晴れやかだった。

「ちっとも」

　その笑顔に、ケイトもつられて笑う。

「結婚しようと決めた理由は何だったんですか？」

　最近、こんな質問をよくしているな、と思いながら、ケイトは聞かずにいられなかった。

「……そうねえ。彼が真顔で言ったの。『君は綺き麗れいな草木ばかり見ているから、そんなに美しい緑の瞳なのか？』って」

　ケイトはきょとんとした。

「とんちんかんな質問でしょう？　でもね、私にはそれが一番嬉しかったの。顔の造作や、ドレスを褒ほめられるより嬉しかった。私の本質みたいなものを、植物が好きって気持ちを分かってくれた。土いじりで汚よごれた手を、戸と惑まどいなく握ってくれたの。プロポーズはうちの実家の畑でよ。軍服が汚れるのも構わずに、土の上に直接膝ひざをついて『結婚してくれ』って言われた」

　その風景を思い浮かべる。素す敵てきな場面だと思った。

「そうしたらもう、『お受けします』って言うしかないじゃない？」

　昔を思い出しているのか、マイリーの瞳は遠いところを彷徨さまよっている。幸せな記き憶おくなのだと思うと、ケイトの心も温かくなった。

「年をとって、ようやく何もかも落ち着いてできるようになった頃、夫がこの庭園付きの屋や敷しきを買ったの。私はこの庭園で植物を育て、その庭を眺ながめながら夫が本を読む。とても充じゆう実じつした日々だったわ」

　だが、マイリーの夫は亡なくなってしまった。マイリーは思い出の詰つまった庭園の中で、夫との記憶だけを縁よすがに生活していたのだ。

　この庭園は、時が止まっている。

　それが悪いことだと、ケイトは言うつもりはない。だが、この庭園は完結していて、他人を寄せ付けない。

　リオの話によれば、マイリーは近所付き合いというものもしていないらしかった。確かにこの屋敷に来てから、マイリーが屋敷の外に出たのを見たことがないし、知り合いが訪ねてくることもない。隣りん人じんと挨あい拶さつすら交かわしていなかった。

　──話してみたら、こんなに魅み力りよく的な人なのに。

　厳格な姿に惑まどわされがちだが、よく話してみれば、頭の回転が速く、茶ちや目めっ気もあるマイリーを、ケイトはとても好きになっていた。

「こんなに素す晴ばらしい庭園を、誰かに見せたいとは考えないんですか？」

　マイリーは首を横に振ふった。

「この庭園はこのままでいいのよ。それに、誰も見に来たりしないわよ。私が近所から何と呼ばれているか知っている？」

「いいえ」

「緑の魔ま女じよ」

　ケイトはぱちりと目を瞬まばたかせた。マイリーは苦笑う。

「偏へん屈くつで、よく分からない植物を育ててる、魔女みたいな年寄りと思われてるの」

　大体合ってるわね、などと鼻を鳴らすマイリーを見つめながら、ケイトは閃ひらめいた。

「緑の魔女……、うん。いいじゃないですか、それ！」

　ケイトは興奮して立ち上がった。

「魔女って、色々な薬草とかに詳くわしいって言いますし！　おばあ様は植物やお花に詳しいんだから、色々教えてあげればいいんですよ！　ソールヒルの街を見てきましたけど、おばあ様ほどの庭を作っている人はいません！」

　マイリーはケイトをぽかんと見上げた。

「この街は自然に囲まれていて、植物に関心を持つ人は多いじゃないですか。絶対、植物を育てる上で悩なやんでいる人がいるはずです。そういう人達は、おばあ様と同じ、植物を愛している人達でしょう？　きっとお話したら楽しいですよ」

　ケイトは拳こぶしを握って力説すると、一いつ拍ぱく置いてマイリーが噴ふき出した。

「普ふ通つう、魔女なんて言われたら怒おこるものだけど。そういう解かい釈しやくの仕方もあるのね」

「……庭園に人を呼んだり、お話したりするの、嫌いやですか？」

　おずおずとケイトは聞いてみた。大切な人との思い出の詰まった庭だ。他人に足を踏ふみ入れられるのは嫌かもしれない。

　マイリーは、ゆっくりと自分の皺しわだらけの手をさする。

「私は幼い頃ころからずっと、父のように、植物に関係する仕事をしたかったの。やっぱり、植物学者になりたかったわね。こうやって、軍人の妻になった事は後悔していないけど。でもそもそも、私達の時代に、女性が学者になるなんて考えられなかったし、その方法もなかったの」

　じっと話を聞くケイトの顔を、マイリーは眩まぶしげに眺めた。

「あなたが羨うらやましいわ」

「私も、自分は恵めぐまれていると思います」

　勉強することを許され、一いつ緒しよに夢を目指す仲間までいる。

「私はもうおばあちゃんよ」

「それは、植物を好きだって気持ちより、強いものですか？」

　マイリーは一いつ瞬しゆん口を噤つぐむ。そして、唇くちびるを緩ゆるめた。

「……いいえ。そうね、あんまり関係なかったわ」

　ケイトも笑えみを浮うかべた。マイリーの緑の瞳ひとみが、逡しゆん巡じゆんするように伏ふせられる。

「私の話を、聞きたいと思う人はいるかしら？　この庭園を見たいと思う人が、本当にいるのかしら？」

「おばあ様はどうですか？　皆みんなとお話したいと思いますか？」

　マイリーは、胸に手を当てた。自分の心の内を探さぐっているようだ。

「……ええ。話したい。私の大好きなものを、同じく好きな人達と一緒に、教え合ったり、ただ『好きだ』というだけでもいいから、……話してみたいわ」

　マイリーが切望するように目を細めた。

　──私もそうだったわ。ずっと、そんな風に思ってた。

　ケイトはマイリーの姿に、数年前の自分を重ねる。

　医術科を目指して勉強していた時、周りには同じ医師になりたいと夢を追いかけていた学生がたくさんいた。だが、女性であるということでケイトは異分子扱あつかいされ、同じ仲間だとは認めてもらえなかった。

　──教え合ったり、議論できる友人が欲しい。仲間が欲しい。

　ずっとずっとそう思ってきた。そして今、ケイトにはリオやノーマンという友人ができた。勉強を教え合い、試験の愚ぐ痴ちをこぼすような、ケイトがずっと憧あこがれていた関係だ。

　諦あきらめずに手を伸のばし続ければ、得られるものがある。それをケイトは、リオ達を通して知ったのだ。

　マイリーは今まさに、手を伸ばそうとしている。

「だったら、きっと大だい丈じよう夫ぶです。そういう気持ちって、きちんと相手に伝わるものだと思うんです。おばあ様の気持ちは、必ず届きます」

「そうだといいわ」

「じゃあ、まずは私が、おばあ様の最初の生徒になっていいですか？」

　ケイトは持ってきた本を開いて、マイリーに向き直る。

「薬草のこと、もっと詳しく知りたいです。あと植え方と育て方も！」

「……私の講義は厳しいわよ」

　にやりと笑ったマイリーの表情は魔女そのもので、でも優やさしさに溢あふれている。

　マイリーの講義は、それからしばらく続いたのだった。







　三章　絡からみ合う過去







「とにかく、法則性がないんです。何の脈みやく絡らくもなく選んでいるようにしか思えない」

　サニーの言葉に、隣となりに座っているロジャーも大きく頷うなずく。

　東部基地の一室で、イーノット達は机に写真や調書をばら撒まき、話し合いを行っていた。

「今のところ分かってるのは、選ばれるのは若い女性で、襲おそわれるのは夜、人ひと気けのない場所ってだけ？　うーん。それだけじゃあ範はん囲いが広すぎるよねえ」

　ソファに頭を載のせ、カラコロと飴あめを口の中で鳴らしているのはティムだ。

「少しよう尉い。アンナ・リーバーの聞き取りはどうだった」

　イーノットに話を向けられて、ティムが頭を上げる。

「顔も見てないし、声も聞いてないって。まあ、顔は一瞬くらい垣かい間ま見みえたのかもしれないけど、ナイフで襲いかかられたわけだからね、医師の話じゃ、心の平静を保つために、記憶を勝手に消しちゃうよう脳が指示してるんだー、とか言ってたけど」

「……もう少し落ち着いたら、再度聞き取りに向かえ。彼女は唯ゆい一いつ、切り裂さき魔まから逃にげ切った女性だからな」

　ティムが敬礼を見せる。

「はーい。でも、勇ゆう敢かんな女の子だよね。傘かさを盾たてにしてナイフを防ぐなんてさ」

「ああ。彼女が傘で最初の一いち撃げきを防いだからこそ、リオ達が駆かけつける時間稼かせぎにも繫つながったからな」

　犠ぎ牲せい者しやが増えなかったことに、イーノットは改めて安あん堵どを覚えた。

「これからどう動きますか？　少しよう佐さ」

　サニーが腕うでを組んで尋たずねる。イーノットは答えず、目を閉じた。

　──被ひ害がい者しやの選び方に、本当に法則性はないのか？

　なければ捜そう査さは更さらに困難になる。先回りが全くできないからだ。これ以上の被害者は、絶対に出してはいけない。

　もしも法則性がないなら、犯人は愉ゆ快かい犯はんなのだろうか。昔起こったライナスの事件を、面おも白しろがって模も倣ほうしている？

　そこまで考えて、イーノットは違い和わ感かんを覚える。根こん拠きよはないが、切り裂き魔の事件には、何らかの意思が働いているように思うのだ。そう、ライナスの影かげが見え隠かくれする。

　ライナスという人間に思い入れがありすぎて、そう感じるだけなのかもしれない。何度も、冷静で客観的に事件を見ようとするのだが、結局この考えにたどり着いてしまうのだった。

　──これでは堂どう々どう巡めぐりだ。

　イーノットは目を開ける。自分の指示を待つ部下達の顔が視界に入った。

「北部に行く」

　その言葉に、部下達が目を見開く。

「北部って、まさか」

「ライナス・ベントリーに、直接話を聞きに行くんだ」
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　北部グレッグソン刑けい務む所しよ。

　赤茶のレンガを積んで作られたこの刑務所は、雪深い山やま間あいに建っている。脱だつ走そうしても逃げ切ることができないように、この場所に建てられているのだった。冬は特に厳しく、仮に刑務所から出られても、そのまま凍とう死しする可能性の方が高い。

　イーノットとサニーは、厳重な身しん体たい検査をされて中に入った。

　初夏だというのにひんやりと冷たく、じめじめとした湿しつ度どを肌はだで感じる。どこかでポトポトと、雫しずくの落ちる音が響ひびく。これが冬になるとどうなるのか、劣れつ悪あくな環かん境きようが目に浮かぶようだった。

　看守に導かれ、イーノットとサニーは、軍ぐん靴かを鳴らしながら監かん獄ごくの中を歩いた。鉄てつ格ごう子しの間から、様々な視線がイーノット達に注がれる。

「軍人だ……、軍人だぞ」

「何しに来た！」

「おい！　ここから出してくれえ」

　囁ささやき声や、意味をなさない叫さけび声などが、暗い廊ろう下かの中を反はん響きようする。

　イーノットは表情を変えることなく、鉄格子の向こうに視線を合わせることもしなかった。ひたすら、この刑務所の一番奥、最も脱だつ獄ごくの難しいとされる独どつ居きよ房ぼうへと足を進める。

　やがて、廊下は行き止まりになった。

「ここです」

　看守がどこか緊きん張ちようした面おも持もちで告げる。

「鉄格子には決して近づかないこと。常に距きよ離りを保ってください」

「分かった。ありがとう」

　看守は頷くと、足早にその場を後にした。

　イーノットは、暗い鉄格子の中に目を凝こらす。与あたえられた時間は十五分のみ。




「やあ。イーノットじゃないか」




　イーノットは、一いつ瞬しゆんきつく瞳ひとみを閉じた。

　変わらない、その声。どんなに厳しい戦せん況きようでも、冷静で穏おだやかな声を発する彼に、イーノットは何度助けられたか分からない。

　胸の痛みをやり過ごして、ゆっくりと瞳を開く。

　すらりとした細身の男性が、寝しん台だいに腰こし掛かけていた。肩かたまである、柔やわらかそうな銀ぎん髪ぱつに、深海を思わせる青い瞳。薄うすい唇くちびるが、とても儚はかない印象を残す。

　天使のような容よう貌ぼうだと称たたえられた男が、何の邪じや気きもなさそうな笑えみを浮うかべて、イーノットを見ていた。

「……ライナス」

「久しぶりだな。元気そうで嬉うれしいよ」

「今日はお前に聞きたいことがあって来た」

　親しみを込めて言われた言葉に、イーノットは硬かたい表情で返した。

「聞きたいこと？　何だろう。ああ、それより、後ろにいる彼は誰だれだい」

　イーノットの後ろで控ひかえていたサニーが、はっと身じろぎする。

「私の部下だ」

「おかしいね。今日は私と話したいから来たんだろう？　部下をここまで同行させる意味とはなんだろうね。それに、彼は今にも私に飛びかからんばかりだ。こんな静かなところにはそぐわない殺気がある」

　実際は、鉄格子を揺ゆらす音や、様々な声が聞こえてくる。しかしライナスは、まるでここが本当に無音であるかのように振ふる舞まう。凪ないだようなライナスの青い瞳は、囚とらわれていることなど微み塵じんも感じさせない。

　その青い瞳が、ひたり、とイーノットを捉とらえた。

「イーノット。君は私と話をするために来た」

「そうだ」

「私も、話すのなら君にだけだ」

　イーノットはライナスから視線を離はなさずに言った。

「……中ちゆう尉い。看守室まで戻もどっていろ」

「少佐を一人にはできません」

　サニーは間かん髪はつ容いれずに答えた。ライナスがくすくすと声を立てて笑う。

「私がイーノットを襲うとでも思っているのかい？　私には何もできないよ。この鉄格子が見えないのか？」

「中尉。命令だ」

　強く言うと、サニーは体を強こわ張ばらせ、それからゆっくりと廊下を歩いて行った。

「相変わらず、君は部下に慕したわれている」
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　楽しそうに、ライナスが廊下の先を見ている。

「オールリッジでもそうだったな。君には、ついていきたいと思わせる魅み力りよくがある。君のためなら、命を捨ててもいいと思っていた部下がたくさんいた──」

「東部で今、お前が起こした犯行を模倣した事件が起こっている」

　ライナスの歌うような声を遮さえぎって、イーノットが言う。

「へえ？」

　ライナスは少しだけ首を傾かしげて、銀髪を揺らした。

「お前が関係しているんじゃないのか」

「そうだよ、私が殺した。……なんて言えば満足かい？」

　眼まな差ざしをきつくするイーノットの視線を、ライナスはふんわりとした笑みで受け流した。

「聞きたいこととはそれなのか？　私は、そんな話より君と昔話がしたいね。語るべき話はたくさんある。ここの看守は寡か黙もくでいけないよ。私の話し相手になってはくれないんだ」

「お前と昔話をするつもりはない」

　イーノットは冷たく切り捨てた。

「どうして？　思い出したくない過去ばかりだから？」

　美しい容貌と優やさしげな声で、ライナスはイーノットの心を抉えぐってくる。反論を口にしそうになって、寸前でイーノットは冷静さを取り戻す。

「私が話したいのは、今と、そしてこれからの話だ」

「あいにく、私には『今』も『これから』もないんだ」

　イーノットは、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

　目の前の人間の、感情が全く摑つかめない。何を考えているのか、怒おこっているのか楽しんでいるのか、それとも両方なのか。

　大戦中は、ライナスの思考が手に取るように分かった。言わずとも伝わる、そんな心強い関係が、戦果をもたらしたのだ。

　だが今、まるで十年前と同じような容貌で笑っているライナスのことが、イーノットには分からなかった。

　──いや。もしかして大戦中も、私は分かっていなかったのか？

　足元から、信じていたものが揺らいでいく。

　その時、コツコツと足音が聞こえて、イーノットは廊下に視線を走らせた。看守とサニーが近付いてくる。

　イーノットは歯は嚙がみした。約束の十五分が過ぎてしまったのだ。もう一度、ライナスの方に向き直る。

「ライナス」

「残念。もう迎むかえが来てしまったんだな。昔話が全然できなかった」

「被ひ害がい者しやはどんどん増えている。罪のない一いつ般ぱん市民が」

「また会おう、我が友」

　イーノットの言葉など聞いていないかのように、ライナスは一方的に告げた。

「少しよう佐さ。お時間です」

　看守の声が響く。ライナスは、ベッドに横になってしまった。

「少佐、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……ああ」

　サニーの心配そうな声に答えながら、イーノットは監獄を見つめる。拳を握りしめた後、踵きびすを返した。

「そうだ、イーノット」

　その時、計ったように背後から声がかかった。寝台に寝ね転ころがったライナスが、笑みを浮かべて言う。

「もうすぐ君の誕生日だろう。君は、あの時の約束を覚えているか？」

「……約束？」

　呟つぶやくイーノットにひらりと手を振って、ライナスは今度こそ目を閉じて動かなくなった。

「約束とは何だ、ライナス」

「少佐。行きましょう。もう時間は過ぎています」

　看守に腕うでを取られ、イーノットは唇を嚙かみしめる。息を大きく吐はいてから、廊ろう下かを歩き始める。ライナスの独どつ居きよ房ぼうが、どんどん遠のいていった。







「約束ってのは……、一体何のことなんです？」

　刑けい務む所しよを後にし、車を運転しながらサニーがおずおずと聞いてくる。

「分からない」

　約束。自分は何か、ライナスと約束をしたのだろうか？　それはいつ？　どんな約束なのか。

「俺、初めてライナス・ベントリーを見ましたが、確かにすごく整った顔をしてますね。清せい廉れんとした顔つきで、『天使』と言われるのも納なつ得とくですが……」

　そこでサニーは、言葉を切った。

「何だかすごく、……嫌いやな感じを受けました。彼は笑っているようで、瞳は全く笑っていなかった。今も何だか、彼に視線を向けられた時のピリピリとした空気が纏まとわりついていて、離れません」

　サニーが感じたままをそう説明すると、イーノットも頷うなずく。

「同感だ」

「手がかり、得られませんでしたね」

　溜ため息いきを吐ついてハンドルを動かすサニーに、「いや」とイーノットは反射で答えた。

「え？　だって……」

　驚おどろくサニーに、イーノットは告げる。

「ライナスは私にヒントを与あたえたんだ。やはり、ライナスは今回の事件に関係している」

　最後の最後に、思わせぶりに投げかけられた質問。その表情を見た時、イーノットは確信した。

　この男は、何かを知っている。










　刑務所から東部ソールヒルへと戻った時には、すっかり夜も更ふけていた。サニーを基地に戻らせ、イーノットは一いつ軒けんの酒場に足を踏ふみ入れた。

　扉とびらを開けると、カウンターでグラスを拭ふいている老人と目が合う。

「やあ、モーリス。相変わらず暇ひまそうだな」

「入ってきて開口一番それですか。全く失礼な人だ」

　この店の店主、モーリスが、目じりに皺しわを刻みながら笑う。見事な白髪しらがの髭ひげが、笑うたびに揺ゆれる。

「ま、確かに客は一人もいませんけどね」

　モーリスは肩かたをすくめてみせた。

「邪じや魔まするぞ」

「どうぞ。お久しぶりですね、少佐」

「ああ。元気そうだな」

　イーノットはカウンターに腰こし掛かける。

「何にしますか？」

　モーリスがグラスを摑みながら言う。

「いや、酒は飲めないんだ。休きゆう暇かで来たわけではないんでね」

「呆あきれたお人だ。酒場にきて、酒を頼たのまないなんて。それじゃあ一体、何しに来たか分からない」

「……ああ。そうだな」

　イーノットは苦く笑う。本当に、自分は何をしにここに来たのかと自じ嘲ちようした。早く基地に戻もどって事件のために動かなければならないのに。

　だが、頭の中では様々な過去の記き憶おくや感情が渦うず巻まいていて、とても集中できそうにない。

　ライナスとの再会は、想像以上にイーノットの心を動どう揺ようさせ、疲ひ弊へいさせていた。ライナスの声が、意味深な言葉の数々が、イーノットの心を見えない鎖くさりで締しめ付けているようだった。

　イーノットの様子をしばし眺ながめていたモーリスは、カウンターから出て、中から扉の鍵かぎを閉めてしまった。

「いいのか？」

「どうせ今日も客は来ませんよ。切り裂さき魔まのせいで、夜に出歩く人が減ったんです」

「そうか……」

　早く、この事態を何とかしなければならない。気ばかりが焦あせった。

「少佐」

「何だ？」

「今年も、息むす子この墓参りをしてくださって、ありがとうございます」

　イーノットは、表情を見られないようにさりげなく視線を下げた。

「今年は、命日に間に合わなかったんだ。すまない」

　モーリスの息子、ウィリアムは、先の大戦でイーノットと一いつ緒しよに戦った軍人だった。まだ幼さの残る顔立ちで、イーノットを兄のように慕したってくれていた。

　配属先が分かれて、イーノットはオールリッジに向かうことになり、ウィリアムの動向を知ったのは大戦が終しゆう了りようしてからだった。

　彼は戦死していた。イーノットは彼の遺骨を引き取って、この東部に住む父親のもとへと返したのだった。それが縁えんで、イーノットは東部に来ると必ず、この酒場を訪おとずれていた。

「謝る必要なんてありません。毎年毎年、花を手た向むけてもらって感謝しているんです。もう十年になる。ずっと息子を覚えてくださっているのは、親として嬉うれしいです」

　そこでモーリスは言葉を切り、イーノットに笑いかけた。

「ですからね、少佐。もうそろそろ、自分の幸せを考えてあげたらどうです？」

　優やさしい声に、イーノットは怪け訝げんそうに顔を上げた。

「私の幸せ？」

「少佐には、大切な方はいらっしゃらないんですか？」

　虚きよを衝つかれたように、イーノットは瞳ひとみを瞬まばたかせる。

「私などは、あなたの年ですでに結けつ婚こんしていましたよ？　街一番の美人を嫁よめさんにしました」

　茶ちや目めっ気たっぷりに片目を瞑つぶるモーリスに、イーノットは苦く笑しようする。

「結婚など、考えたこともない」

「でも、大切な人はいるでしょう？　目を閉じれば真っ先に思い浮うかぶ、大事にしたいと思う人が」

「目を閉じれば、……か」

　イーノットは小さく笑えみを作った。

　目を閉じていなくても。鮮あざやかに脳のう裏りに思い浮かぶものが確かにある。

　それは……。

「さあ。今誰だれを想像しましたか？　白状なさい」

「誰も思い浮かべていないよ」

　モーリスが残念そうに眉まゆを下げた。

「そうですか……。ですが、もしできたのなら、ためらわずに手を伸のばすことです」

　イーノットは何も言わない。モーリスが続けた。

「あなたはこれからも軍人であり続けるんでしょう？　他人を幸せにしたいと思うなら、まずあなたが幸せになることです」

　イーノットにとって、自分と『幸せ』という言葉は、あまりにもかけ離はなれたものに感じられた。

「私に幸せになる権利があるのか、それが問題だと思うが」

　モーリスはゆっくりと首を横に振ふる。

「誰があなたを責めるんです？　少なくとも、私はあなたに幸せになってほしいと思っていますよ。そしてきっと、私の息子もです」

　温かなモーリスの言葉が、イーノットの心を揺すった。いつも二の次にしてきた、自分の気持ち。封ふうじ込んで、抑おさえつけて、そして考えないようにしてきた。

　幸せになっていい。手を伸ばしてもいい。

　──本当に？










　結局イーノットは酒場を出た後、東部基地へと戻って来た。そうして仕事をし、仮か眠みん室で数時間眠ねむった。

　翌朝、イーノットが東部基地の部屋に入ると、サニーとティムが驚いたような顔で出で迎むかえた。

「あれっ、何で来てるんですか、少しよう佐さ」

　相変わらず軍服を着き崩くずしているサニーが、書類を片手に声を上げる。

「何だ？　私が来たらまずいのか」

「今日は少佐の休暇日でしょー？　ほら、寮りように帰って！」

　ティムが、来たばかりのイーノットを部屋から出そうとする。寮とは、イーノット達が東部で滞たい在ざいするために用意された、軍人専用の住まいだった。

　イーノットは眉を寄せる。

「待て、私はそんなものを申しん請せいした覚えは……」

「あのね、少佐！」

　ティムがびしっと人差し指を突つきつける。

「東部に来てからずっと、休みも取らずに睡すい眠みんも必要最低限。朝から晩まで働きどおしでしょ？　僕達には休むよう言うくせに」

「私はいいんだ」

「よくないの。少佐が休暇を取らないと、僕達も取りづらいんだから。いい？　僕ら迷めい惑わくしてるの。はい！　分かったらとっとと出て行く！」

　ぐいぐいと背中を押されて、部屋から出される。

　扉とびらが閉まる前、ティムとサニーがにやりと笑みを浮かべた。

「そうそう。少佐の誕生日ってもうすぐだったよね？」

　突とつ然ぜんの話題転てん換かんに、イーノットは戸と惑まどったまま頷うなずく。ティムに言われて気付いたが、そういえばあと数週間で誕生日を迎むかえるのだった。

「寮に僕達からの、一足早い贈おくり物があるから。前祝いってことで、貰もらってよ。じゃ、お楽しみに！」

「何？　それはどういう──」

　言い終わる前に、鼻先で扉を閉められてしまった。

「……贈り物？」

　イーノットは首を傾かしげながら、とりあえず寮へと向かうことにした。










　イーノットが寮に行くために東部基地を出た頃ころ、ケイトは、とある部屋の一室で所在無げにソファに座っていた。

　朝早く、屋や敷しきにロジャーが現れて、この部屋へと連れてこられた。

　説明もなく、とりあえず車に乗るよう急かされる。ロジャーが運転する軍用車の中で、ケイトは当然の問いを口にした。

『准じゆん尉い、あの、一体どこに行くんですか？』

　ケイトの言葉に、ロジャーはにっこり笑って言った。

『ある場所で、ある人をちょっと待っていてもらいたいんです。扉が開いたら出迎えてあげてください』

『ある人って、誰です？』

　しかしロジャーは答えず、代わりにチョコレートを差し出して、ケイトの問いを黙もく殺さつした。

　ケイトがロジャーとともに車でやって来たのは、白しろ塗ぬりの小さな建物だ。同じ建物がいくつも並び、ロジャーが軍人用の住まいなのだと教えてくれた。

　ロジャーはケイトをその建物のひとつに案内すると、すぐに帰ってしまった。訳が分からないまま、ケイトはソファに座り、扉が開くのを待つしかなかった。

　ガチャリと玄げん関かんの取っ手が回ったのが分かり、ケイトは玄関先へと向かう。

　扉の先から現れた人物を見て、ケイトは声を上げた。

「しょ、少佐？」

　ケイトも驚おどろいたが、イーノットはそれ以上だったようだ。玄関先で絶句され、ケイトはどうしていいか分からず、とりあえず言った。

「ええと……。お、お帰りなさい？」

　しかしケイトの言葉に、イーノットはますます頭を抱かかえてしまった。

「……なぜ君がここに？」

「朝早くに、准尉が屋敷に来たんです。それで、よく分からないんですけどここに連れてこられて。扉が開いたら、出迎えてやってくれって言われました」

「あいつら……」

　イーノットが乱暴に頭を搔かく。

「あ、ちゃんと准尉はここまで送り届けてくれましたよ？」

「当たり前だ！」

　ケイトはおずおずとイーノットに聞いた。

「ここって、少佐の部屋なんですか？」

「ああ。東部での仮住まいだ」

　その言葉を聞いて、ケイトは慌あわてた。

「か、勝手に部屋に入ってすみません」

「君が謝る必要はない。すまないな。こんなところに理由も知らされず連れてこられて、驚いただろう」

　イーノットの大きな手が、ケイトの赤毛を撫なでた。

　久しぶりのその感かん触しよくに、くすぐったいような気分を味わう。優やさしい感触に勇気をもらって、ケイトは意を決して言った。

「少佐。でも、私は准尉達に感謝したいです」

　吸い込まれそうな金の瞳ひとみ。それが今、ケイトの目の前にある。

「私、ずっと少佐に会いたかったんです」

　イーノットは言葉に詰つまり、それからふいと視線を外した。

「この前基地で会っただろう」

「あんなの、会ったうちに入りません！」

「……そうだな。私も、今こうして君を目の前にして、ようやく実感が湧わいてるよ」

　イーノットの瞳が和なごんで、ケイトの心臓が鳴った。

「とにかく、部屋に入ろう」

　ケイトは頷いて居間に入り、二人はソファに並んで腰こしを下ろす。その途と端たん、伝えたいことが溢あふれ出してきた。

「少佐に会って、ずっと言いたいことがあったんです。あのっ、原石を贈ってくれてありがとうございます！　すごく嬉うれしかったし、今もあの石に励はげまされています。辛つらい時とか、石を見ると元気になるんです。あ、今は勉強机に飾かざってて……。あっ、ちゃんと毎日、汚よごれないよう磨みがいてるんです！　それから、えっと」

「分かった。分かったから落ち着きなさい」

　頰ほおを紅潮させて語るケイトを宥なだめるように、イーノットが声をかけた。

「あ。……は、はい……」

「喜んでもらえたのなら、良かった」

　イーノットは小さく笑えみを作る。ケイトはそんなイーノットを見つめながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「……少佐は、いつも私を励ましてくれますね」

「そんなことはない」

「いいえ。いつも私の話を聞いて、元気づけたり、必要なら叱しかってくれます」

　ケイトは、膝ひざに置いた手を握にぎりしめた。

「少しよう佐さ、何かあったんですか？　元気がないし、少佐の周りだけ、空気が張りつめている気がします」

「心配してくれてありがとう。でも、私は大だい丈じよう夫ぶだ」

　勇気を出して言った言葉は、イーノットの穏おだやかな笑みで消されてしまう。だが、ケイトは諦あきらめなかった。

「私も、少佐の話を聞きたいです。辛いことがあるなら教えてほしい。眠ねむれないならバイオリンを弾ひきます。少佐が眠れるまで、何度だって。わ、私じゃ頼たよりにならないかもしれないけど、私も少佐を助けたいんです。元気になってもらいたいんです」

　湧き上がる思いが、次から次へと零こぼれ出た。瞳が熱っぽく潤うるんでくる。

「君が元気でいてくれれば、それだけで私はいいよ」

　イーノットの声はいっそ穏やかで、だがケイトの心は少しも休まらなかった。むしろ、もどかしさが高まる。二人の間にある見えない壁かべを感じた。

　イーノットはすでに、ケイトの心に踏ふみ込んでいる。大だい嫌きらいな軍人だと、どんなに警けい戒かい心しんを巡めぐらせてきてもダメだった。彼を前にすると、こんなにも動どう揺ようする。励ましてもらえば、不思議なほど力が湧いてくる。

　だがイーノットの方は違ちがうのだ。大人の彼は、ケイトとの距きよ離りをはかっている。これ以上は踏み込むなと、やんわりと線を引いている。ケイトは首を横に振ふった。

「私もそう思ってるって、考えたことはないんですか？」

　金の瞳が伏ふせられて、苦い笑みがイーノットの口元に浮うかぶ。

「そんな贅ぜい沢たくなことは、考えたこともないよ」

　ケイトがイーノットのことを心配するのが、まるであり得ない特別なことだと言っているようだった。

「贅沢とか、よく分かりません。じゃあ今、知ってください」

　──傲ごう慢まんだと思われてもいい。私は少佐の、心の壁を壊こわしたいんだ。

「私じゃ、頼りないですか」

「そうじゃない」

「私が子供だからですか」

「そうじゃないんだ」

　畳たたみ掛かけるケイトに、イーノットは観念したように告げた。

「君に、弱音を吐はきたくない」

「どうしてですか。私が笑うとでも？」

「そんな心配をしているんじゃないよ」

「少佐は私の弱音をいっぱい聞いてるじゃないですか。泣き顔だってたくさん見てます」

「私はいいんだ。君の弱音を聞いても、泣き顔を見ても、嫌きらいになったりはしない」

「え……」

　言われた言葉が一いつ瞬しゆん理解できず、ケイトは口を噤つぐんだ。

　──少佐の弱音を聞いたら、私が少佐を嫌いになるっていうの？　だから、言いたくない？

　それはつまり。

「少佐は私に、……嫌われたくないってことですか？」

　導き出された答えを、そのままポンと口にした。

「ああ。嫌われたくないね」

　どこか開き直ったように、イーノットは言った。じわりじわりと、頰に熱がたまる。

「嫌いになったりしません」

　むしろ、どうやったら嫌いになれるのか教えてほしかった。ケイトの大嫌いな軍人という職につき、ことあるごとに自分を子供扱あつかいする人。それでも、心から嫌いやだと思ったことはない。

「君は私を知らないんだ」

「そうです。だから、教えてください」

　小さなことでも、本当に些さ細さいなことでも構わないから、知りたいとケイトは思った。

「教えてください。じゃないと、……、きっ、嫌いになります！」

　恥はずかしい台詞せりふに顔を赤くしながら、それでもケイトは言い切った。嫌われたくなければ教えろと、まるで脅おどしのような言葉だ。しかもその言葉は、相手が自分を少しでも好いていなければ成り立たない。

「参ったな。私は脅されているのか」

　やはりイーノットもそう思ったようだった。面おも白しろがるように、口の端はしが持ち上がっている。

「っ、そうです！」

　もうやけくそでケイトは叫さけんだ。

「君に話しても嫌われるのに、話さなくても嫌われるのか。私はどうすればいい？」

　ケイトの方こそ、イーノットを脅すような真似まねをして、嫌われないかどうか不安で仕方ない。

「話しても嫌われると思っているのは少佐の方だけです。話してください。話しても、私は嫌いになったりしません」

　イーノットはしばし黙だまって、それからソファに頭を載のせて天てん井じようを仰あおいだ。

「……君には負ける」

　それは、ケイトとイーノットの間の壁が、少しだけ壊された瞬しゆん間かんだった。







　イーノットは、首都で五年前に起こった連続殺人事件の犯人が、自分の友人だったと語ってくれた。

「ライナスとは士官学校からの付き合いなんだ」

　王立士官学校は、ウェスハバート王国国軍の士官養成機関だ。校長を少将が兼けん務むし、生徒は士官候補生として、軍事の基き礎そから叩たたき込まれる。

「士官学校には、名門の軍人一族の息むす子こ達が大勢入学していて、当時、一いつ般ぱん市民の出は私しかいなかった。まあ、陰かげ口ぐちやら陰いん険けんなイジメは日常茶さ飯はん事じでね。そんな時、同じ年に入学したライナスと知り合った。あいつはとにかく綺き麗れいな容よう貌ぼうで、周りから侮あなどられていたんだ。体も細くてね、喧けん嘩かを吹ふっかけられることが多かった。が、吹っかけたほうは、いつも後こう悔かいすることになる」

「後悔？」

　ケイトは目を瞬まばたいた。イーノットはゆっくり頷うなずく。

「見た目にはそぐわないほど、ライナスは強かったんだよ。そして同じくらい頭が良かった。相手がもう二度と自分に刃は向むかってこないよう画策するのが上手うまくて、本当に感心したよ」

　イーノットが、懐なつかしむように目を細めた。

「それから、もう一人友人になった奴やつがいてね。士官学校では、そいつらと三人でよく過ごした」

　イーノットの表情を見ただけで、士官学校時代が彼にとってとても充じゆう実じつし、楽しいものだったことが分かる。

　ケイトの知らない、イーノットの過去。できることならそれをこの目で見たかったと思う。そんなことはできるはずがないのに、考えてしまう。

　イーノットを見ると、先ほどまで輝かがやいていた瞳ひとみが伏せられている。急に表情が曇くもった。

「士官学校を卒業して、私達は別々の隊に配属された。そしてあの大戦が始まったんだ。オールリッジの地で、私達三人は再会した」

　オールリッジ。隣りん国ごくアスキス帝てい国こくが攻せめてきた時、戦いの最前線となった所だ。ケイトが幼い頃ころ住んでいた場所であり、両親が命を落とした場所でもある。

「私が『英えい雄ゆう』などと言われるのは、私の力ではない。ついて来てくれた仲間と部下と、そしてあの二人がいたからなんだ。私自身は、ただ必死に戦っただけだ」

　イーノットの話に頷きながらも、そうではないだろうとケイトは思った。

　確かにイーノットには、優ゆう秀しゆうな仲間がたくさんいたのだろう。だが、彼を慕したい、共に命がけで戦おうと集まった仲間だ。イーノットの、国や人を守りたいと思う気持ちや、仲間を大切にする姿を見たからこそ、ついていこうと思ったのではないだろうか。

「人をたくさん殺した」

　はっとして、ケイトはイーノットを見た。

「数えきれない程ほどだ」

「そうですか」

　ケイトは目を逸そらさなかった。イーノットの金の瞳が、ケイトの少しの反応も漏もらさないようにしているのを肌はだで感じる。ケイトが嫌けん悪おで表情を歪ゆがませるのを、待っているようにも思えた。それが何だか、とても悔くやしかった。

「大戦後、ライナスは軍を辞やめた。そういう軍人は多かった。戦争はすべての人間に対して、体だけじゃない、心にも傷を負わせるんだ。ライナスが軍を辞めた理由は分からない。聞こうにも、ライナスは姿を消してしまったんだ」

　そして五年前。ライナスは首都に姿を現した。優秀な軍人としてではなく、連続殺人犯として。

「ライナスが犯人だと聞いて、最初は当然信じられなかった。何かの間ま違ちがいだと思った。だから、逮たい捕ほの任務も引き受けた。この目で見なければ、決して認められなかったんだ」

　イーノットは苦しげに瞳を細めた。

「ライナスを捕つかまえた時、あいつの足元には女性の遺体があった。……あいつは笑ってた。穏おだやかな、どこか安心したみたいな表情で」

　ケイトは立ち上がって、イーノットの手を取りたくなった。きつく握にぎりしめられた手を、ゆっくりと開かせたい。彼の手はきっと、爪つめが食い込んで、血が出ているのではないだろうか。それはまるで、イーノットの心そのもののような気がした。傷ついて、血を流すイーノットの心。手も、心も、どちらの傷も塞ふさぎたいとケイトは思った。

「私が今まで接してきたライナスの表情ではなかった。別人だと思った。なぜ彼がああなってしまったのか、私には分からない」

　イーノットの苦く悩のうが、とめどなくケイトの心にも流れ込んでくる。

「変わったのはいつだったのか。予兆はあったのか。親友だったのに、私は何も知らずにいた。自分のことで精いっぱいで、彼の話を聞かなかった」

「少しよう佐さ」

「何かできることがあったんじゃないか。あいつが変わってしまう前に」

「少佐！」

　ケイトの声に、イーノットははっとして、口を閉じる。それから深く息を吐はく。

「……どうだ？　嫌きらいになったか」

「なってません。少佐のことを少しでも知れて、良かったって思ってます」

「君は、馬ば鹿かだな」

　イーノットが、小さく笑えみ崩くずれる。その笑みがなんだか切なくて、ケイトはギュッと自分の胸むな元もとを握りしめた。

　──馬鹿だって何だって、もういい。

　目の前の人が安心したように笑ってくれただけで、それだけでいいと思った。

　ソファに頭を預けたイーノットの表情を見て、ケイトは声をかけた。

「少佐。そのまま眠ねむっていいですよ」

「今何時だと思ってるんだ？　まだ朝を少し過ぎた時間だぞ」

「目が眠そうになっています。眠れる時に寝ねておかないとダメです。私、帰りますから」

　イーノットはソファから体をおこしかけた。

「君を屋や敷しきまで送っていかないと」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。まだ朝なんですから」

「よくない」

　即そく答とうされて、ケイトは考える。

「だったら、邪じや魔まにならないようにしますから、少佐が起きるまでここにいていいですか？」

　本当は、まだここにいたかった。そうは言えない代わりに、これ幸いにとケイトは提案する。

「それでは君に迷めい惑わくだろう」

「迷惑じゃありません。私、少佐が元気になるなら、何でもしたいんです」

「何でもって、……君ね」

　困ったようにイーノットが額に手を載せる。

「そういう言葉を、軽々しく男の前で口にするな」

「何でです？」

「深読みする男がいるかもしれないだろう」

「深読みって何です？　言葉通りの意味ですよ？」

「私の言った意味が分からないうちは、使うなと言っているんだ。分かったか？」

　ケイトは上うわ目め遣づかいで言った。

「でも……、少佐にも？」

「私にも、だ」

　よく分からない顔をしたのが分かったのか、イーノットが溜ため息いきを吐つきながら笑う。

「私が寝た後、君が勝手に一人で帰る可能性は？」

　ケイトはパッと表情を輝かせた。遠回しに、居てもいいと言ってくれているのだ。

「信用ないですね。信じてください！」

「今、ソールヒルは本当に危ないんだ。私は常に用心してかかることにしている」

「絶対一人で帰りません」

　絶対、という部分を強調して頷く。

「私が目を覚ました時、君はここにいると？」

「ええ。約束します」

　少しだけ考えるように目を伏ふせると、イーノットは頷いた。

「……分かった」

　本当に疲つかれていたのだろう、イーノットはすぐに寝入ってしまった。

「目の下、隈くまがある……」

　ケイトはソファに眠るイーノットに、そっと近づいた。疲れた目元を撫なでそうになって、慌あわてて手を引っ込める。

　眠っていても端たん整せいな顔立ちは崩れない。

　──まだ若いのに少佐の地位にあって、国の英雄で……。

　それなのにケイトの前で、こうやって安心して眠ってくれている。嬉うれしくて、胸が引き絞しぼられるみたいに痛む。嬉しすぎて胸が痛いなんて、初めて知ったことだった。

　だがいつかイーノットも、大切な人を見つけて結けつ婚こんするだろう。イーノットに見合う、大人で綺き麗れいで、彼の将来の助けになってくれる人と。

　──……いやだ。

　ケイトはたまらなくなって、自分の膝ひざに顔を埋うずめた。なぜ嫌いやなのか、それは分からない。ただ、イーノットの隣となりに自分以外の人間が並ぶことを、想像するだけでも嫌なのだ。

「何なの、これ」

　自分はこんなに、自分勝手で嫌な人間だったのだろうか。

　家族や友人、患かん者じやと向き合う時は、もっと穏やかな気持ちでいられる。それなのに、イーノットを前にした時だけ、動どう揺ようして頭が真っ白になったり、心臓が煩うるさくてどうしようもなくなったりする。笑ってくれたらすごく嬉しくて、こっちを見てくれないと悲しくてもどかしい。
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『ケイト。お父さんには絶対に秘密よ？』

　ふと、母親の言葉が頭に浮うかんだ。

　──そうだ。あれはいつだっけ？

　父親に絵本を読んでもらったことから始まって、『どうして相手を特別だと思ったのか』という話になったのは覚えている。父親はたしか『いつのまにかそう思うようになった』と言っていた。

　──それで、お母さんの方は……。




『ええ？　お父さんをどうして特別だと思ったか？　なあにそれ』

　絵本を読んでもらった翌日、ケイトは母親の膝の上で、質問した。

『いいから教えて』

『うーん。そうねえ』

　そこで母親は、思わせぶりに、ちらりとケイトに視線をやった。

『ケイト。お父さんには絶対に秘密よ？』

　うっ、とケイトは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。母親の答えを報告するよう約束していたが、どうしても聞きたかったので頷うなずいてしまう。

『う、うん』

『お父さんはね、私を一番怒おこらせてくれた人なの』

　ケイトは眉まゆを寄せた。

『それじゃあ、好きな人じゃなくて、嫌いな人じゃん』

『お父さんのやること全部、何だかズレてて、違ちがうでしょ！　って怒ど鳴なってばかりだったの。でもあの人、ヘラヘラ笑ってばっかりでね。もー、余計腹が立つっていうか』

　とても、好きな人の話をしているとは思えず、幼いケイトの頭の中は疑ぎ問もん符ふでいっぱいになった。そんなケイトを見て、母親はくすりと笑う。優やさしい声が耳を擽くすぐった。

『でもね、ある時気付いたの。こんなに私の感情を動かす人って、他ほかにいないなあーって』

　少しだけ照れたような母親の顔は、初めて見るものだった。

『それが、お父さんを「特別」だと思った瞬しゆん間かん。ね？　お父さんには秘密よ』




「感情を、動かす……」

　母親との思い出が、本人でさえ見えていなかった心の中を照らす。

　──お母さん。それが『特別』ってこと？

　聞くまでもなく、答えは出ていた。ケイトの心はとっくに、正解を出していたのだ。

　そうして今、頭ではっきりと自覚してしまった。

「……どうしよう」

　途と方ほうに暮れたように、ケイトは呟つぶやいた。自分を抱だき締しめるように、腕うでに力を込める。

　ちらりと、眠ねむるイーノットを見つめた。胸が苦しい。どうしよう。

　──少しよう佐さが、好きなんだ、私。










　翌日、イーノットは東部基地にやって来た。部屋の扉とびらを開けようとした時、中から声が聞こえてきた。

「いやあ。あれからどうしたかなあ、少佐とお姉さん」

　ティムの声だ。もごもごと時々言葉が不ふ鮮せん明めいになるのは、飴あめをなめているからだろう。

「普ふ通つうに会話して終しゆう了りようじゃねぇか？　少佐はケイトには臆おく病びようっていうか、押しが弱いからなあ」

　豪ごう快かいに笑っているのはサニーだ。

　──あいつ。あとで山ほど書類を押し付けてやる。

「でっ、でもあの、まさか、そういうことは、ない、ですよねえ？」

　心配そうに聞いてくるのはロジャーだろう。

「そういうこと？　ああ、少佐がケイトを押し倒たおすとか？　ないない！　そんな度胸ないって」

　イーノットの口元が引きつる。今の発言で、サニーに突つきつける書類の量は倍になった。

「誕生日当日でもないから、ちょっと控ひかえめにしたんだよねえ。もっとおせっかいしとけば良かったかなあ？　お姉さんにリボンでも結ばせて、『私が贈おくり物よー』とか！」

　どっと笑いがおきたところで、イーノットは力任せに扉を開けた。

「あっ、しょ、少佐……！」

「お、おはようございます！」

「おはよー、少佐」

　サニーとロジャーが顔面蒼そう白はくになる中、ティムだけは焦あせった様子も見せず、笑えみも崩くずさない。

　イーノットも、凄すごみのある笑みを見せてやった。

「お前ら、昨日はよくもやってくれたな。お礼に、南部基地に帰ったら、減げん俸ぽうと残業三ざん昧まいの日々を味わわせてやる」

　げえっ、とサニーが喉のどを潰つぶされたような声を出した。

「何でですか！　俺らは少佐のためを思って！」

「完全に面おも白しろがってるだろう」

「そんなことないですって！」

「いやまあ、ちょっとは、っていうかかなり思ってるけど」

「お前は黙だまってろ！」

　ティムがのんびりと口を挟はさんできたのを、サニーが慌あわてて止めにかかる。

「で？　どうだった？　僕達のお誕生日の贈り物は」

　イーノットの怒いかりなどまるで意に介かいさず、ティムがワクワクと瞳ひとみを輝かがやかせる。

「……話をして、夕方には屋や敷しきまで送って行った」

「夕方まで話してたの？」

「いや。眠るよう言われて、私は眠ったよ。その間、彼女は医術書を読んで時間を潰していたようだった」

　昨日、目を覚ました時にはすでに夕刻を過ぎていた。約束どおりケイトはイーノットの横で、静かに医術書を読んでいた。

　イーノットが起きたのに気付いて、ケイトはなぜか医術書を落とし、真っ赤になって動揺していた。最初はその動揺ぶりに、まさか勝手に一人で外に出たのかと疑った。しかしケイトは「ずっと家にいた」と主張し、確かに噓うそではなさそうだったので、そのまま屋敷まで送り届けたのだった。

「あ、少佐。眠ったんですね」

　ロジャーがほっとした様子で言う。

「ああ。久しぶりにぐっすり眠った」

「良かったです」

　にこにこと笑うロジャーに、サニーとティムも満足げな顔をしている。

　本当は、分かっていた。部下達が自分を心配してくれていることを。張りつめたような顔で仕事をするイーノットを、サニー達は常に気にしていたのだ。それゆえの、今回の贈り物なのだろう。

「贈り物、か……」

　椅い子すに腰こしかけ、イーノットは呟いた。机の上には、今回の切り裂さき魔まの資料、そして五年前のライナスの事件の資料が置かれている。

『もうすぐ君の誕生日だろう。君は、あの時の約束を覚えているか？』

　去り際ぎわに聞いた、ライナスの言葉が耳から離はなれない。

「誕生日……、約束」

　先ほどのティム達の会話が頭を過よぎる。誕生日という単語から『贈り物』という単語が連想された。ふっとイーノットの思考が、過去に遡さかのぼる。




　あれはオールリッジの戦いが始まったばかりの頃ころだっただろうか。

　冷たい雨が降る日だった。ライナスと二人、泥どろだらけになりながら設営してある本部に戻もどってきた時。

　目の前を、黒くろ塗ぬりの軍用車が通り過ぎた。

　泥がまたイーノット達にかかったが、文句を言うことは許されない。出てきたのは、イーノット達よりもいくつも階級が上の将軍だった。

　太った体に、皺しわひとつない軍服。磨みがかれた軍ぐん靴か。出で迎むかえた軍人が、将軍が雨に当たらないようにと傘かさを掲かかげる。

『相変わらず立派な車だな。あんな車で、戦場に来る意味があるのか？』

　イーノットが鼻を鳴らす。すると、ライナスが呟いた。

『……いい気なものだな』

『え？』

　ライナスが、冷めたような目で将軍を見つめている。

『あいつらは雨の一ひと粒つぶも、血の一いつ滴てきだって自分には降りかからない。かぶるのはいつも俺達で、偉えらい人間は高みの見物だ』

　一いつ瞬しゆん、声をかけるのを躊躇ためらうほど、ライナスの視線は鋭するどかった。

『おい、ライナス……』

　だがすぐに、戸と惑まどうイーノットに向かって、天使のような笑みを見せる。

『イーノット、もうすぐ誕生日だったよな？』

『あ、ああ……』

『車は無理だが、この戦争を生き抜ぬいたら、お前に立派な傘を贈るよ』




「……傘だ……」

　イーノットが突とつ然ぜん立ち上がったので、サニー達が驚おどろいたように目を見開く。

「ど、どうしたんです？　少佐」

「傘を含ふくめて、もう一度被ひ害がい者しやの所持品や服装を調べろ」

「か、傘ですか？」

　ロジャーが目を白黒させている。

　イーノットは、資料に目を通していった。注目したのは、被害者が殺された日の天気だ。

　季節柄がら、雨が多いことから気付かなかったが、切り裂き魔の犯行はすべて雨の降る日に行われている。

「つまり被害者は、全員傘をさしていた……」

　見つけた。ライナスの伝えたかったことは、これだ。
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「えーっと、被害者の遺留品は、調査が終わると返されるので、遺族のところに行ってきました。最初の被害者ドナ・カーターは所々刺し繡しゆうの入った青い傘でした。で、次の被害者アーシア・シェインマンは、無地の赤い傘。写真はこれです」

　二日後、東部基地で報告が行われた。もう一度被害者の所持品の洗い直しを、ということでサニー達は遺族、第一発見者、駆かけ付けた軍人などから話を聞いていた。

　サニーが報告を終えると、次にティムが立ちあがる。

「三人目の被害者ケイティ・ハリスはレースの綺き麗れいな白い傘だね。清せい楚そなお嬢じようさんだったみたい。四人目はクレア・デイヴィス、青い無地の傘。五人目ハティ・ドレイトンは持ち手が木で出来てる赤い傘、六人目は……」

　イーノットは報告を黙って聞いていた。傘の種類や特とく徴ちようを書き入れていく。

「傘についてはこの通り調べてきましたけど、これに何の意味があるんでしょう？」

　ロジャーが同じく書類に報告を書き込みながら言う。

「……犯人が被害者を選ぶ時、傘を見ていると前提して、他ほかの人間との区別はどうやってつけると思う？」

　イーノットが言うと、ティムが「ああ、そっか」と声を上げた。

「分かった。色だ」

　イーノットは頷うなずいた。紙にこうして順を追って書いていくと、見えてくるものがある。

　一人目の傘の色は青。二人目は赤。三人目は白。四人目は青。五人目は赤……。

「青、赤、白の順番で、被害者が選ばれている」

「傘の色……、傘の色で決めてるっていうのか？　なんだよ、そりゃあ」

　サニーが苛いら立だたしげに頭を搔かき回す。

「色に、何か意味があるのでしょうか？　この順番でなければいけない意味、この三色でなければいけない意味が」

　ロジャーが、じっと腕うでを組んで考え込む。

「三色でなければいけない意味……」

　イーノットは呟つぶやきながら、青、赤、白と書かれた字を見つめた。

　──何だ？　どこかで、見たことがあるような。

　頭に引っかかるものがある。確かに自分はこの配色を、どこかで見ている。

　だが、それがどこか思い出せなかった。










　その頃、ケイト達は屋敷で十時のお茶の時間を迎むかえていた。

「なあリオ。いい加減機き嫌げん直したら？」

　マイリーが淹いれてくれたお茶を啜すすりながら、ノーマンが呆あきれ顔で言う。

「何がだ？　俺は普ふ通つうだ」

「じゃあその眉み間けんの皺は何？　刺とげ々とげしい言こと葉ば遣づかいは？」

「いつも通りだろう」

「普ふ段だんはもう少し、雰ふん囲い気き柔やわらかかったと思うけどね……」

　ノーマンは、ダメだこれ、とケイトに向かって肩かたを竦すくめてみせた。

　リオは二日前、ケイトがロジャーに連れて行かれたことを未いまだに怒おこっているのだった。

「大体さ、何をそんなに怒ってるんだよ？　確かに、あの人相めちゃくちゃ怖こわいロジャー准尉が朝に来た時にはびっくりしたけどさ。丁てい寧ねいに対応して、おばあさんにちゃんと断りを入れてたじゃん。それで、帰りはなんと少しよう佐さ直々に送ってくれて、ケイトの安全も考こう慮りよしてくれてたし」

「送り迎えなんて、連れ去っておいて当然のことだろう」

「じゃあ、何に怒ってるんだよ？」

　ノーマンの言葉に、なぜかリオはじっとケイトを見つめてきた。

「ケイト。お前、二日前何があったんだ？」

　ぐっ、と喉のどが鳴って、ケイトは飲んでいたお茶で盛大に咽むせた。

「な、な、何が？」

「少佐に送られて帰ってきてから、お前変だぞ」

「へ、変って何よ。別にいつも通りよ」

「時々、あらぬ方向を見てぼうっとしたり、そうかと思えば真っ赤になったり青くなったり、明らかに挙動不ふ審しんだ」

　リオの言葉に、ノーマンがポンと膝ひざを叩たたいた。

「ああ。俺も確かにそれは気になってた！」

　ケイトは慌あわてた。普通にしていると思っていたが、全く取り繕つくろえていなかったらしい。

　二日前、自分の気持ちを自覚したケイトは、今現在も混乱を引きずったままだ。イーノットを好きだという感情を、どうしたらいいのか分からない。

　自覚してすぐ、イーノットが目を覚ました時などは、まさに混乱と羞しゆう恥ちでどうしようもなかった。イーノットに明らかに不審がられ、送ってもらった車の中では、全く顔が合わせられなかった。

「何もなかったわよ。少佐と話しただけ」

　そうは言ってみるものの、リオの目はケイトの言い分など信じていない様子だった。

「噓うそつくな」

「噓じゃないわよ」

「──二人とも」

　その時、カチャリと優ゆう雅がにティーカップが鳴った。

　マイリーが、ケイトとリオに向かって笑った。

「今はお茶の席ですよ。罵ののしり合いなら外でやりなさい」

「……すみません」

　笑っているようで、目は全く笑っていないマイリーの迫はく力りよくに押され、ケイトとリオはとりあえず口を噤つぐみ、紅茶を飲んだのだった。







「やっぱり、屋や敷しきに籠こもってるからいけないんだよ！　少しは外に出ないとさあ」

　お茶の時間が終わると、ケイトとリオはノーマンに連れられて、大通りへと出かけることになった。

「あれ。おばあさん、誰だれかと話してるぜ」

　屋敷から出た途と端たん、ノーマンがそう声をかける。

　屋敷の門の前で、マイリーが誰かと話しているのが見える。年ねん齢れいはマイリーと同じほどで、赤い花の束を手にしていた。

「バンフィールド家の奥さんだ。うちの斜ななめ右の屋敷に住んでいる人だよ。珍めずらしいな……、何の用だろう？」

　リオが、マイリーとバンフィールド夫人に駆け寄った。

「お久しぶりです。バンフィールド夫人」

　リオは丁寧に腰こしを折った。豊かな茶色の髪かみを編み込んだ夫人が、にっこり微笑ほほえむ。

「まあ、リオくんだったわよね。お久しぶりね」

「はい。あの、今日はどうされましたか？」

「この前ね、庭いじりをしていた時に、マイリーさんが通りすがって、元気のなかったお花の育て方を助言してくれたの。その通りにしたら、ほら！　こんなに綺麗なお花が咲さいたものだから。お礼に渡わたそうと思って」

　バンフィールド夫人はそう言って、持ってきた赤い花束を見せる。

　ケイトは、リオの背中からひょい、と顔を出した。

「わあ！　綺麗なお花ですね。それにとってもいい匂におい」

　そう言って、ケイトはちらりとマイリーを見つめた。その表情に、思わず頰ほおが緩ゆるんだ。赤い花を受け取ったマイリーが、どことなく照れたような、だが間ま違ちがいようもない笑えみを浮うかべていたからだ。

　マイリーは、ケイトと庭園で話してから、少しずつ隣りん人じん達と挨あい拶さつを交かわすようになっていた。最初は、偏へん屈くつと言われていたマイリーの態度が変わったことに戸と惑まどっていたようだが、そのうち隣人も挨拶を返すようになっていた。

「早く花か瓶びんに入れてあげないといけませんね。お茶会で使っていた、あの青い花瓶なんて素す敵てきじゃないですか？」

　ケイトが提案すると、マイリーは頷うなずいた。それからおずおずと、バンフィールド夫人に言う。

「あの、良かったらお茶を一いつ緒しよにいかがかしら。このお花を眺ながめながら」

「まあ、素敵。喜んでご一緒させていただきますわ。まだまだ、お花を育てる上でのお話も聞きたいですし」

　仲良く連れ立って屋敷に入っていく二人を見送りながら、リオがぽつりと呟いた。

「祖父が亡なくなってから、ここにおばあ様のお客を入れたのは初めてだ」

　ケイトは笑った。

「きっと、これからもっと増えるわよ」

「お前、おばあ様に何を言ったんだ？　あの庭園に入るのを許されるなんて、すごいことなんだぞ」

「庭園で少し話しただけよ。私は何もしていない。全部、おばあ様が自分でやっていることよ。それにあの庭園も、もしかしたら色々な人に見られる日が来るのかもしれない」

　リオはじっと、ケイトを見つめた。

「お前って、そういうところがすごいよな」

「え？」

「何というか、周りに対して色々と影えい響きよう力があるんだよ。良くも悪くも」

「リオも影響された一人なんだろ？」

　ノーマンがにやにやしながら口を挟はさんだ。

「否定はしない。お前もだろう？」

「まーねー。まさかケイトとこうやって仲良くなるとは思ってなかった」

　二人の言葉に、ケイトは首を傾かしげる。

「え、そ、そうなの？」

「その無自覚なところもすごいよな」

　リオは溜ため息いきを吐つく。それから、表情を和なごませて言った。

「ありがとう。おばあ様のあんな生き生きした表情を、久しぶりに見たよ」

「だから私は何もしてないんだってば」

　慌てて答える。「はいはい」と言いながら歩き出すリオとノーマンを追いかけた。

　三人の行き先はアンナのいるあの喫きつ茶さ店てんである。助けてくれたお礼をしたいと、アンナが申し出たのだった。

　喫茶店は昼に近づき、客の数も多くなっていた。

「あっ、こっちです」

　その声に店内を見回すと、奥の席でアンナが立ち上がって手を振ふっている。途端に、ノーマンが傍はた目めに分かるほど体を強こわ張ばらせた。

　六人掛がけのテーブルの壁際に、アンナは座っていた。ノーマンは顔を赤くして、その向かいに腰かける。ケイトはノーマンの隣に着席し、リオはアンナの隣へと座った。

　アンナがすぐに頭を下げる。

「あの時、助けてくれてありがとうございます。そして、お礼を言うのが遅おそくなってごめんなさい」

「謝らないでください。アンナさんは、あの時大変だったんですから。私達、全然気にしていません。ね？」

　リオとノーマンに同意を求めると、二人とも頷いてくれる。アンナは、ホッとしたように笑った。笑顔が出ることに、ケイトも胸を撫なで下ろす。

　そこでケイトは、ふと不思議なことに気付いた。アンナがちらちらと、リオの方に視線を向けているのだ。アンナを見ているノーマンも、さすがに気付いたようで、怪け訝げんそうな表情を浮かべる。そして、自分に向けられている視線に、全く気付いていないリオ。

　なぜあそこまで見られていて気付かないのか、とケイトが訝いぶかしげにリオを見ていると、すぐにリオが顔を上げてケイトを見た。

「何だ、ケイト？」

「……何でもないわ」

　ケイトの視線にはすぐに気付く。それならば実は、アンナの視線にも気付いているのだろうか？

　その時、アンナが口を開いた。

「あのっ、リオさんは、恋こい人びととかいるんですか？」

　アンナのその言葉に、別の意味でノーマンは体を硬こう直ちよくさせた。ケイトも内心頭を抱かかえる。

　リオを見つめるアンナの視線は、熱っぽく潤うるんでいる。

　──そうだ。あのリチャード大たい尉いの聞き取りの時、リオが毅き然ぜんとした態度で庇かばっていたもの……。

　冷静に、理路整然とした語り口でリチャードと対たい峙じしたリオは、恐きよう怖ふで縮こまっていたアンナの心を元気づけ、感激させたのだろう。

　リオもようやく、アンナに好意を寄せられていることに気付いたようだった。困こん惑わくした様子で、ノーマンとケイトを見る。

　ノーマンの肩かたはぶるぶると震ふるえていた。

　──ああ、どうしよう。こういう時って、どうすればいいの？

　ケイトはとりあえず、ポンポンとノーマンの肩を優やさしく叩たたいた。

「恋人はいませんが……」

　リオがそう答えると、アンナは傍目にも分かるほどパッと表情を輝かがやかせた。

「そうなんですか！」

「ですが、欲しくもありません」

　はっきりとした口調で、リオは言い切った。アンナの表情が、みるみるうちに曇くもる。

「……そうなんですか」

　いたたまれない、何とも気まずい雰ふん囲い気きがその場に漂ただよう。

　とにかく何か話さなければと、ケイトが声を上げようとした時、チリンと呼び鈴りんが鳴って、二人の男性が店に入ってきた。

　その男性を見て、ケイトは硬直する。

「あれえ？　もしかしてお姉さん？」

　無む邪じや気きな声で手を振ってきたのはティムだった。そしてその後ろにいるのは──。

「やあ、君か」

　イーノットがこちらを見ている。ちょっとだけ困ったような、面おも映はゆい笑みを向けられ、それだけでケイトの心臓は飛び上がりそうになった。

「あ、どっ、どうも……」

　瞬しゆん時じに顔を隠かくしたくなって俯うつむいた。きっと真っ赤になっているに違ちがいない。

「お姉さん達もお昼ごはん食べに来たの？　ここの料理美味おいしいよねー。僕なんてすっかり常連だよ。あ、アンナさん。こんにちはー」

　ティムがのんびりと声をかけていくのを聞きながら、ケイトはただひたすら、イーノットの存在を強きよう烈れつに意識していた。

「この席座ってもいい？」

　ティムが、空いているケイトの隣となりの席を指差す。六人掛がけのテーブルには、確かにあと二人分の余よ裕ゆうがある。

「周りに空いてる席があるでしょう？」

　リオは冷たく返した。

「でも、これから昼時で混んでくるでしょう？　他ほかのお客さんのために席は空けておかないと。僕らは知り合い同士なんだから、同席したっていいじゃん。ケチだね、眼鏡君。モテないでしょ」

　ティムがリオの顔を引きつらせることをさらっと言って、「ねー、アンナさん」と同意を求める。

「あ、私は同席してもらって構いませんよ」

　アンナがそう言うと、力なくノーマンも「どうぞ……」と続ける。

　結局、何も言わなかったのは仏ぶつ頂ちよう面づらのリオと、顔を赤くするケイトだけだった。

　ケイトの横にはイーノットが座ることになった。肩かた口ぐちが触ふれ合いそうで心臓がドキドキし、まともに顔も見られないのに、沈ちん黙もくし続けることにも耐たえられない。イーノットも先ほどから、ケイトに話しかけてこないのだ。

　どうして話しかけてくれないのかと思いながら、実際話しかけられたら、それはそれでどうしていいか分からないと気付く。

　一体今まで、自分はイーノットとどんな風に接していたのか、ケイトにはまるで分からなくなっていた。普ふ通つうでいようと思っても、その普通が分からない。

　向かいの席ではティムとアンナが何か話している。

「あのっ、ここ、東部基地の軍人さん達も来てるんですね」

　とうとうケイトが口を開いた。

「ああ。基地も近いし、私達も東部基地の人間にここを教えてもらったんだ」

　イーノットは普通に返してくれる。

「そうなんですか」

　相あい槌づちを打って、ケイトははっとした。

　──会話、終わっちゃった……。

　ケイトは、慌あわてて頭の中の記き憶おくを呼び起こす。

　──何か、何か話題になるもの……。少しよう佐さの関係ある……。

　そこでケイトは、以前南部基地で耳にした、軍人達の話を思い出した。

「そういえば……、軍の紋もん章しようになっている王おう冠かんに、三つの宝石が埋うまっていますよね？　そのひとつが、少佐を指しているって聞きました」

　ウェスハバート王国国軍の紋章には、王冠に繫つながれた鷲わしが描えがかれている。鷲は軍を指し、王冠に繫がれているのは、そのまま王家への絶対忠誠を意味している。

　王冠には三つの宝石が埋められており、『知性』『勇ゆう敢かん』『忠誠』という軍人が持つべきものを表す。

　十年前の大戦後、その三つの宝石には、大戦で活かつ躍やくした三人の人物が当てはまるとして、軍人達の間で囁ささやかれた。

『知性』の象しよう徴ちようとされたのは、ライナス・ベントリー。冷静で頭脳派だったことから名が挙がった。『勇敢』は、リック・ヴァーデンという男だった。最前線において、常に一番に突とつ撃げきしていたことが理由だ。

　そして最後の『忠誠』。国のために中心となって尽じん力りよくした軍人イーノット・レイズ。

　この三人は、ウェスハバート軍人の理想として語られた。実際、この話をしていた軍人の言葉の端はし々ばしには、尊敬と畏い怖ふのようなものが感じられた。

「私、この王冠の話を初めて知りました。軍人さん達の間では、有名な話みたいですね……」

　イーノットに視線を合わせると、彼は自分の腕わん章しようを凝ぎよう視ししていた。

「少佐？」

「……そうか。三つの配色の意味はこれか」

「えっ？」

　ケイトもつられて、イーノットの腕章に視線を向けた。赤い布地に描かれた紋章はすべて黒色に塗ぬられている。

　──三つの配色？

「あ。確か、正式な紋章では、王冠の宝石には色が付いているんですよね？」

　ケイトが言うと、イーノットは静かに頷うなずいた。

「ああ」

「えっと、色は確か……」

　ケイトは、基地の前ではためいている紋章の旗を思い浮うかべる。

　イーノットが、答えを教えてくれた。

「青と、赤と、白だ」







　四章　雨の夜







「軍の紋章を使うなんて、よっぽど軍に思い入れがあるんじゃない？」

　ティムが、自分の紋章をまじまじと見つめながら言う。

　東部基地の一室で、イーノットはティム達部下を集めて話し合いを行っていた。ケイト達と喫きつ茶さ店てんで別れてすぐ、この東部基地に戻もどって来た。

「思い入れか」

　イーノットは考える。ライナスがこの事件に関かん与よしていると仮定した時、思い入れがあるのは実行犯の方なのか、それともライナスの方なのか。

　──軍を憎にくんでいる。それが動機なのか？　だから遠回しなやり方で、軍を意味するような犯行の手順を踏ふんでいる？

　様々な考えがとりとめもなく頭を巡めぐる。思考の底に沈しずみそうになるのを、イーノットは緩ゆるく頭を振ふることで防いだ。

「傘かさの色の法則性は分かった。だが、手がかりはまだ足りない」

　雨の日の夜、傘の色によって被ひ害がい者しやは選ばれている。だが、これだけでは犯人は捕つかまえられない。被害者を絞しぼり込んで先回りしようにも、該がい当とうする人間が多すぎる。傘の色が当てはまる女性すべてを護衛することなど、到とう底てい不可能だった。

　あと何か一つ、決め手になるものがほしい。

「他に、被害者に共通してるものってあったか？」

　サニーが眉まゆを寄せながら、自分の頭をぐちゃぐちゃと搔かき回す。ティムが飴あめを舐なめながら答える。

「うーん。服装とかも調べてみたけど、あんまり関係なさそうだね。犯人に関しても、置いていくのはすずらんの花だけで、遺留品とか全然残していかないし」

「犯人を示す手がかりはなしかよ」

「夜の、しかも雨の日を狙ねらうっていうのは、いい目の付け所だと思うよ。暗くてただでさえ雨で視界はきかない。更さらに皆みんな傘をさして、足早に目的地に急いでるわけだからね。傘をさすと分かるけど、皆、結構足元ばっかり見てるものなんだよ」

　サニーが、自分の軍ぐん靴かを眺ながめる。

「ま、靴くつが濡ぬれないようにとか、水たまりを避さけたりとか気にするからな」

「そう。極きわめつけに傘自体が視界を遮さえぎっちゃうからね。目もく撃げき者しやがいないのも頷けるよ」

　うんうん、と一人頷くティムに、サニーが呆あきれ顔で言う。

「あのな。感心してる場合か」

「いやあ、僕が犯人だったら、やっぱり雨の日を狙うなあと思って」

「……『僕が犯人だったら』」

　ぽつりと呟つぶやかれた言葉に、イーノットとサニー、そしてティムが振り向いた。

　部屋の隅すみで、ロジャーが口元に手をやり何かを考えている。一人会話にも混じらず、ずっと口を閉じていた。

「……犯人は、どこで傘を見ていたんでしょうか？」

「え？」

　誰だれともなくそんな疑問を口にした後、ロジャーは顔を上げた。

「少しよう尉いの、『犯人だったら』という言葉で、考えてみたんです。もしも自分が犯人だったとして、どんな風に行動するだろうかって」

　皆の視線を集めて、少しだけロジャーが躊躇ためらったような表情で言葉を切った。イーノットは頷く。

「続けろ」

「は、はい。……犯人は、被害者となる女性をどこで見つけていたんでしょう？　たまたま通りすがった女性の傘の色が該当したのを見て、後をついていったんでしょうか。毎回場所を変えて選んでいたのか、それとも、……特定の場所を決めて、そこで、女性の傘を見ていたのか」

　ティムがポケットから飴玉を取り出し、ポンと口に入れた。ゆっくり口の中で転がしながら言う。

「僕は最後の案を推おすね。この犯人は計画的だ。いきあたりばったりに、女性を通りすがりで品定めなんて、そんなことはしないと思うな」

「同感だ」

　イーノットとティムの賛同を得て、ロジャーはほっとしたように口元を緩めた。しかし、すぐに真しん剣けんな眼まな差ざしに変わる。

「犯人は場所を決めて、どこからか被害者となりえる女性を見ている。その場所が分かれば、犯人逮たい捕ほに近づけるのではないでしょうか」

「問題は、どうやってその場所を特定するか、だよな」

　サニーが天てん井じようを仰あおぐ。

「不ふ審しんな人物の目撃情報もない。……犯人がダメなら……、被害者か？」

　見上げていた顔を真正面に直して、サニーは声を上げた。

「被害者の動線を追ってみるのは？　被害者はどこから来て、どこへ向かおうとしていたのか。犯人が特定の場所で見ていたなら、被害者達の動線は必ずどこかで交わるはずだ。その交点こそ、『特定の場所』ということにならないか？」

「よし。調書をもう一度洗い直すぞ」

　イーノットの声に、サニー達は頷き、机の上に書類を並べ始めた。










「薬草の種ですか？」

　昼食を終えて、ケイトは紅茶の入ったカップをソーサーにおいた。

「ええ。今日は大通りにある公園で、市場を開かい催さいする日なの。様々な土地をまわっている行商もやって来てね、珍めずらしい物が手に入るのよ。行商の中には、その土地にある様々な種類の種を売ってくれるところがあって、私はそれをいつも見に行っているの」

　マイリーが珍しく落ち着かない様子で答える。

「そうなんですか……」

　言いながら、ケイトはマイリーの腰こし元もとにじっと視線をやった。

「でも、今回は無理をされないほうがいいと思います。腰が痛いんですよね」

　マイリーは顔をしかめた。今朝から腰に痛みを感じるらしく、日課の庭いじりもできていなかった。

「ずっと付き合ってきた痛みだから、我が慢まんできなくはないわ」

　ケイトは首を横に振った。

「腰は大事にしないといけません。悪化すれば、歩くことすらままならなくなってしまいます」

　間ま違ちがったことは言っていないが、残念そうに眉を下げるマイリーを見ていると、ケイトの胸も痛んだ。本当に楽しみにしていたのだろう。

「あの、私が行ってきましょうか？」

「え？」

「もしも欲しい種があれば、名前や特とく徴ちようを教えてください。行商の人に聞いて回ってみますから」

　マイリーは戸と惑まどったように首を振った。

「そんな、悪いわ。せっかくの休きゆう暇かを、私のことで煩わずらわせたくないの」

　ケイトはにっこり笑ってみせる。

「市場でお買い物なんて、すごく有意義な休暇だと思います。それに薬草とか、私も気になりますし！」

　この屋や敷しきに来てから、ケイトはずいぶんと本を読んでいた。リオの祖父の蔵書は、様々な範はん囲いに及およんでおり、飽あきることがない。その中でもとりわけ、薬草の本はケイトの興味をひいた。庭園で実物を見ることができたせいもある。

「でも、これから午後になるわ。一人で外に出すわけにはいかないでしょう。リオ達も、夕方まで帰って来ないし」

　マイリーは、二人しかいない部屋に視線を彷徨さまよわせた。

　リオとノーマンは、朝から二人で釣つりに出かけていた。ソールヒルの郊こう外がいにはソマリ湖という湖があり、釣りを楽しむことができる。

　ノーマンは釣りは男同士でするものだと言って、全く乗り気でないリオを無理やり連れて行った。そこでケイトは、一日を屋敷で本を読んで過ごそうと決めていたのだった。

「まだお昼過ぎでしょう？　暗くなる前にちゃんと帰ってきますから」

「いいえ、ダメよ。行く時はまだしも、帰りにあなたを一人にさせるわけにはいかないわ」

「でも、私も行ってみたいんです」

　そこでマイリーは少し考え込み、こう提案した。

「だったら、リオ達に人を使って伝言を頼たのむわ。帰りにあなたと市場で合流して、一いつ緒しよに帰って来られるように。いい？　リオ達と一緒に帰ってくるのよ？」

　ケイトは大きく頷うなずいた。










　その頃ころ、イーノット達は、全員が机に広げた大きな地図を見下ろしていた。

「一人目、ドナ・カーターは友人の家から、自宅へ帰る途と中ちゆうだったらしいですね。友人の家がここ」

　サニーはそう言って、調書を交こう互ごに見つつ、地図に印を付ける。

「で、大通りを通って、この路地を右に曲がると、彼女の家」

　被ひ害がい者しやの家の場所を丸で囲んで、友人の家と線で繫つなぐ。

　二人目、三人目と同じように地図に線を書いていった。

「四人目、クレア・デイヴィスは……、半年ぶりに家族に会いにソールヒルに戻もどってきたそうです」

　段々とサニーの声が曇くもっていく。

　イーノットもまた、改めて尊い命が奪うばわれたことを実感せずにはいられなかった。被害者の行動を丁てい寧ねいにさらっていくことは、彼女達の生活や、その家族の存在を感じざるを得ない。

　亡なくなった被害者には、それぞれに人生があった。楽しかった友人との再会の帰り道や、半年振ぶりに家族に会う喜びを嚙かみしめる道行きで、彼女たちは殺されたのだ。自分が死んでしまうなど、夢にも思わずに。

「クレア・デイヴィスは、ソールヒルの駅から、自宅に向かっています」

　感傷を振ふり切るように、サニーが地図に線を描かき込んでいく。

　そうして、すべての被害者の動線が、地図上に浮うかび上がった。

「あった……」

　ロジャーが呟つぶやく。

　いくつもの線が交わるその場所には、『アーリス広場』と書かれていた。










「あー、楽しかった！」

　ケイトは片手に荷物を抱かかえて、満足げに市場を後にした。胸むな元もとにあるポケットの中には、行商から買った薬草の種も入っている。

　大通りで行われた市場は、人で賑にぎわっていた。切り裂さき魔まの事件があって、あまり活気のなかった通りも、今日ばかりはたくさんの人が集まり、物を売る声が飛び交かっていた。

　それでもやはり事件のせいか、市場は日が傾かたむく少し前には終しゆう了りようすることになり、ケイトも家路に急ぐ人々の流れの中にいる。

　ケイトは、アーリス広場という場所で足を止めた。広場の中央には巨きよ木ぼくが生えており、道に迷った時に頼たよりにする目印にもなる。あまり広くはないが、大通り沿いにあるので、この広場を通る人々は多かった。

　ケイトは、巨木の前に立った。

「もうそろそろかしら？」

　きょろきょろと辺りを見回す。

　マイリーは、リオ達とこのアーリス広場で待ち合わせができるように、言こと伝づてを頼んでおくと言っていた。

　もうすぐ時間なのだが、まだリオ達は来ていないようだった。

　その時、ぽっと頰ほおに水すい滴てきが当たる。

「あ。雨だわ」

　曇くもりの空から、雨あま粒つぶが落ちてくる。ソールヒルに来てから、あまり天候には恵めぐまれていなかった。

　──良かった。傘かさを持ってきて。

　ケイトは、屋敷を出る時に持ってきた傘をさした。

　青い傘に、ぽつりぽつりと雨が当たり始めた。










「よし、広場に行ってみよう。ティム、付いてこい」

　イーノットが椅い子すから立ち上がる。

「はーい」とティムも身軽な様子でソファから体を離はなした。

「待ってください！　俺達も行きます」

　サニーが慌あわてて声をかけるが、イーノットは首を横に振った。

「少し見てくるだけだ。それに、何人も軍人が集まって広場できょろきょろしていたら怪あやしまれるだろう。もしかして、犯人が潜ひそんでいるかもしれない」

　その言葉に、サニーとロジャーは押し黙だまった。溜ため息いきを吐ついて、敬礼を見せる。

「お気を付けて」

　イーノットはティムと共に、東部基地の門を出る。

　外に出た途と端たん、雨が降っていることに気付いた。

「雨って嫌いやだね。遺体を見つける時にいつも降っているせいかもしれないけど、気が滅め入いるったらないよ」

　ティムが溜息を吐く。イーノットも同感で、このままでは雨が嫌きらいになりそうだった。

　道行く人々が、様々な色の傘をさして歩いている。

　条件は揃そろっている。雨の日。もうすぐ日が落ちて、切り裂き魔が現れるかもしれない──。

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた瞬しゆん間かん、イーノット達の前を、二人の男性がすごい剣けん幕まくで走り抜ぬけていった。

「何でさっさと来なかったんだよっ！　休きゆう憩けいしてたって、ふざけんな！」

「うるさいぞノーマン！　文句言う暇ひまがあったらもっと早く走れ！」

　見覚えのある顔と声に、イーノットも駆かけ出す。

「おい！　何かあったのか？」

　声をかけると、男性二人は足を止めて振り返った。やはり、リオとノーマンである。

「あ、少しよう佐さ……？」

　息を弾はずませて、リオが呟く。

「そんなに走ってどうした？　彼女は？　一緒じゃないのか？」

　見知った赤色がおらず、イーノットは少しだけ不安になった。

「それは……」

　リオが口ごもると、ノーマンが代わりに言った。

「実は、ケイトの奴やつ、今アーリア広場に一人でいるんです」

　イーノットの背中を、ひんやりと冷たいものが走った。

「何でお姉さんが、そんなところに一人でいるのさ」

　ティムの声も強こわ張ばっている。

「俺達、今日はソマリ湖で釣つりをしてきて。ケイトはその間に、大通りで行われた市場に行ったらしいんです。でも、帰りは夕刻になるし、ケイト一人じゃ危ないでしょう？　だから釣り帰りの俺達と合流させようって、おばあさんが人を使って言付けを頼たのんだんですけど……」

　だがここにいるのは、リオとノーマンだけだ。イーノットの心臓が痛いほど鳴る。

「その言付けを頼まれた人が、すぐ俺達の所に来なかったんですよ。休憩してたとか何とか、とにかく聞いたのはついさっきで。アーリア広場で合流ってことになってたんですけど、約束の時間も大おお幅はばに遅おくれちゃって……」

　リオが急せかすように、ノーマンの肩かたに手をやった。

「おい、もういいだろノーマン。とにかく早く広場に──」

「彼女は傘を持っていったか？」

　イーノットの質問の意味が分からず、リオが眉まゆを寄せた。

「え？」

「彼女の傘は何色だ？」

「傘の色って、あんた、何言ってるんだ？　今はそれどころじゃ……」

「いいから答えろ！」

　困こん惑わくするリオとノーマンに、イーノットは怒ど鳴なった。

　ノーマンが、おずおずと言う。

「ケイトが傘を持っていったかは分かりませんけど。ソールヒルに来た初日に、傘は買いましたよ、俺達。ケイトは確か……青色だったと思いますけど」

「……っ」

　イーノットは、一番最近に犠ぎ牲せいになった女性の傘の色を思い出そうとした。

　──白。そう、白だ。

　そして白の次にくるのが……。

　瞬間、イーノットは走り出していた。










　イーノットとリオ達が出会う少し前、ケイトは広場で周りを見み渡わたしていた。

「……遅おそいなあ」

　一向にリオとノーマンの姿は見えず、時間が経たつにつれ、人通りもまばらになってきた。

「……どうしよう……」

　ケイトはぽつりと呟く。先ほどから、一人で屋や敷しきに向かおうかずっと葛かつ藤とうしていた。辺りは雨を降らせる厚い雲のせいで暗いが、時間はまだ夕方である。

　屋敷へは歩いてすぐだ。ケイトの心は揺ゆれた。

　しかし、イーノットやリオとノーマン、心配してくれたマイリーの顔を思い浮うかべると、足が止まった。

　──やっぱりだめ。軽けい率そつな行動はやめなくちゃ。

　息を吐くと、また巨木の前に立ち続ける。

　それでも、リオ達は現れない。

　立ち続けていることが億おつ劫くうになってきて、ケイトは気晴らしに巨木の周りを歩いてみることにした。

　青い傘をくるくる回す。

　──屋敷に帰ったら、種のまき方を教えてもらおう。南部でも育てられる薬草ってあるかしら？　色々聞いてみないと。

　種の入ったポケットがある胸むな元もとに手をやって、ケイトは帰ってからのことを考える。

　──リオ達は、魚を釣ってこられるかしら。今日は魚料理を食べさせてくれるって、おばあ様は言ってたけど、どうかなあ。そうそう、ノーマンを元気づけてあげないと……。

　ふと、パシャパシャと背後から音が近付いてくる。

　何だろうと振ふり向く前に、ものすごい強さで肩を摑つかまれた。




「──ケイト！」




　ケイトは瞳ひとみを瞬まばたかせた。

　イーノットが、肩を上下に揺らしながら立っていた。息は乱れ、傘かさも持っておらず全身が濡ぬれている。

「しょ、少佐……？　どうしたんです、こんなところで」

　イーノットは何も言わない。ただケイトを、そうせずにはいられないのだとばかりに、頭からつま先までじっと見つめた。

「ああもうっ、少佐ってば足速過ぎ！　普ふ段だん書類仕事ばっかりしてるくせに、どこにそんな体力隠かくし持ってんのさ！」

　イーノットの後ろから、三人の人間が走ってくる。イーノットの次に到とう着ちやくしたのはティムだった。

「ティムも、どうしてここに？」

「やあ、お姉さん。どこも何ともないみたいだね」

　ティムは相変わらずの無む邪じや気きな笑えみを浮かべるが、その瞳には安あん堵どの色がある。

「何のこと……」

「ああっ！　いた！　ケイトー！　良かったあ」

　ティムの後ろから駆け寄ってきたのは、リオとノーマンだった。ノーマンが、歓かん声せいのような声を上げている。リオはケイトの姿を見た瞬間、へなへなとその場にしゃがみ込んだ。

「少佐、一体どうしたんですか？」

　ケイトがイーノットに声をかけても、答えはない。

　濡れた肩かた先さきが気になって、ケイトは差していた傘をイーノットに差し出した。

「とにかく、傘を差してください。このままじゃ風邪かぜをひいちゃう──」

　そこで言葉が途と切ぎれた。

　傘を差し出したケイトの腕うでを、イーノットが摑む。そのまま力いっぱいに抱だき締しめられた。

　青い傘が、ころころと地面に転がる。

「しょ、少佐？」

「──……無事で良かった」

　イーノットが呟つぶやいたその一言には、安堵と喜び、そして拭ぬぐいようのない恐きよう怖ふが滲にじんでいた。

　ケイトを抱き締める腕は、その存在を確かめるように強く背中に回っている。

　──ああ、そうか……。心配して、来てくれたんだ。

　雨の中、傘も差さずに走って、自分のところに来てくれた。

　そう思ったら、嬉うれしくて切なくて、こらえきれずにケイトはイーノットの広い背中に腕を回した。周りが自分達を見ているのが分かったが、気にならなかった。
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　イーノットの心臓に、頰ほおを寄せる。

「少佐、ごめんなさい」

「……」

「心配かけて、ごめんなさい」

「……ああ」

「私、大だい丈じよう夫ぶですよ。怪け我がもなんにも、していません」

　少しだけ体を離はなして、イーノットに向かって笑みを向ける。イーノットの強こわ張ばった表情が、少しだけ緩ゆるんだ。

　雨で濡れて張り付いたケイトの赤毛を、そっと頰を撫なでることで取ってくれる。

　優やさしい感かん触しよくに、どうしよう、とケイトは思った。

　──こんなこと、思ってる場合じゃないのに。

　好きだという気持ちが、口から零こぼれそうになる。心の中で封ふう印いんして留とどめておくことが、難しくなっていた。










「広場は、今日から軍人に見張らせることにする。軍服は脱ぬいで、あくまで一いつ般ぱん市民としてだ。広場でよく見かける人間を調べてもらう。そして次に雨が降る日、身代わりを立てて、犯人逮たい捕ほに動く。そのつもりでいてくれ」

　アーリア広場から帰ってきたイーノットは、東部基地の一室で、そう宣言した。東部基地の軍人達、そしてサニー達部下が、綺き麗れいに揃そろってイーノットに敬礼を見せる。

「サニー」

「はい」

「私は寮りように戻もどっている。何かあったら寮の電話を鳴らせ」

　今夜基地に詰つめるのはサニーの番だった。

「了りよう解かいしました」

　サニーの言葉を聞いて、イーノットは基地から寮に向かう。その間の道を、ティムが護衛すると言って同行した。

「お姉さん、無事で良かったね」

　雨足の弱まった空を見つめながら、ティムが言う。

「ああ」

　イーノットは息を吐はく。ケイトが広場にいると分かった瞬しゆん間かんの、あの胸が凍こおりつくような気分がまざまざと思い出される。

　気付いたら走り出していて、気付いたら抱き締めていた。

「少しよう佐さ」

「何だ」

「大事なものなら、捕つかまえておくべきだと思うよ」

「何の話だ？」

「分からない？」

「分からないな」

　ティムは肩かたを竦すくめた。

「本当にもう……、そうやって誤ご魔ま化かす段階は、とっくに越こえたと思うんだけどなあ」

　ティムの言葉には答えず、イーノットは一人寮の部屋に入った。

　明かりも付けず、イーノットはソファに腰こし掛かける。眠ねむりは訪おとずれない。ケイトがこの場にいた時は、不思議なほど心が安らいで眠ることができたのに。

　目を閉じた、その時だった。

　部屋に備え付けられた電話が音を立てて鳴った。すぐさま立ち上がり、電話を取る。

「私だ」

「あ、少佐！　大変です！」

　尋じん常じようではないサニーの声の様子に、イーノットの胸も騒さわぐ。

「落ち着け。どうしたんだ」

「今、総司令部から連れん絡らくがあって、ライナス・ベントリーが、グレッグソン刑けい務む所しよから脱だつ獄ごくしたそうです！」

「何……」

　言葉が喉のどに詰まった。それでも何とか唾つばを飲み込み、冷静さに努めて声を出す。

「いつだ」

「看守が気付いたのは今日の朝方だったそうです。それから刑務所の周囲を捜そう索さくしましたが、見つからなかったと……」

「基地に戻る。そこで待機していろ」

　イーノットは電話を切ると、すぐさま寮から飛び出した。雨は完全に止やんでいる。

　一いつ瞬しゆん、空に視線を向けた時だった。




「──やあ。どこに行くんだい、イーノット」




　歌うような優しい声に、イーノットは体を震ふるわせた。

　振ふり向くとそこには、監かん獄ごくにいるはずの天使が微笑ほほえんでいた。










「ああ、ケイト！　無事で良かったわ！」

　広場から屋や敷しきに帰ると、すぐさまマイリーが玄げん関かん先さきで抱だきついてきた。

「ごめんなさい！　私が送った言こと伝づてがうまくいかなくて……」

「大丈夫ですよ。私は何ともありませんから。さあ、離れてください。おばあ様まで濡ぬれてしまいます」

　ケイトの言葉に、今気付いたというようにマイリーが顔を上げた。

「そういえば、どうしてそんなに濡れているの？　傘かさは持っていったでしょう？」

　ケイトはどう返せばいいか分からず、「そ、そうなんですが」と言葉を濁にごした。イーノットに抱きしめられた感触を思い出し、頰が赤くなってくる。

「ケイト、顔が赤いわ。風邪をひいたんじゃない？　熱はない？」

　マイリーが心配そうに、ケイトの額に手を当てた。

「へ、平気です！　熱なんてありませんから！　で、でも早く着き替がえないといけませんよね！」

　背中に刺ささるリオとノーマンの視線に耐たえられず、ケイトはそそくさと自分の部屋に向かった。

　お風ふ呂ろに入って体を温めた後、ケイトは居間の明かりが付いているのに気付いた。そっと部屋の中を窺うかがう。

「あ、リオ」

　リオがソファに座って、医術書を読んでいる。

「まだ眠らないの？」

「ああ」

　そっけなく、また視線を下げて医術書を目で追うリオに、ケイトは頭を下げた。

「今日は、心配かけてごめんね。急いで来てくれて……、ありがとう」

　リオは、パタンと医術書を閉じた。

「……お前さ」

　そこで、リオは少しためらった様子を見せるが、すぐに何かを振り切るように、ケイトに向き直った。

「お前、少佐のことが好きなのか？」

「……っ、な、何言ってるの」

　笑おうとするが、うまくいかない。

「噓うそ吐つかなくていいから。どうなんだ、好きなのか」

　リオは真しん剣けんに聞いていた。ケイトは躊躇ためらい、言いかけて口を噤つぐみ、それから顔を赤くして、たった一言告げた。

「…………うん」

　リオは一瞬ギュッと唇くちびるを引き締しめると、床ゆかに視線を落とす。吐き捨てるように言った。

「相手は軍人だぞ」

「うん」

「少佐はこれからも出世する。いつか、どこかの将軍の娘むすめと結けつ婚こんするだろう」

「うん」

「お前が好きになったって報むくわれない」

「うん」

「そこまで分かっててなんで……！」

　リオは苛いら立だたしげに立ち上がり、ケイトに詰め寄った。痛みを堪こらえるような顔で、ケイトを見下ろす。そっと腕うでが上がって、リオの指がケイトの頰ほおに当たった。

　ケイトの輪りん郭かくをなぞるように、リオの長い指が滑すべる。

　いつの間にか雨が止んでおり、雲間から月が一瞬だけ顔を出す。窓から差し込んだ月の光が、リオの苦しそうな、悲しい表情を照らした。

「……リオ？」

　そこでリオははっと目を開くと、熱い物にでも触ふれたようにケイトから手を離はなした。そのまま、くるりと背中を向けてしまう。

「リオ？　どうしたの」

「何でもない。さっきのは全部忘れてくれ」

「でも、リオ」

「頼たのむから」

　そこまで言われると、ケイトも頷うなずくしかない。

　気まずい思いをしたまま、ケイトは部屋へと戻もどった。部屋の扉とびらを閉めて、溜ため息いきを吐く。

『お前が好きになったって報われない』

　その言葉が、耳から離れなかった。










　翌日、朝からまた雨が降り出していた。窓を叩たたく雨の音は強く、激しい。

　東部基地は、ピンとした緊きん張ちよう感かんに包まれていた。ライナス逃とう走そうの一報は、総司令部からすべての基地に伝えられていた。

　イーノットは、サニー、ティム、ロジャーを集めて言った。

「昨日、ライナスが私のもとに現れた」

　サニーがぎょっとしたように目を見開く。

「なっ、本当ですか、それ！」

「ああ。捕つかまえることはできなかったが」

「少しよう佐さ！　怪け我がなどしなかったんですよね？」

　ロジャーの言葉に、軽く頷くことで応こたえる。

「……そうか。だから東部基地がこんなにピリピリしてるわけね」

　ティムが納なつ得とくいったというような顔で飴あめを取り出した。

「ああ。総司令部には、私からすぐ連れん絡らくを入れた。──いいか」

　イーノットは部下達を見回す。

「すぐに私には、ライナス逮たい捕ほの命が下るだろう。その前に、何としてでも切り裂さき魔まを捕まえなければならない。勝負は今日の夜だ」

　サニー達が表情を改めて頷く。

「ねえ少佐」

　ティムが飴の包み紙を持て余しながら、じっとイーノットを見つめる。

「ライナスは、何をしに少佐の所に来たの？」

「──分からない。挨あい拶さつに来ただけだと言っていた」

　そんな答えで、ティムは納得しない。現に、ティムの瞳ひとみは疑いの色に染まっている。

　だがそれでも、イーノットはそう言うしかなかった。










　ソールヒルの夜。朝から降り続いている雨は一向にやむ気配がない。人々は色とりどりの傘を差しながら、アーリア広場を抜ぬけて、足早に目的地に向かって歩いている。

　その中には、青い傘をさした人間も何人かいた。その中で、上品な青い刺し繡しゆう入りの傘をくるくると回す女性の姿がある。

　男は、その女性に視線を送る。

　──決めた。彼女にしよう。

　ポケットにそっと忍しのばせているのは、何人もの命を奪うばってきたナイフと、穢けがれを知らない純白のすずらんの花。

　ゆっくり、気付かれないように距きよ離りを保ちながら、男は青い傘の背後に並ぶ。まるで男を誘さそうように、軽かろやかに傘が回った。

　アーリア広場を抜けて、女性は右の脇わき道みちへと入っていく。男はポケットからナイフを取り出した。手になじんだそれを彼女の方に向けて、男は一気に間合いを詰つめた。

　次の瞬しゆん間かん、すべてを見み透すかしていたかのように、女性が振ふり向く。




「初めまして、切り裂き魔さん」




　聞こえてきたのは高い女性の声ではなかった。太くはないが、明らかに男性の持つ声、しかもまるで子供のような声だ。

　──こいつは女じゃない。

　そう認にん識しきした時には、すばやい動きで懐ふところに入られて、腕を捻ひねり上げられていた。

　女性と見誤った細い腕が、男の野太い腕に絡からみつき離れない。目で見る情報と現実がかみ合わなかった。

「ずーっと、あなたに会いたいと思ってたんだ」

　嬉うれしそうな声で力を込められ、関節が悲鳴を上げた。男の口から叫さけび声が出る。何とか保っていた握あく力りよくがすべてなくなり、手からナイフが滑り落ちた。

「痛い？　でもあなたの殺した被ひ害がい者しや達は、もっと怖こわくて痛い思いをしたんだよ？　あなたはまるで想像力がないみたいだから、こうして思い知らせるしかないよねえ」

　幼く、それでいて残ざん酷こくなほど優やさしい声。

　男は、最初にこの計画を持ち出された時のことを思い出した。

　監かん獄ごくの天使。今腕を捻りあげている人間よりも優しく、耳を撫なでるような声こわ色いろで、「私の代わりに女性を殺してくれないか？」と笑えみを浮うかべて囁ささやいた天使。悪あく魔まのような犯行を事細かに提案して、それでも少しも穢れた感じのしない男だった。

　──近くで見ているんだろう？　早く助けてくれ！

　男は痛みに呻うめきながら周囲を見回す。昨日の夜、姿を現した時には『何かあった時は助けに行く』と言ってくれた。今がその『何かあった時』だ。

　──早く、早く！

　しかし、聞こえてきたのは複数の足音。

「ティム！　よくやった！」

　髪かみの毛が所々跳はねた軍人が、そう言って加勢し、男は完全に動きを封ふうじられた。

「──お前が切り裂き魔か」

　そして奥からゆっくりと、一人の軍人が顔を出す。金の瞳が、じっと男を見つめている。

「お前にはこれから、自分がやった罪の重さを思い知ってもらう。お前の、一生をかけてな」

　男はすべてが終わったことを悟さとった。

　彼の前に現れたのは、軍の英えい雄ゆう、イーノット・レイズだった。










　切り裂き魔が捕まったという知らせは、翌日ソールヒルの街に広まった。

　街の人々の反応は様々だ。ホッと胸を撫で下ろす者、さっそく閉店時間を延長するよう考える商売人。共通するのは、人々の表情がみな一様に明るく輝かがやいていることだ。

　ケイト達は来るときよりも増えた荷物を持って、屋や敷しきの門の前に揃そろって並んだ。

　休きゆう暇かが終わり、ケイト達は今日朝一番の汽車で、ウィングヒルに帰ることになっていた。

「本当に、お世話になりました！」

　三人揃って、マイリーに頭を下げる。マイリーは一人ずつ、丁てい寧ねいに抱ほう擁ようして別れを惜おしんでくれた。

「寂さびしくなるわね」

「また来ますよ」

　リオが穏おだやかな笑みを見せる。

「あ！　俺達も、お邪じや魔までなければまた来たいです！」

　ノーマンがそう言って、「なっ」とケイトに同意を求める。ケイトも大きく頷いた。

「ええ。また来たいです」

「もちろん歓かん迎げいするわよ、二人とも。是ぜ非ひまたいらっしゃい。ノーマンのために、料理の腕うでを磨みがいておくわ」

「本当ですか！　いやあ、嬉しいです！　また美味うまい肉料理をお願いします！」

　厚かましいぞ、というリオの突つっ込みが入ったが、ノーマンはにこにこ笑うだけである。

「ケイト。あなたにはこれをもらってほしいの」

　マイリーはケイトに視線を移し、一冊の本を差し出した。

　ケイトは目を見開く。

「これ……」

　それは薬草の図ず鑑かんだった。リオの祖父の蔵書の中でも、ケイトが一番気に入って何度も読んでいた本である。マイリーとの植物の講義の際も、この本を使っていた。

「そんな、もらえません。これは大事なおじい様の蔵書じゃないですか……！」

「いいのよ。私はもう頭に入っているし。あのまま誰だれにも読まれず、本ほん棚だなにしまわれたままの方が悲しいわ。大事にして、役立ててくれる人にあげたいの。夫も絶対に、そう思っているはずよ」

「おばあ様……」

　ケイトは恐おそる恐る本を受け取った。ズシリと重い。

「大事にします」

　本を胸に抱だきしめると、マイリーが目を伏ふせた。

「本当に寂しくなるわ。またこの屋敷に一人になってしまうのね」

「おばあ様は一人じゃありませんよ。ご近所の人や、バンフィールド夫人がいて、何よりあの美しい庭園は、ずっとおばあ様の傍そばにあります」

　マイリーは、嬉しそうに緑の瞳を細めた。

「……そうね。ありがとう」

　ケイト達が見えなくなるまで、マイリーはずっと手を振り続けてくれた。







「駅に行く前に、ちょっと寄ってもいいか？」

　駅に近づくにつれて、口数の減っていたノーマンが、そう言って足を止めた。

　ケイトとリオは、互たがいに顔を見合わせる。

「いいけど、どこに行くの？」

「あの喫きつ茶さ店てんだよ」

「ああ、最後に挨あい拶さつしないとね」

　ケイトがそう言って頷うなずくと、ノーマンが首を横に振った。

「挨拶もそうだが、俺はまだ、最後の手順を踏ふんでいないことに気付いた」

「手順？」

　リオが怪け訝げんそうに、何かを決意したような表情のノーマンを見やる。

「恋れん愛あいには手順があるって言っただろう？　出会って、名前を聞いて、食事に誘って互いを知って、そして最後は告白だ」

「告白って……」

　ケイトは言葉を切った。ノーマンは、アンナに告白すると言っているのだ。しかし、アンナが好きなのはリオだろう。それをノーマンは知っているはずだし、落ち込んでもいたはずだ。

　ケイトの逡しゆん巡じゆんに、分かっているとノーマンは頷く。

「結果を知ってても、これは俺にとって必要なことなんだ。じゃなきゃ、始まらないし終わらないだろう？　俺は、彼女を好きだっていう自分の気持ちを、無視したり封じたりしたくない。ましてや告白もせずに帰るなんて、そんな情けないことができるか」

　ノーマンは、しっかりと前を見み据すえてそう言った。目の前には、あの喫茶店が見えてくる。

「……お前、強いな」

　ノーマンを見ていたリオが、ぽつりと呟つぶやいた。

「馬ば鹿かが。今いま頃ごろ気付いたのか」

　ニッと白い歯を見せて、ノーマンは一人喫茶店に入っていった。

　結果はやはりダメだったようだ。少しだけ悲しそうな苦く笑しよう顔をして、ノーマンは喫茶店から出て来た。しかし駅に着く頃ころには、どこかすっきりとした清すが々すがしい表情に変わっていた。

　ノーマンはまたいつもの明るい雰ふん囲い気きに戻もどって、ケイト達と共に南部行きの汽車に乗り込んだのだった。
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「ニール・ウィットワー。革命派の中でも過激派として活動し、二年前にグレッグソン刑けい務む所しよに服ふく役えき。革命派の仲間の情報を提供したとの理由で、刑けい期きが短くなったようです。この刑務所内で、ライナスと出会ったようですね」

　切り裂さき魔まが捕つかまってから七日後。

　イーノット達は南部基地へと戻っていた。

　ローワンが、今回の事件の実行犯であるニールの調書の結果を報告する。彼は現在、首都の総司令部にて厳しい取り調べを受けていた。

「ライナスは、ニールの軍を憎にくむ気持ちに付け込んだようですね。ニールが刑務所を短期で出られることを知り、犯行の手順から何から指示した」

「代理で人を殺させるなんて、最低だ」

　ローワンの報告に、サニーが眉まゆを寄せる。

「ニールは、すっかりライナスの言いなりだったようです。他人に罪を犯おかさせるというのは、すごい人心掌しよう握あく力ですね」

　ローワンも、不快な表情を隠かくさなかった。

「天使の笑えみとやらに、やられちゃったんじゃないの？　心の中は真っ黒な悪あく魔まだけどね」

　ティムが鼻を鳴らす。

「で、その天使は鎖くさりをもいで、どこ行っちゃったんだか」

　イーノットは、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

　ライナスは現在もまだ見つかっていなかった。総司令部は五年前と同じ、イーノットにライナス逮たい捕ほを命じた。

「とにかく、ライナス逮捕に全力をあげる」

　イーノットの言葉に、ローワンを始め、部下達は深く頷いてくれた。







　サニー達を執しつ務む室から退出させると、イーノットとローワンだけが残された。

「おい大たい尉い。私は君も部屋から出るよう言ったんだが」

「私にはまだお話があるので」

　命令を無視しておいて、しれっとローワンは返した。

「何だ。サニーを私のお守もり役にしていたんだろう？　こうして無事に怪け我がなく帰ってきたじゃないか」

　おどけてそう言うが、ローワンは騙だまされてくれない。聡さとい副官は、イーノットの表情ひとつ見み逃のがさないのだ。

「そうですね。体は無事なようです。ですが、何か思い悩なやむことがあるのではないですか？　東部から帰ってきて、あなたの身にまとう雰囲気は一層研とぎ澄すまされたようです」

「……ライナスが自由を得て、どこかにいるんだ。また被ひ害がい者しやが出るかもしれない。気を張るのは当然だと思うが？」

「私に隠していることは何もないと？」

「ない。だが、君に頼たのみたいことはある」

　ローワンは寂しそうな笑みを浮うかべたが、すぐに優ゆう秀しゆうな副官の顔になる。

「何でしょう？」

「ある男を南部に呼ぶよう、手配してくれ」

「ある男？」

　イーノットから告げられた名前を聞いて、ローワンは目を見開いた。










　ケイトは休きゆう暇かを終えて南部に戻ってきた。

　また座学と試験の日々が始まる。休暇が終しゆう了りようして第一日目から、さっそく小テストが出され、ケイトは講義室で他ほかの学生同様、答案用紙に向かっていた。

　教授の終了の声とともに、用紙が回収される。ケイトは、斜ななめ前に座るリオの背中を見つめていた。

　南部に帰ってから、どこかぎくしゃくしていた。ケイトにはそんなつもりはない。変わったのは、リオの方だった。

　──医師を目指すために、すべてにおいて努力しているリオからしたら、私は恋こいに浮かれているように見えるのかもしれない。

　軽けい蔑べつされたのかと考えれば、どうしてもリオと話すのが及および腰ごしになってしまう。

「おい、ケイト」

　背中を突つつかれて、ケイトは後ろを振ふり向いた。ノーマンが心配そうに見ている。

「まだぎくしゃくしたままなのか？　リオと」

　イーノットを好きかと聞かれた、あの屋や敷しきの夜を知らないノーマンは、突とつ然ぜんの二人の雰囲気に戸と惑まどっているのだ。ケイトの胸が、大きな石を置かれたようにズシリと重くなる。

「うん……」

「……まあ、元気出せよ！　気まずくても、俺が間に入ってやるからさ」

　ニッと笑みを見せてくれたノーマンに、ケイトも笑顔を向けた。

　だが前に向き直ると、すでにリオの姿はない。ケイト達に声をかけることなく、出て行ってしまったようだった。

　ケイトは他の学生と喋しやべるノーマンに一言かけて、図書館へと向かった。

　気に入りの席に座ると、ケイトは医術書を広げる。

　どれほどの時間が経たったのか、ふと医学書に影かげが差して、ケイトは思わず顔を上げて言った。

「リオ？」

「残念でした。眼鏡君じゃないよ」

　そう言ってケイトの向かいに腰こし掛かけたのは、ティムだった。

「ティム！」

「やあ、お姉さん。相変わらず勉強してるの？　真ま面じ目めだなあ」

　にっこり笑って頰ほお杖づえをつくティムに、ケイトは首を横に振った。

「そんなことないのよ」

　現に、医術書を読んでいても、全く集中できていなかった。最近の自分は弛たるみ過ぎていると、ケイトは唇くちびるを嚙かみしめる。

「ティムはどうしてここに？……って聞いても、答えるわけないわよね」

　ティムは任務として、潜せん入にゆう捜そう査さをよく任されている。任務の一いつ環かんならば、ケイトに内容は話せないだろう。

「お姉さんに会いに来たに決まってるじゃん」

　それが噓うそなのか本当なのか、ケイトには分からない。神しん出しゆつ鬼き没ぼつのティムには、いつも驚おどろかされてばかりだった。

「で？　いつもお姉さんと一いつ緒しよにいる眼鏡君はどうしたの？」

「今日は先に帰ったみたい」

「ふーん。ま、いない方が都合いいんだけど。ねえ、お姉さん。東部基地の寮りようで少しよう佐さに会ったでしょう？」

「え、う、うん」

「一体どんな話したの？」

　興きよう味み津しん々しんにティムが身を乗り出してきて、ケイトは戸惑った。

「どんな、って……」

「少佐、教えてくれないんだもん。僕らが考えた誕生日の前祝いの計画だったのにさ、少しくらい成果を聞かせてくれても──」

「ちょっと待って！　え、誕生日の前祝いって、少佐の？」

　ケイトは驚いて、ティムの言葉を遮さえぎった。

　ティムは目を丸くする。

「あれ。少佐から聞いてない？」

　ケイトはもどかしげに「聞いてないわ」と答えた。

「うーん。まあ、少佐は自分から言うような人じゃないよね。そう、誕生日が近いんだよ、少佐。えっとね、あと二日後だったかな？」

「そうだったの……」

　ケイトは俯うつむいた。

　──本当に私、少佐のことを知らなさすぎる。

　だが、落ち込んでいる場合ではない。まだ間に合う、とケイトは頭を上げた。

「ティム！　お願いがあるの。少佐と会いたいんだけど、どうにかできないかしら？」

　ティムは、うーんと首を傾かしげた。

「たぶん、今なら何とかなるかも。すぐに、また少佐忙いそがしくなっちゃうからね」

　また忙しくなるという、ティムの言葉が気にかかる。ティムはにっこりとケイトに笑いかけた。

「僕にまかせて」

　頼もしいティムの言葉に、ケイトも表情を緩ゆるめた。

「……ま、僕にできるのはここまでだね」

「え？」

　ぽつりと呟つぶやかれた言葉を聞き返すと、「何でもなーい」と無む邪じや気きな笑えみが返ってきた。










　二日後、ケイトは隠かくれ家がのソファに腰こしを下ろし、じっと扉とびらを見つめていた。ソファの横には、バイオリンケースが置かれている。

　ティムがイーノットに頼んでくれたようで、もうすぐこの隠れ家にイーノットがやって来ることになっていた。

　ケイトは、じっと自分の服装を見下ろした。明るい緑色のワンピースを着ている。袖そでに緩やかな襞ひだが出来ており、優ゆう雅がで上品な印象を残す。光こう沢たくのある生き地じのため、光の反射で柔やわらかな風合いを出していた。

「……変じゃ、ないよね？」

　変なわけないでしょ、私が選んだんだからと、このワンピースを見みつ繕くろってくれたミラならば言うに違ちがいない。

　ミラは、ケイトが西部エセルヒルで知り合った女性である。服を作る会社の社長でもあるミラは、ケイトのおしゃれのために、様々な服を選んでくれていた。

　女性であることを認め、女性であることの良さを教えてくれた、ケイトにとっては仕事でも、私生活でも先せん輩ぱいである。

『素す敵てきな服を身に纏まとったら、行動も伴ともなうようになるものよ』と、ミラは常々ケイトに言っていた。

　ケイトはイーノットと一つの約束をしていた。着き飾かざってバイオリンを演奏するというものだ。以前からしていた約束だったのだが、ケイトは一度その約束を取り消していた。

　女性ということで解かい剖ぼう実習を受けさせてもらえず、医師への夢を阻はばまれていたケイトは、女性である自分を疎うとましく感じていた。着飾ったりする女性らしさを遠ざけようとしたため、約束は取り消すと口にしたのだ。

　しかし、そんな頑かたくななケイトの心を、ミラは解ほぐしてくれた。

『私が女性であることは、揺ゆるがない事実よ。確かに、力や立場は男性に劣おとるところがあるかもしれない。でも、私には、私にしか持ち得ない女性としての目線があるの』

　ミラ自身の経験を語りながら、ケイトに贈おくってくれた言葉。

『ケイトはケイトでいいのよ。医師になりたいっていう、そのままのケイトでいいのよ』

　ミラの言葉と、イーノットが励はげましてくれたおかげで、ケイトはありのままの自分を認めることができた。ミラはおしゃれの楽しさも教えてくれて、今ではおしゃれの勉強もするようになった。

　──何て言ってくれるかな……。でも、ちょっと張り切り過ぎ？　いや、でも誕生日だし。ああでも、私の誕生日でもないのに、やっぱりおかしい？

　自分の考えが行ったり来たりして忙せわしない。その時、扉の開く音がして、ケイトは立ち上がった。

　玄げん関かん先まで行くと、イーノットが立っている。ケイトの姿を見て、目を見張った。

「あ！　こんにちは、少佐。忙しいのに、来てくれてありがとうございます」

「いや、いいんだ。私も君に話があったし」

　イーノットは目を伏ふせた。ケイトは首を傾げる。

　──話って何だろう？

　とにかく座ろうと、ケイトはイーノットと居間に戻もどり、並んでソファに腰掛けた。

　向かい合うと、イーノットの表情があまり優すぐれないことに気付く。どことなく、元気がなかった。

「あの。少佐は今日が誕生日だって聞きました。おめでとうございます！」

「ああ……、誰だれかに聞いたのか？」

「えっと、少しよう尉いです」

「余計なことを……」

　イーノットが眉まゆを寄せる。

「余計なことじゃないですよ。大事なことです！　あの、それで私も少佐をお祝いしたいと思って、色々贈り物を考えたんですけど……」

　二日間、ケイトは悩なやんだ。贈り物はあげたいが、何を選んでいいか分からない。イーノットほどの地位なら、欲しい物は自分で買えるだろう。働いてもいない自分が何かを買って贈るというのも、逆に失礼かもしれないと思った。

　そこで思い浮うかんだのが、着飾ってバイオリンを演奏するという約束だったのだ。すぐにケイトは服を選び、可能な限りバイオリンの練習をして今日に備えた。

　一応驚かせようと、バイオリンはソファの後ろに隠している。

「それで、あの」

　演奏を、と続けようとしたが、イーノットの言葉に遮られた。

「贈り物などいい。気持ちだけいただくよ。ありがとう」

　穏おだやかに、しかしはっきりと告げられて、ケイトはバイオリンを出す機会を失う。

　──何だろう？　どうしたんだろう？

「誕生日、あまり嬉うれしくありませんか？」

「私は、……大戦で多くの人を殺した。これから続くはずだった人生を奪うばったんだ。そういう自分が生まれてきたことを祝うということに、違い和わ感かんがあるのは確かだ」

　ケイトは驚おどろく。そんな風に思ってきたとは考えていなかった。

　──いつからそう思ってたの？　大戦後からずっと？

「私は、少しよう佐さが生まれてきてくれて嬉しいですよ！　ティムとか、少佐の部下の人達だって、絶対嬉しいって思ってます！」

「ああ、そうだな」

　苦く笑うイーノットの心に、何一つ自分の思いが届いていないことを悟さとる。諦あきらめたような笑みをしてほしいわけではなかった。

　どう言えばいいのだろうか？　何と言えば、今のケイトの気持ちが分かってもらえる？　イーノットに出会えて、こんなに嬉しくて幸せで、感謝しているということを──。

　──あ。……そうだ。私、ひとつ知ってる。

　ふいにケイトの頭にひらめいたもの。最近自覚したばかりの、でもずっと心の中にあった感情だ。

　ためらいは一いつ瞬しゆんだった。

「……私」

　ぎゅっと膝ひざの上に置いた手を握にぎりしめた。

「私、少佐のこと好きなんです」

　家族や友人に好きだと告げる時、いつも穏やかな気持ちで口にしてきた。しかし今、ケイトの心は波を打ったように揺れ動いている。胸が苦しくて、甘いような心ここ地ちを持て余す。伝えた言葉は一いつ緒しよでも、それがイーノットだというだけで、こんなにも違う。

　言ってみて、改めて好きだと思った。気持ちがどんどん募つのっていって、逃にげ場がない。

「少佐といると、胸がぎゅーっと痛んで、でも飛び上がりそうに幸せな気持ちになる。そんな気持ちにさせてくれる人に、初めて会いました。だから、少佐に会えて私は嬉しいんです。本当に、そう思ってるんです。少佐が、好きです」

　──言った……。

　ケイトは俯うつむいて、自分の膝ひざ頭がしらを見つめる。

　言った。言ってしまった。告白する前にはもう戻れない。そう思うと、後こう悔かいが押し寄せてくる。言った方と言われた方が、この瞬しゆん間かんから新しい関係に変わらざるを得ない。

　ものすごく怖こわい。でも。

　──それでも、私は言いたかった。

　だからケイトは勇気を出して、イーノットの表情を見た。金の瞳ひとみが、真正面からケイトを見返した。

　イーノットが口を開くのを、祈いのるような気持ちで眺ながめる。

「私は、君が想おもってくれるような気持ちを返すことはできない。君を特別な女性として、好きだと思ったことはない」

　分かっていた。

「は、い……」

　覚かく悟ごもしていた。

　イーノットの隣となりに自分が並べないことなど、好きになる前から知っていた。ケイトと同じ思いを、イーノットは抱いだいていないというだけ。思っていたことが、その通りになっただけだ。

　それなのに。

「分かりました。……ありがとうございます。ちゃんと答えてくれて」

　ケイトは頭を下げた。そのまま顔を上げず、立ち上がる。

「ごめんなさい。私から呼び出して、すごく失礼なんですけど、帰ってもいいですか」

　とてもこのまま、バイオリンの演奏などできそうにない。何でもないというような顔で、イーノットと接することはできなかった。

「ああ」

　もちろん、イーノットは引きとめなかった。

　ケイトは玄関に足早に向かう。

「傘かさを持っていきなさい。外は雨が降っている」

　背中に声がかかった。ケイトは首を横に振ふる。

「ダメだ。風邪かぜをひいてしまう。さあ、傘を持って。返さなくていいから」

　追いかけてきたイーノットが、無理やり立てかけてあった傘を持たせる。

　ケイトは思わず顔を上げた。

「返さなくていいって……」

「もう君には会わない」

　それはイーノットにとって、決定事じ項こうのようだった。きっぱりと残ざん酷こくなほど、真正面から告げられて、ケイトは呆ぼう然ぜんとイーノットを見上げた。

「少……」

「元気で」

　ケイトの言葉を遮さえぎって、もう出てくれとばかりに背中を押された。扉とびらが閉まる。

　傘を握りしめたまま、ケイトは玄関先に立ち尽つくした。

　雨はいつの間にか激しく降ってきており、視界がぼんやりと霞かすんでいる。

　ケイトは傘を手に持ったまま、歩き出した。すぐに雨が全身を打ち、ワンピースは水を含ふくんで重たくケイトを包む。

「……っ、……」

　ひくり、と肩かたが揺ゆれた。最初は不規則に、それからどんどん間かん隔かくが狭せばまっていく。

　地面を叩たたきつけるような雨は、ケイトの泣き声を消してくれた。頰ほおに当たった雨は、涙なみだを隠かくしてくれる。

　だからケイトは傘をさすことなく、雨に当たり続けた。







　イーノットはケイトを見送ると、すぐに電話をかけた。

「……今、隠れ家がから出た。護衛を頼たのむ」

　それだけを言って、足を引きずるようにしてソファに体を預けた。

　くしゃりと前まえ髪がみを持ち上げて、きつく目を閉じる。その時、だらりと投げ出した腕うでが何かに当たり、イーノットは目を開けてそれを見た。

　それは、ケイトのバイオリンケースだった。

　先ほどまでこの場にいた、美しく着き飾かざったケイトを思い出す。

　──約束を、……果たそうとしてくれたのか。

　瞬間、痛みにも似た思いが、イーノットの胸を貫つらぬく。

　反射的に立ち上がり、外に飛び出した。濡ぬれるのも構わずに、辺りを見回す。

　ケイトの姿はもうなかった。

　イーノットは、我に返ったように目を瞬まばたかせ、それから深く息を吐はいた。

　激しい雨音の中から、柔やわらかな声がイーノットの頭の中に甦よみがえってきた。




『──やあ。どこに行くんだい？　イーノット』




　ライナスが現れた夜。軍から追われているなど少しも感じさせない、ゆったりとした仕草でライナスは首を傾かしげた。

『ライナス……』

『どうしたんだ、そんな顔をして。もしかして何か緊きん急きゆうの連れん絡らくでもあったか？　凶きよう悪あく犯はんが刑けい務む所しよから脱だつ走そうしたとかさ』

　楽しそうに笑うライナスを見つめながらも、イーノットは周囲の気配を探さぐった。目の前の男を、何としてでも捕つかまえなければならない。

　幸い、拳けん銃じゆうは腰こし元もとにある。だがそんなことは、ライナスにもお見通しだろう。見たところ、ライナスが武器を持っている様子はないが、隠している可能性もある。

『ライナス。刑務所に戻もどれ。お前の居場所はあそこだ』

『つまらないことを言うね、イーノット』

　イーノットはゆっくりと自分の右手を腰元に近づける。

『ああ、そうだイーノット』

　だが、のんびりとしたライナスの次の言葉に、イーノットの動きは止まった。

『君に、あんなに可愛かわいらしい人がいるなんて知らなかったよ』

『……何？』

『あれって地毛なのか？　見事な赤毛だ』

　ぞわりとイーノットの腕に鳥とり肌はだが立つ。

『何のことだ』

『誤ご魔ま化かさなくてもいいさ。切り裂さき魔まに襲おそわれるかもしれないと思って、一いつ生しよう懸けん命めい追いかけていって、安あん堵どして抱だき締しめていたじゃないか』

　──……見ていた。

　アーリア広場での出来事を、目の前の男は知っている。あの時のイーノットがどんな様子だったのか、この男は知っているのだ。

『そんなに大事？　本当に君の女め神がみなんだな、彼女は』

　それが意味することはなんだ？

『ケイト・エドモンド、だったな』

　その名を口にした瞬しゆん間かん、ライナスは勝ち誇ほこったような笑えみを浮うかべた。

『なあイーノット。なぜ私が、あんな北部の刑務所に何年もいたと思う？　出ようと思えば、すぐにでも出ることはできた。でも、私は出なかった。あの刑務所で、私は待っていたんだよ』

『……何をだ』

　向けられた笑みは、目を離はなせないほど美しかった。

『君に復ふく讐しゆうする機会だ』

　イーノットは、呆然と立ち尽くした。

『復讐……、私に？』

『そう。君を殺したいほど憎にくんではいるけど、すぐに殺したら面おも白しろくない。もっと苦痛を味わってから、死ぬべきだろう？』

　うっとりと、ライナスは目を細めた。

『私は待ったんだ。君が大戦の傷を少しずつ埋うめていくのを。大切でかけがえのない人を見つけるのを。君の心の傷が癒いえた時、それを私がもう一度開かせてあげるんだ。より激しく、より残酷にね』

　見つけた、とライナスは囁ささやいた。

『ようやく見つけたよ。君の大切な人。代わりなどいない、かけがえのない人。彼女がいなくなったら、君はどうする？　しかも、原因は君だ。きっと、死にたくなるほど苦しいだろうね』

　ドクドクと心臓が鳴って、イーノットにはライナスの言葉の意味が摑つかめない。ただひとつの疑問がぐるぐると頭を回った。

『なぜ……』

『ん？』

『なぜ、私をそんなにも憎んでいるんだ』

　自分と目の前の男は、友人のはずだった。命を預けられる戦友だったはずだ。それが今、すぐに殺してはつまらないと言うほどに、憎ぞう悪おされている。

『そうだ。君は何も分からないまま、無む邪じや気きに笑いながら私の大切なものを奪うばったんだよ』

『何のことだ……』

　イーノットには、本当に心当たりがなかった。

『レイチェルを覚えている？』

　レイチェル・ディアス。それは、ライナスの恋こい人びとだった女性だ。容姿の整ったライナスの隣となりにいても見み劣おとりすることのない、綺き麗れいな女性だった。

　いつもライナスの後ろに控ひかえていて、優やさしく、儚はかないような笑みを浮かべていたのを思い出す。二人並んだ姿は、本当に絵画のように美しく収まっていた。

『覚えているに決まっているだろう』

　大戦前、何度も三人で会った。ライナスは幸せそうで、戦争が終わったら結けつ婚こんするのだと言っていた。未来を楽しそうに語り合う二人の姿に、イーノットも心が温かくなった。

　しかし、時代はそれを許してはくれなかった。

　そこまで思い出し、イーノットは目を伏ふせる。

『彼女のことは、残念だったと思う』

　ライナスが望んだ結婚の夢はかなわなかった。レイチェルが大戦で亡なくなってしまったからだ。ケイトが両親を亡くしたように、彼女はオールリッジの市街戦に巻き込まれて亡くなった。

　最も大切な人間を失う悲しさ。それを目の前の男は、身をもって経験している。

『残念、か。そうだな、私も当時はそう思っていた。悪いのは敵国だとね。だが、そうじゃなかった。彼女を殺したのは、ウェスハバートの軍人だった』

　イーノットは自分の耳を疑った。

『何を言っている？』

『大戦後、その場に居合わせていた軍人に聞いたんだ。市街戦で火の海になり、逃にげ場を失ったレイチェルを、味方であるはずの軍人達は助けなかった。見捨てたんだと』

『そんなこと……』

　そんなことをするはずがない、そうはっきりと言えない自分に、イーノットは気付いた。口ごもるイーノットの姿を、ライナスが笑う。

『そう、十分ありえる話だろう？　レイチェルは殺されたんだ』

　イーノットは納なつ得とくする。ライナスが首都で起こした事件、そして今回の切り裂き魔の事件には、軍への怒いかりが見え隠かくれしている。理由はここにあったのだ。

　だが。

　──私を憎む、理由とは何だ？

　イーノットの表情を読むのが上手うまいライナスは、ますます混乱するイーノットを楽しそうに眺ながめた。

『教えてあげるよ、イーノット。レイチェルはね……、君が好きだったんだ』

　薄うすい唇くちびるが、優ゆう雅がな弧こを描えがく。イーノットは今度こそ驚きよう愕がくした。

『何、……、そんなわけはない。君と彼女は恋人同士だっただろう』

『そう。そして君は私の大切な友人だった。だから彼女にも会わせた。三人で食事をして、笑い合って、私は幸せだった。馬ば鹿かだったよ。私が幸せに浸ひたっているその瞬間、彼女は君に恋こいをしていた』

　言葉が出ず、ただライナスを見返すことしかできない。

『大戦後、レイチェルを失った私は軍を辞やめた。ふと街を歩いていた時ね、レイチェルと同じ年くらいの女性が歩いていた。それを見た時の感情は、とても説明できない。私の恋人は死んだのに、この女性は生きている。それと同時に、思ったんだ。私の恋人は私の友人を好きになるという、許せない罪を作った。目の前の女性も、レイチェルと同じだ……、移り気で、不誠実な、罪の塊かたまり』

　ガンガンと頭が鳴って、吐はき気がした。ライナスの異常な思考回路が頭に入ってきて、ぐちゃぐちゃに頭を搔かきまわしてくる。

『どちらにしろ、感じたのは憎悪だった。そうして殺したら、ほっと楽になったんだ。私は、苦しみから逃のがれるすべを得た。だがイーノット。君が苦しまなければ、私は真の意味で苦痛から解放されない』

『お前が殺した女性達は、レイチェルじゃないんだ』

『同じだよ。だから私は、彼女達の命が途と絶だえた瞬間、あんなにも楽に呼吸ができるようになったんだ』

　長い話を終え、ライナスは息を吐いた。優しい笑みを乗せる。

『イーノット。赤毛の女神によろしく伝えてくれ。すぐに会いに行くから、と。私にとっても、彼女は女神だね。すべての苦しみから解放してくれる女性だ。早く会いたいよ』

　その光景を思い浮かべ、イーノットは激しく首を横に振ふった。

『彼女は何も関係ない！』

『関係あるんだよ。君が大切に思えば思うほどね』

　イーノットはすばやく拳けん銃じゆうを握にぎり、構える。

『動くな！』

　ライナスは笑みを浮かべたままだ。

『ケイト・エドモンドの安全は確保されているのかな？　今日、どうして雨が降っていたにもかかわらず、切り裂さき魔まが広場に現れなかったか分かるか？　切り裂き魔は、どこにいるのか。どこかのお屋や敷しきの傍そばにいるかもしれないな』

　カッと頭に血が上った。

『お前……！』

『君には撃うてないよ、イーノット。大切な人間が出来てしまったら、あとはもうひたすら守るしかないんだ。彼女の命を天てん秤びんにかけて、今私に対して引き金がひけるかな？』

　イーノットの指は、金かな縛しばりにあったように全く動かない。

『そう、それでいい』

　ライナスは満足げに微笑ほほえんだ。

『また会おう、イーノット』

　ひらりと背中を無防備に向けられても、イーノットは引き金をひけなかった。




　遠くで雷かみなりが鳴って、イーノットはハッと深い回想から目覚める。

　雨に全身を打たれたまま、ぼんやり霞かすんだ道の先を見つめた。

　彼女は、ちゃんと傘かさをさして帰っただろうか。

　一いつ滴てきの雨にさえ、当たらないでほしいと思った。










「なあケイト。お前どうしたんだ？」

「何が？」

　ケイトは医術書に視線を落としたまま、答えた。講義と講義の間の休み時間、ケイトは前の授業の復習を行っていた。

　ノーマンの心配そうな視線が突つき刺ささる。

「最近さ、いっつも忙いそがしそうにして、全然話せてないじゃんか。勉強もいいけどさ、休み時間ってのは、文字通り休むもんなんだぜ？」

　ケイトが隠れ家がでイーノットと会ってから、五日が過ぎていた。

　その間、ケイトはひたすら勉強に没ぼつ頭とうした。知識を頭に詰つめ込んで、イーノットとの記き憶おくを締しめ出そうとしていた。

　これは、ケイトの昔からの対処法である。悲しい時、辛つらい時、ケイトは勉強することで気を紛まぎらわせてきた。別のことを考えるというのは、いい方法であるらしく、更さらに時間の無む駄だにもならないので、ケイトはずっとこの方法をとってきた。

　だが今回は、どうしてもうまくいかない。だからますます勉強にのめり込んでいた。

「ケイト、お前、何か顔色悪くないか？」

「そんなことないわ。元気よ、私」

　──深夜まで勉強していたから、寝ね不ぶ足そくでそう見えるのかもしれない。

　心配しないで、とノーマンに笑いかける。ノーマンはしぶしぶ引き下がった。講義の始まりの鐘かねが鳴り、休み時間が終わったからだ。

　ケイトは、斜ななめ前のリオの背中を見つめた。リオも何も言わないが、時々物言いたげな視線をケイトに投げかける時がある。ぎくしゃくとした関係は変わらなかった。

　──ああ。また間ま違ちがえた。

　ケイトは溜ため息いきを吐つく。今日は特に勉強に集中できていなかった。字の綴つづりを間違えて、ペンを置く。

　頭が重いような感じがして、よく考えがまとまらない。

　その時、ふいに教授から当てられた。

「次。ケイト・エドモンド。前に来て答えなさい」

「あ、は、はい……」

　慌あわてて立ち上がった瞬しゆん間かん、地面が柔やわらかくなったように、踏ふん張りがきかないことに気付く。

　──あ、あれ？

　膝ひざが、がくんと落ちて、そのまま倒たおれそうになった。

「ケイト！」

　リオの声がしたような気がしたが、気のせいかもしれない。ケイトはそのまま、意識を失った。










「自分の体調管理もできないのか、お前は！」

　目を覚ましたケイトを待っていたのは、リオ特大のカミナリだった。

　目覚めた先は南部王立病院。大学に隣りん接せつするこの病院に、ケイトは風邪かぜによる高熱で運ばれていた。

　講義室で倒れかけたケイトを抱だきとめたのはリオで、すぐに異常に気付いたらしい。

　高熱の原因にはすぐ思い当たった。隠れ家から帰ってくるまで、ケイトは傘も差さずにずぶ濡ぬれで家まで帰ってきていた。そのまま、何も考えたくなくて、ケイトはベッドで丸くなった。自分の心を守るように体を丸め、ひたすら眠ねむりが訪おとずれるのを待っていた。風邪をひくのは当たり前だった。あの時のケイトは、自分の体のことなど、何一つ考えていなかった。

　病院で意識を取り戻もどした時には、すでに夕方になっていた。大学帰りのリオが様子を見に来てくれたのだ。

　まだ頭のガンガンするケイトは、リオの怒ど鳴なり声を聞いてこめかみに手を当てた。

「リ、リオ……。もうちょっと声を小さく……」

「その足りない頭に響ひびくように言ってるんだ。いいか？　自分の体調も気き遣づかえない人間に、他人の体調をとやかく言う資格はない。倒れるまで無理するなんて、馬ば鹿か以外の何物でもないぞ。抱きとめたから良かったようなものの、そのまま床ゆかに倒れていたらどうなっていたと思う？　頭でもぶつけたら、当たり所によっては危ないんだ。分かってるのか！」

「……はい」

　何も言えなくて、ケイトはしょんぼりと頷うなずいた。

「ごめんなさい」

　本当に、リオの言う通りだと思った。

　──馬鹿だわ、私。勉強に逃にげ込んで、無理して体を壊こわすなんて……。

　情けなさ過ぎて、リオの顔がまともに見られない。

　はあ、とリオが大きく溜息を吐いた。

「分かったなら、もういい。……俺も、悪かった」

　静かになったリオがそう言うので、慌てて視線を上げる。

「な、なんでリオが謝るの」

「お前が体調悪そうなのには気付いてたんだ。だが、なんとなく声がかけられなくて。ノーマンに代わりに言ってもらってたんだが」

　リオの優やさしい気遣いを感じて、ケイトは心が温かくなるのを感じた。

「リオ。ありがとう。こんな素す敵てきな友達を持って、私すごく嬉うれしい」

　リオは、小さく笑えみを作った。少しだけ、切なさの混じった笑みだった。

「……説教はこれでおしまいだ。さあ、もう寝ねろ」

「さっきまで眠っていたのよ。すぐには無理だわ」

「あれは眠っていたんじゃない。気を失ってたんだ。いいから、目を閉じて」

　男の人の手とは思えない程ほど、細くしなやかなリオの指が、優しくケイトの視界を覆おおった。

「何も考えず、眠るんだ」

「……そんなこと、できるのかな」

　ケイトの頭は未いまだ、色々な感情が渦うず巻まいていて、時々どうしようもなくなる。

「できる。眠るまで、ここにいてやるから」

　ポンポン、とベッドの縁ふちを叩たたかれて、ケイトは体の力を抜ぬいた。

「……お前が望むなら、ずっと傍そばにいてやるよ」

　目を閉じたケイトには、リオがどんな表情でそう言ってくれているのか分からない。だが、言葉の温かさは伝わってきた。

「ありがとう」

　ベッドの縁を叩く、その規則正しい音を聞いているうちに、またゆっくりとケイトの意識は溶とけていく。

　どれくらい、そんな時間が流れたのかは分からない。

　少しだけ、意識が浮ふ上じようする。

　ベッドの縁を叩く音は消えていたから、リオは帰ってしまったのだろう。確かめたいが、やはり眠くて目が開かない。

　その時、そっと頰ほおに触ふれる指の感かん触しよくがした。少しだけささくれ立っている指。

　何の根こん拠きよもなく、見たわけでもないのに、ケイトにはそれが誰だれか分かった。

　──少しよう佐さだ。

　認にん識しきした途と端たん、これが夢であることも分かってしまう。イーノットはケイトにもう会わないと言っていた。こんな場所に、彼が来るはずがないのだ。

　これは自分が見せている願望だ。本人に否定されたのにもかかわらず、未だケイトの心から消えることのない、イーノットへの思い。

　ケイトの頰を撫なでた手は、慎しん重ちように額にうつって、熱の具合を確かめているようだ。

　夢の中のイーノットは、ケイトを心配してくれている。

　思わず、笑みが零こぼれた。

　嬉しくて、悲しくて、そして切ない。夢なんだから顔を見たいと思っても、瞼まぶたは開いてくれなかった。

　ふっと、感触が消える。行ってしまう、と思った。

　行かないで。

　──少佐。

　心の中で、何度もその名前を呼んだ。

　ふわりと、額に何かが優しく当たる。それが何なのか分からないまま、意識は沈しずんでいった。










　病室の前に、イーノットは立っていた。

　すでに時間は深夜を回り、廊ろう下かはしんとしている。

　ゆっくりと、イーノットは奥にあるベッドへと近付いた。

　ケイトが、眠っている。苦しそうな様子がないのを確認して、イーノットはホッと息を吐いた。

　頰に手をやると、まだ少しだけ熱い。そのまま額に手をやる。

　ホッとケイトの表情が緩ゆるんだ気がした。

　穏おだやかな姿を見届けて、イーノットはぎゅっと唇くちびるを引き結び、踵きびすを返した。

[image: ]

「……さ、……少佐……」

　背中にかかった声に、はっと振ふり向く。ケイトは眠ったままだ。

　扉とびらにかけた手を、ぎゅっと握にぎりしめる。肌はだが白くなるほど、きつく握った。

「少佐……」

　イーノットは、もう一度ケイトの元へと戻った。

　穏やかに眠るケイトの額に、そっと口づける。

　そうして今度こそ、イーノットは病室を後にした。




　　　　[image: ]




　東部の端はしにある国境の検問所は、周りを美しい山々が取り囲んでいる。

　検問所から少し離はなれた原っぱで、手足を投げ出して寝そべる男の姿があった。

　軍服の上着をあろうことか枕まくらにして、気持ちよさそうに眠っている。

　その男に向かって、検問所から眼鏡をかけた軍人が走ってきた。軍人にしては小こ柄がらな体たい軀くで、顔には幼さが残る。ぴょこぴょこと走る姿は、どこかウサギを思わせた。

「あっ、やっぱりここにいた！　少しよう尉いっ、ここで寝ないでくださいってさんざん言ってるじゃないですか！」

「うるせーなあ。せっかくの俺のお楽しみを邪じや魔ますんなよ。ここに配属希望を出したのは、こうやって昼ひる寝ねするためなんだぜ」

　短く刈かった黒くろ髪かみを搔かきながら、男がむくりと起き上がる。がっしりとした体に、彫ほりの深い顔立ち。茶色の瞳ひとみは鋭するどいが、笑うと人ひと懐なつこくもある。

　眼鏡の軍人が、呆あきれたような顔で言った。

「……これが、あの大戦で『勇ゆう敢かん』と称たたえられ、最前線に一番に突とつ撃げきしていった方と同一人物なんて思えませんね」

　その言葉に、男、リック・ヴァーデン少尉がにやりと笑った。

「ずいぶん古い話を持ち出すねえ、ニコル准じゆん尉いは。ま、俺のやる気はあの時ぜーんぶ無くなったんだな」

　リックはそのまま、またゴロンと寝ね転ころがった。目を瞑つぶり、呪じゆ文もんのように唱える。

「安心、安定、昼寝」

「何です、それ」

「俺の好きな言葉」

　ニコル准尉は、大きな溜ため息いきを吐ついて、ずい、と寝転ぶリックの眼前に、持ってきた手紙を突つきつけた。

「何だこれ」

「南部基地からお手紙が届いております」

「南部基地ぃ？」

　手紙を手に取ると、送り主には懐かしい名前があった。

「げ。イーノットの奴やつ、一体何の用だよ」

「私はあのイーノット・レイズ少佐と、少尉が友人であるというのも未いまだに信じられません」

　ニコルが冷たい視線を送る。

「おいおい、ニコル准尉もあいつに憧あこがれてんのかよ」

　リックは嫌いやそうな表情を隠かくさない。ニコルは頰を紅潮させながら言った。

「当たり前じゃないですか！　ウェスハバートの軍人なら誰しも、イーノット・レイズ少佐の逸いつ話わは聞き及およんでいますから。国のために尽じん力りよくし、決して仲間や部下を見捨てず戦った、まさに英えい雄ゆうです！　一度でいいからお会いしてみたいですねえ。まあ、こんな辺境の地に御ご用ようはないでしょうが……」

「やめとけやめとけ。あいつなんてな、天然のタラシで、実は結構な根暗ときてる。最悪だぞ」

「少佐の悪口を言わないでくださいっ！」

　ニコルがキッとリックを睨にらんだ。

「はいはい。その英雄さんが、一体俺に何の用でしょうね……」

　封ふう筒とうを開けて手紙を取り出し、リックは寝転がったまま文章に目を通した。

「……ふーん……」

「な、何と書いてあるんです？」

　好こう奇き心しんのおさえられないニコルが聞いてくる。リックは手紙に視線をやりながら、のんびりと声をかけた。

「なあ、ニコル准尉。お前、本当にイーノットに会いたいか？」

「へ？　いや、そりゃもちろん会いたいですけど……」

　戸と惑まどうニコルをちらりと見やると、リックはおもむろに頭を上げ、立ち上がった。

「よし。じゃあ行くぞ」

　そう言って、ずんずん歩いて行く。ニコルはわけが分からずリックの後を追いかけていく。

「ちょ、ちょっと待ってください！　行くって、どこに？」

「ウィングヒル」

　しれっとリックが答える。ニコルは目を剝むいた。

「ウィングヒルって、南部じゃないですか！」

「そうだな」

「そうだなって……、ここの仕事はどうするんですっ？」

「ほら」

　ぽい、とニコルに一枚の紙が放ほうられる。

「な、なんですこれ……。『リック・ヴァーデンを、南部基地所属の中ちゆう尉いに配属……』って、ええっ？」

　ずり落ちそうになる眼鏡を押さえながら、ニコルが驚おどろいたように声を上げる。

「ま、副官の一人くらい連れてってもいいだろ」

「や、ちょ、ちょっと待ってください。行くにしても、……一体何のために、南部に行くんですか！」

　そこでリックは、あたふたするニコルに向かって言った。

「赤毛の女め神がみの護衛だよ」

　ニヤリと笑みを浮かべたリックは、検問所へと歩き出した。




　やがて首都に、監かん獄ごくの天使が舞まい戻もどったことを、人々は恐きよう怖ふと共に思い知ることになる。五年前の悪夢が、再び繰くり返されようとしていた。そしてその悪夢の渦うずに、ケイトも巻き込こまれることになるのだった。







　あとがき







　こんにちは。文野あかねです。

『女神と棺の手帳』四巻目をお届けいたします。今回は、少し不ふ穏おんなお話になりました。ハラハラしながら読んでいただけたなら、嬉うれしいです。

　イラストを描えがいてくださいました、高星麻子先生。物語の鍵かぎが美しく配置され、読み終わった後、もう一度表紙を見たくなること間ま違ちがいなしです。しかも今回、見開きの口絵まであるのです。男性しかいないのに、この麗うるわしさは何なのでしょうか。本当にありがとうございます！

　担当様。たくさんの助言、そして「すっごく萌もえました！」の一言をありがとうございます。初しよ稿こうを見ていただいた時のこの一言は、本当に嬉しかったです。「やった！」と思いました。

　お手紙をくださった皆みな様さま、ありがとうございます。私の元気の源であり、一生の宝物です。

　そして今、この本を読んでくださっている皆様に感謝すると共に、少しでもこのお話が心に残ってくれればいいな、と思います。では、またお会いできる日を祈いのって。
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